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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














　目次









プロローグ

第一話　凶報、そしてヴェロニカの帰還

第二話　冥くらき双眸ひとみの乙女

第三話　平穏な日常と、忍びよる軍靴の足音

第四話　学院都市の地下迷宮

第五話　クリームヒルトの絶唱

第六話　魔竜襲撃

第七話　アッシュとエーコの決意

第八話　聖竜皇を駆る騎士

エピローグ














　アルク＝ストラーダ大陸。

　空から見下ろすと、

　まるで竜が翼を広げたような形をしたこの大陸では、

　五つの勢力が均衡を保っている。





　Ⅰ　竜の翼　　エスパーダ聖庁

　Ⅱ　竜の胴体　シェブロン王国

　Ⅲ　竜の顎門あぎと　ゼファロス帝国

　Ⅳ　竜の尾　　ラブロック商工都市連合






　そして──





　Ⅴ　竜の心臓　ロートレアモン騎士国








プロローグ









「いらっしゃいませ！　〈ラ・テーヌ〉へようこそ！」

　ここ最近、学生食堂〈ラ・テーヌ〉は早朝の営業も始めている。

　店長の提案だった。学院生の多くは、寮の一階にある食堂で朝食をすますが、安さを売りとする寮内食堂のメニューは限られている。

　そんな事情もあって、〈ラ・テーヌ〉で朝食を食べたいという意見は、以前から寄せられていたという。

　事実、朝の七時に開店すると同時に、多くの学院生や教職員たちが顔を出した。

　そんなお客さまたちを、アーニャは笑顔で出迎える。

　今なお猫耳と尻尾しつぽを装着しているのは、これまた店長の提案だった。

　当初は、恥ずかしくてたまらなかったコスチューム。しかし慣れとは恐ろしいもので、今ではそれほど違和感を覚えなくなっている。

　アーニャが〈ラ・テーヌ〉で働き始めてから、およそ二ヵ月半が過ぎた。

　ふと気づけば、天蝎宮スコルピオの月も中旬に差しかかっている。冬の足音が刻一刻と近づきつつあるこの頃ごろ、店のメニューは温かい料理が中心になっていた。

　たかが学生食堂と侮ることはできない。

　五百年の歴史を誇る騎竜学院に併設された〈ラ・テーヌ〉だけあって、意外と本格的な料理が多いのだ。隣国シェブロンで厳しい修行を積んでこなければ、シェフには任命されないという厳しい掟おきてもある。

　料理名も凝ったものが多く、「覚えるだけでも一苦労だわ……」と、同僚の女の子たちは愚痴をこぼしていたが、アーニャにとってはすべてが新鮮で、それほど苦労だとは思わなかった。

　もっとも、そんなアーニャにも悩みはあった──。




「アーニャちゃん、俺おれと付き合ってください！」

　早朝営業が終わりに近づいた頃、店内フロアの片隅で頭を下げてきたのは、上級課程シニオス一年のレイモン・カークランドだった。アッシュの親友でもある。

　別段、アーニャは驚きはしなかった。学生食堂で働き始めて以来、この手の告白は十回を超えているのだ。アーニャの密ひそかな悩みとは、こうした告白が絶えないことであった。

「ご、ごめんなさい……」

　これまでと同じように、アーニャは断った。

「はぁあああ……ま、予想はしていたけどね」

　がっくりと肩を落としたレイモンだったが、ふいに鋭い目をした。

「ねぇ、アーニャちゃん？　君って、もしかして……」

「な、なに？」

「好きな人がいるのかい？」

「……っ！」

　自分でもびっくりするほど、アーニャは動揺した。

　その瞬間、アーニャの脳裏に浮かんだのは、アッシュの凛り々りしい横顔だったのだ。

　──ど、どうして、ここでアッシュの顔が出てくるのよ!?

「はぁ……。やっぱり、そうなのか。アッシュの奴め、どんだけ……」

　レイモンはすべてを察したように、きびすを返した。

「ちょっ！　なにを納得してるの!?　あたし、アッシュのことだなんて一言も……！」

　寂しそうな背中に慌てて声をかけるも、レイモンはアーニャの言葉に応じることなく、あっさりと退散してしまった。

　ほとんど無意識に、アーニャはトレイを胸の前で抱きしめていた。

「……大体、アッシュにはエーコがいるんだし。それに、シルヴィア王女だって……」

　ちくりと胸が痛む。どうしてこんなにも胸が痛いのか、自分でもよくわからない。

「──あなたも、いろいろと大変みたいね」

「んにゃっ!?」

　突然、背後から声をかけられて、アーニャは飛び上がりそうになった。思わず意味不明な叫びを漏らしてしまう。

　振り返ると、ミラベル・ロートレアモンが窓際の席で紅茶を飲んでいた。

　騎士国の第三王女でありながら、学院長でもある美少女。

　世間では〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉と呼ばれている。

　飲食店に足を運んでおきながら、ミラベルが味わっているのは自前の紅茶だった。

　ミラベルの背後には、専属メイドのユニスが楚そ々そとして控えている。ユニスの脇わきには、ティーセットを載せたワゴンが鎮座していた。

「あなたに告白した男子、これで何人目かしら？」

「さ、さあ……？　はっきりとは数えてはいませんので……」

　しどろもどろになりながら、アーニャは違和感を覚えている。

　その玲れい瓏ろうたる容姿に似合わず、ミラベルは学者である。基本的に、聖遺物にしか興味を示さない人なのだ。そんなミラベルが、色恋に関する話題を口にした。これは一大事ではないだろうか？

「あのう、ミラベル殿下？　なにか変わったことでもありました？」

　アーニャが訊たずねると、ミラベルは静かにティーカップを置いた。

「もうすぐ、わたくしの悲願が達成されようとしているのよ。これを見て、アーニャ」

　ミラベルがテーブルの上に広げたのは、大きな古地図だった。一体、何百年前の羊皮紙なのだろう……とアーニャが疑問に思ったほど、紙は変色しているし、ボロボロだった。

「なんの地図です？」

「あまり知られていないことだけど、このアンサリヴァン市の地下には、巨大な迷宮があるのよ」

「あ、はい。入ったことはありませんけど、一応……聞いたことはあります」

　アーニャはおずおずと答えた。過去、ミルガウスとともにアンサリヴァン市に潜入した際、その存在については聞かされていたのである。

「ですが、未知の領域は多いですし、魔獣が棲せい息そくしていて危険だから、立ち入り禁止区域に指定されているのでは……？」

　アーニャの言葉に、ミラベルはうなずいた。

「この地図が発見されたのは、つい先日のことよ。アンサリヴァン近郊の修道院の書庫に眠っていたの。現時点において、地下迷宮の最深部に至る道筋が記された地図は、これだけでしょうね」

　それほど貴重な地図を、ミラベルは学食の机に堂々と広げているのだった。

「そして──この地下迷宮の最深部には、とてつもない聖遺物が隠されている」

　ミラベルは白しら魚うおのようになめらかな指で、地図の一点を差した。

「それって……？」

「まだ教えないわ。見つかってからの、お楽しみ」

　悪戯いたずらっぽい微笑に、アーニャは思わず見とれた。

　こんなに茶ちや目めっ気けのあるミラベルを見るのは、初めてのことだ。

「ところで、アーニャ？」

「は、はい！」

　急にミラベルの声が真剣味を帯びたので、アーニャは緊張した。

　今ではもう、ミラベルは〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉の顔に戻っている。

「以前から、ずっと気になっていたのだけれど。その猫耳と尻尾しつぽは、どこの国の文化、あるいは風習に由来するのかしら？」

「……はい？」

「学者としては気になるわね。案外、超古代文明との関連性があるかしら……？」

　アーニャはブンブンと手を振った。

「そっ、そんなことはないと思いますよ？　店長の個人的なアイデアですし……。文化とか風習とか、そんな大おお袈げ裟さなものとは違うかと……」

「そんなはずはないわ。そのアイテムには間違いなく、なにかがあるはずよ。殿方を魅了してやまない、不思議な力がね。ちょっと貸してくれるかしら？」

「はあ……」

　ミラベルは猫耳を受け取ると、自分の頭に装着した。

「……何の変哲もないわね」

　小首をかしげるミラベル。本当に変わった人だなぁと、アーニャは微笑ほほえましく思った。

　と同時に、猫耳を着けたミラベルの可か憐れんさに、思わず眩暈めまいを起こしそうになる。

「──あの、姫様？　恐れながら、お話が脱線してしまったのでは？」

　ユニスの遠慮がちな言葉に、ミラベルはうなずいた。

「そうだったわ。実はわたくし、あなたにお願いがあるのだけれど」

　澄んだ瞳ひとみに真まっ正しよう面めんから見つめられ、アーニャはドキリとした。

　今なお猫耳を着けたままだが、ミラベルの顔は真剣そのものである。

「な、なんでしょう？」

「わたくし、あなたが欲しいの」

「ええっ……!?」

　つい先ほど、レイモンの告白を断ったばかりだというのに、今度はミラベルである。

　女同士なのに、そんな……と、慌ててしまう。

　アーニャが思考の袋小路に陥って、ぐるぐると目を回していたら、

「……というわけで、店長。しばらく、アーニャを借りてもいいかしら？」












「もちろんですわ。アーニャちゃんなら、姫様の護衛にも打ってつけでしょうし」

　いつの間にか、テーブルの脇わきには店長が立っていた。

　ほんわかとした笑顔で、ミラベルの言葉にうなずいている。

「……護衛？」

　アーニャはきょとんとして、ぱちぱちと瞬まばたきを繰り返した。どうやら自分がうろたえている合間に、話が勝手に進んでいたようだ。

「アーニャ様。姫様は、腕の立つ護衛役を必要とされています。なにぶん、地下迷宮にどんな危険が潜んでいるかわかりませんし、わたくしでは戦力になりませんので……」

　説明してくれたのは、ユニスだった。

「でも、どうしてあたしなんですか？　どうせなら、竜族を飼っている学院生のほうが心強いと思いますが？」

「私用で学院生を駆りだすのは、越権行為よ。学業こそが彼らの本分なのです。その点、あなたなら戦力として充分だし、わたくしが個人的に雇ったとしても、なんら問題はないでしょう？　もちろん、無理強いはしないけれど」

「アーニャ様が引き受けて下さるのでしたら、わたくしも安心です」

　そういって、ユニスがアーニャの手を握りしめる。すがるような目をしていた。

　コゼットやセレスとは違い、ユニスは純粋なメイドである。主人の護衛を兼ねているわけではない。もしかすると、ミラベルに護衛を付けるという案は、ユニスの考えなのかもしれない。

　アーニャは迷った。つい先月、恩人であるヴェロニカと再会したときに、

　──お前にはウェイトレスの制服がよく似合っているな。闘いのことは忘れて、幸せな未来をつかみ取るがいい。

　そういわれたばかりなのだ。とはいえ、依頼内容はあくまでも護衛であり、即座に闘いを意味するわけではない。せいぜい、地下に潜む獣を追い払う程度だろう。幼少の頃ころより山岳地帯で暮らし、様々な獣と対たい峙じしたことのある自分なら、確かに適任だと思った。

「わかりました。そういうことでしたら、お引き受けします」

　アーニャは笑顔で応じた。




　このときは、まだ──まさかアンサリヴァン市に未み曾ぞ有うの危機が訪れようとは、アーニャは想像だにしていなかった。





"Treasure Hunt ～A.S.B.1365.11～" is closed.








第一話　凶報、そしてヴェロニカの帰還









　鐘の音が聞こえる。

　朝の予鈴だった。あと五分もすれば、授業が始まる。

「ん……朝か……」

　アッシュはベッドの中で、うっすらとまぶたを開いた。

　聞き慣れたはずの鐘の音は、しかし──とても遠い。

　改めて、この部屋が男子寮アポロ舎ではなく、消毒液の匂においがする病室であることを痛感する。

　──アンサリヴァン市立総合病院。

　それが、アッシュが入院している病院の名前だった。

　それにしても、今朝は暖かいな……と、アッシュは思う。

　もうすぐ冬だというのに、ベッドの中は不思議とポカポカしているのだ。

　とりあえず身体を起こそうとしたそのとき、右手がなにかをつかんだ。

　──むにゅ。

「……？」

　首をかしげて、右隣に視線を移した途端、

「──っ！」

　アッシュは跳ね起きると、ベッドから転がり落ちた。

　驚きも極限に達すると、声は出ないらしい。

　背中を強打。ズキリと全身に痛みが走ったが、今はそれどころではない。

　水面みなもに顔を出した金魚さながら、アッシュは口をパクパクさせた。

　アッシュが寝ていたベッドの中で、誰だれかが寝息をたてている。

　人呼んで〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉──ヴェロニカ・ロートレアモン第一王女であった。

　鷹たかのように鋭い双そう眸ぼうは、今はまぶたに閉ざされている。

　そして、毛布の縁からほんの少し覗のぞいた肩先は、なんと素肌である。

　アッシュはふと、右手に残った感触を思いだした。

　蕩とろけるように柔らかく、手のひらに吸いつくような触り心地だった。

　服を隔てた感触ではなかったと思う。

　つまり、この毛布を剝いでしまったら、ヴェロニカは肌をさらすことになる……！

「どっ、どうしてヴェロニカ王女が俺おれのベッドに!?　大体、なんで裸なんだよ!?」

　うわごとのようにつぶやいた直後、アッシュは今さらのように驚きよう愕がくした。

「……って、俺もかよ！」

　なんと、アッシュ自身もパンツ一丁だった。

　パンツ以外で肌を覆っているのは、身体のあちこちに巻かれた包帯くらいである。

　左腕の包帯こそ〈星せい刻こく〉を隠すためのものだったが、それ以外はすべて、医師や看護師が巻いたものだった。

　──肩、胸部、腹部、そして手足……。

　入院当初の、ミイラ男じみた状態と比べたら、幾分かはマシにはなっただろう。鬱うつ陶とうしかった頭の包帯も取れている。それでも、満まん身しん創そう痍いなのは相変わらずだった。

　それはともかく──。

　裸の男女が、同じベッドで一夜を明かした。

　しかも、相手はヴェロニカである。

　それが意味するところとは……!?

　アッシュは慌てて、昨夜の記憶をたぐり寄せようと躍起になった。

　ところが、どうしても記憶の糸がつながらない。

「むっ……。どうした……のだ？　騒々しいぞ……」

　と、ついにヴェロニカが目を覚ました。

　物憂げにつぶやきながら、ゆっくりと身体を起こす。

　朝陽あさひを浴びて、金糸のように輝く金髪が、白はく磁じめいた肌を滑り落ちる。

　と同時に、毛布がはらりとまくれて、ヴェロニカの膝ひざもとに落ちる。

「──！」

　その美しさに、アッシュは息を吞のんだ。

　あたかも、雪花石膏アラバスターの女神像に血が通っているかのようだ。

　見てはいけないと思いつつも、アッシュは見とれてしまう。

　と、ヴェロニカはほんのりと頰ほおを染めた。

　そして──とんでもない言葉を口にしたのである。

「そ、その……昨夜の貴様は、男らしかったぞ」

　びっくりするほどの棒読みだったが、アッシュは驚きよう愕がくした。

「ヴェロニカ王女!?　なにをいって……？」

　アッシュが挙きよ動どう不ふ審しんに陥っていたら、ヴェロニカは急に右手をあげた。アッシュがビクッとしたのも束つかの間ま、ヴェロニカは自身の腹を撫なで始める。

　アッシュはヴェロニカをまじまじと見つめた。

　これは一体、どういう魔法だろう？

　あの〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉が、今では慈母のように優しげな笑顔を浮かべているのだ。

　ただ単に鎧よろいを装備していないから──では、説明がつかない気がした。

「……に、鈍い奴だな、貴様は。きっと、わたしのここには、新しい命が宿っている。無論、貴様の子なのだぞ？」

　またしても棒読みだったが、あまりに衝撃的すぎて、

「ええっ!?」

　アッシュは頭を抱えてしまう。

　神に誓って、まったく身に覚えがないのだ。

「き、昨日の夜は確か……」

　アッシュは必死の思いで、昨夜の記憶をたぐり寄せた──。





　　　　◇






「──ええい、わからぬ！　一体全体、シルヴィアは貴様のどこに惚ほれたというのだ!?」

　消灯時刻の間際まで、ヴェロニカは自や棄け酒ざけを呷あおっていた。

　ヴェロニカがアッシュの部屋に居座る理由は、この言葉に集約されているといっていいだろう。

　アッシュにとっては、もう耳にタコができるほど聞かされた言葉だった。

　──先月下旬、五百年祭の最終日。

　それは騎士国の伝統競技、聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの決勝前のことだった。

　シルヴィアの一風変わった選手宣誓をきっかけに、ヴェロニカは悟ったのだ。

　自分が溺でき愛あいしている妹が、アッシュに恋しているという事実を……。

　本来、アッシュの部屋は個室である。竜騎士ドラグナーに叙任されたアッシュに対し、病院側が敬意を払ってくれたのだ。

　ところが、三週間ほど前のこと。

　ヴェロニカは我が物顔で、アッシュの部屋にやって来た。そして、ただでさえ狭い個室に、自分のベッドを運びこませたのだ。

　後に市当局が「冥星石プルートウ事件」と名づけた騒動に巻きこまれ、ヴェロニカは両足を負傷した。入院当初は、車くるま椅い子すでの生活を余儀なくされていたほどだ。

　が、今では松まつ葉ば杖づえをついて歩いている。驚くべき回復力だった。

　ヴェロニカの性格を思えば、首都フォンティーンに帰っていてもおかしくはない。

　だが、ヴェロニカはアッシュの部屋に居座り続けている。

　──すべては、アッシュを監視するために。

　互いのベッドの間隔は、せいぜい二メートル。消灯後は、ヴェロニカの寝息がはっきりと聞き取れるほどだった。

　当初、ヴェロニカは怪け我がの治療に専念していたこともあり、比較的大人おとなしかった。ところが足の怪我が治るにつれて、アッシュへの敵意を募らせていった。ついには、夜になると自や棄け酒ざけを呷あおることで、鬱うつ憤ぷんを晴らすようになった。

　昨夜もヴェロニカは親衛隊に命じ、ワインボトルを何本も運びこませた。

「あのう、ヴェロニカ王女？　さすがに飲みすぎでは……？」

　アッシュが呆あきれていたら、ヴェロニカはワイングラスをグッと突きだしてきた。

　その目は完全に据わっている。

「貴様も飲め」

「いやいや、俺おれは未成年ですから！」

「う～。このヴェロニカ・ロートレアモンの酒が、飲めんだと……？」

　ヴェロニカは悪酔いしているようだ。

「このわたしが良いと……いっているのだ！　聖女ロサ・マリアの血だと思って、飲むがよい！」

　そこまでいわれては、さすがに断りきれない。

　アッシュは大人おとなしくグラスを受けとると、ルビー色の液体をグッと飲み干した。

　苦いし、辛い。

　きっと、これが大人の味なのだろうと思った。

　胃がカッと熱くなると同時に、恥ずかしい事実に気づく。

　ワイングラスは、一脚しか用意されていないのだ。

　──これって、もしかして……ヴェロニカ王女との間接キス？

　アッシュが戦々恐々としていたら、

「んっ……少し暑くなってきたな」

　ヴェロニカは突然、ナイトガウンをばさりと脱ぎ捨てた。

「──！」

　アッシュは慌てて目を逸そらす。

　ヴェロニカの肌を覆っているのは、絹を仕立てた寝間着だけだ。その生地は、肌が透けて見えるほどに薄い。ほとんど裸も同然だった。

　一般的なお姫様のイメージとは無縁のヴェロニカだが、その寝間着はまさしく王女にふさわしい。

「まったく、失礼な奴だな……貴様は」

　とろんとした双そう眸ぼうが、アッシュを見つめてくる。

　そんな顔をしたヴェロニカを見るのは、初めてだった。

「……えっ？」

「こ、このわたしが、ここまで肌をさらしているのだぞ？　な、なのに……すぐさま明後日の方角を向くとは、なんという腑ふ抜ぬけだ。貴様、それでも竜騎士ドラグナーか……？」

「そ、そんなことをいわれても……」

　アッシュの心臓は爆発寸前だった。

「そもそも、わたしと貴様は密室でふたりきりなのだ。親衛隊にも、よほどの異変を察知せぬ限り、病室には入ってくるなと厳命してある」

「はあ……」

　アッシュがぽかんと呆ほうけていると、ヴェロニカはゆっくりと立ち上がった。

「いくらわたしでも、そこまで無関心を貫かれると……ひとりの女として屈辱を覚える」

「ええっ!?」

　アッシュが驚いた途端、ヴェロニカはふらりとよろめいた。いくら快方に向かっているとはいえ、まだ松まつ葉ば杖づえも無しに歩くのは無理なのだろう。

「危ない！」

　アッシュは咄とつ嗟さに、ヴェロニカの身体を抱き留とめた。

　脇わき腹ばらの傷が悲鳴をあげたが、歯を食いしばって耐える。

　悪酔いしたヴェロニカは、全体重をアッシュに預けてきた。

　ヴェロニカの金髪から、かぐわしい香りが漂ってくる。

　大輪の薔ば薇らのように、高貴な香りだと思った。

「うわっ！」

　あっという間に、アッシュはヴェロニカに押し倒される形となった。

　柔らかな双丘が、アッシュの胸にムギュッと当たっている。

　アッシュが硬直していたら、ヴェロニカはゆらりと上体を起こした。馬乗りの姿勢になると、するりと寝間着を脱ぎ捨てる。

　アッシュは鼻血が出そうになるのをこらえつつ、視線を逸そらした。

　一糸まとわぬ姿となったヴェロニカは、今度はアッシュの寝間着も脱がしにかかる。

「ちょっ、ヴェロニカ殿下？　ご乱心ですか!?」

　抵抗したくとも、相手は〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉である。その腕っ節は桁けた外はずれだ。

　ましてやアッシュは怪け我が人にんであり、抵抗の余地はなかった。

　あっという間に衣類を剝むかれ、アッシュは下着一枚の姿にされた。

　ヴェロニカの太ももが、アッシュの脇腹に触れている。

　互いの素肌が触れあう感触に、アッシュはぞくりとした。

「だっ、駄目ですよ、ヴェロニカさん！　酔った勢いでこんなことをするなんて……！」

　ヴェロニカはアッシュの諫かん言げんを無視すると、上半身を密着させた。

「……！」

　柔らかな感触がアッシュの胸板に当たり、ムギュッと形を変える。ただそれだけで、アッシュは昇天しそうになった。

　そのまま、ヴェロニカはアッシュの耳たぶに唇を寄せた。

　温かな吐息が、耳たぶを包みこむ。

「わたしでは駄目か、アッシュ？」

　アッシュは言葉を詰まらせた。

　酔った勢いとはいえ、あのヴェロニカがこんなことをいうなんて──……。





　　　　◇






「……すみません、ヴェロニカ王女」

　回想を終えたアッシュは、平身低頭して謝った。

「俺おれがなんとか思いだせたのは、ここまでです。たぶん、酔いが回って意識を失ったのではないかと……」

「ほう、それで？」

　ヴェロニカはベッドの上で超然としている。

　アッシュは床に正座すると、真剣に訴えた。

「聖女ロサ・マリアに誓って、ヴェロニカ王女に不ふ埒らちな真ま似ねはしていません！」

「不埒な真似とは、なんだ？」

「そ、その、つまり、子どもができてしまうようなことです……」












　頰ほおがカッと熱を帯びるのを、アッシュは自覚した。

　しばらく、ヴェロニカはアッシュを厳然と見おろしていたが、やがて溜ため息いきをついた。

「はぁ……もういい。これではまるで、わたしがお前を陥れようとしているみたいではないか」

「ヴェロニカ王女？」

「貴様がわたしの誘惑に乗っていれば、それを理由にシルヴィアとの付き合いをやめさせることができた。そのためならば、貴様の子を身み籠ごもっても仕方あるまいとまで、わたしは覚悟を決めていたのだが……」

　アッシュは啞あ然ぜんとした。

「ちょっ！　思いっきり陥れるつもりだったんじゃないですか！」

「その代わり、貴様は……そ、その……このヴェロニカ・ロートレアモンの純潔を奪うことができたのだ。も、文句はあるまい？」

　ヴェロニカはもじもじとして、なんだか照れくさそうだ。今さらのように、堂々と露出していた乳房を毛布で隠している。

　あのヴェロニカが可愛かわいらしく思えてしまい、アッシュはドギマギした。

　そのときだった。

　ふたりの間に横たわる沈黙を破るように、誰だれかが扉をノックしたのである。

　ヴェロニカは素早く顔をあげると、こともなげに応じた。

「うむ、入るがよい」

「いやいや、まだ服を着てませんよ!?」

　アッシュが慌てて腰を上げたときにはもう、

「──失礼いたします」

　煌きらめく甲かつ冑ちゆうを装備した女騎士が、威い風ふう堂どう々どうと入ってきた。

　一目見て、それが聖騎甲アークであることにアッシュは気づいた。そして、兜かぶとから覗のぞく美び貌ぼうに目を奪われた。巫み女このような清廉さを感じさせる顔立ちである。

　女騎士はヴェロニカとアッシュを交互に見比べると、淡々と告げた。

「……お邪魔でしたか？」

「いや、問題ない」

「そうですか」

　女騎士は平然として、ヴェロニカの正面に歩みよった。

　これだけの状況を前に、なんら動揺することもないとは、よほどの豪ごう傑けつなのか、それとも鈍感なのか……と、アッシュはいぶかしむ。

「彼女はウルスラ・Ｌ・セルウィンだ」

　ヴェロニカの紹介に、アッシュはきょとんと首をかしげた。

　どこかで聞いたことがある気もするのだが、なかなか思いだせない。

　と、ヴェロニカが見る見るうちに柳りゆう眉びを吊つり上げた。

「……おい。騎士国民でありながら、栄えあるロートレアモン聖竜騎士団の団長も知らんのか？　一体全体、貴様は騎竜学院でなにを学んできたのだ!?」

「……あっ！」

　アッシュはようやく思いだした。

　ヴェロニカが不機嫌になったのも、無理はないと思う。

　──ロートレアモン聖竜騎士団。

　名実ともに、大陸最強の精鋭集団である。

　その団長ともなれば、この騎士国における最重要人物のひとりといっていい。

　聖竜騎士団は、まず聖竜マエストロの乗り手でなければ入団は許されない。

　そして中堅幹部より上は例外なく、聖天竜騎士アーク・ドラグナーで占められている。

　五十二年前に勃ぼつ発ぱつしたゼノグラヴィア戦争において、帝国軍の機械化部隊を退けることができたのも、ひとえに聖竜騎士団の功績だった。

　当時の騎士団長は、騎士王パラデインバートラムが務めていた。ヴェロニカやシルヴィアにとっては、祖父に当たる人物だ。

　ところが──。

　今年に入って以来、聖竜騎士団は少々……いや、かなり評判を落としている。

　エーコが誕生した白羊宮アリエスの月以降、騎士国内では様々な変事が起きた。

　まずはアンサリヴァン市を屍灰竜ネクロマンシアが襲撃した。

　初夏の強化合宿の際には、ウィリンガム霊れい廟びようにも屍灰竜ネクロマンシアが出現し、大騒動となった。

　首都フォンティーン城が謎なぞの巨竜に襲われて、大陸会議〈エリュシオン〉が中止に追いこまれたこともあった。

　挙げ句の果てに、「アンサリヴァンの五百年祭」の最終日には冥星石プルートウ事件が起きた。

　本来ならば、どれもロートレアモン聖竜騎士団が出動し、解決すべき事件だったのである。一般大衆が、どの事件にも出遅れた騎士団を非難するのは当然といえた。

「──ウルスラ。こちらの少年は、アッシュ・ブレイクという」

　ヴェロニカは、今度はアッシュをウルスラに紹介していた。

「……アッシュ・ブレイク？　では、彼が幼竜エーコの……？」

「ああ、そうだ。一連の事件に関する報告書で、何度も目にした名前だろう？」

「なるほど。あなたが噂うわさのアッシュ・ブレイク……」

　がしゃりと鎧よろいを鳴らしつつ、ウルスラはアッシュの正面に立った。

　およそ感情とは無縁の表情をしている。

　いや、表情というものが、まったく感じられないのだ。

　ウルスラは沈黙したまま、アッシュをまじまじと見おろしている。

「も、もしかして……俺おれのこと、怒ってます？」

　いつしか、アッシュは冷や汗を浮かべていた。

　考えようによっては、アッシュこそは聖竜騎士団の評判を落とした張本人ともいえる。最悪、恨みを買っている可能性も──。

　と、突然、ウルスラはアッシュの前で片かた膝ひざをついた。そして両手を差しのべると、アッシュの右手を包みこんだのである。

　ウルスラは少女のような無邪気さで、アッシュの顔を覗のぞきこんだ。

　顔と顔の距離が近い。しかも、ウルスラからは花のように甘い香りがするのだった。

　アッシュはドギマギした。

「どうして怒る必要がありましょう？　あなたと幼竜エーコ、シルヴィア殿下、そしてレベッカたちのおかげで、どの事件でも被害は最小限に抑えられたのです。騎士団の評判など、些さ末まつな問題です」

　さわやかな秋空を思わせる、澄んだ声こわ音ねだった。

　──ウルスラ団長、なんていい人なんだ……！

　じぃん……と感動を覚えたのも束つかの間ま、アッシュは自分がパンツ一丁であることを思いだした。

　顔から火が出るほど恥ずかしい。

「ちょっ、ちょっと失礼します！」

　アッシュは慌てて跳び上がると、入院用の白い寝間着をつかんだ。露出していた肌を覆い隠すと、なんとか人心地がついた。

「ところで、ウルスラ。貴様にはわたしが不在の間、首都の防衛を命じておいたはずだが……なにがあった？」

　ヴェロニカがいぶかしげに訊たずねると、ウルスラは本題に入った。

「昨夜、シェブロン王国から通達がありました」

「……大方、ろくでもない知らせなのだろう」

　ヴェロニカは物憂げな顔をして、嘆息してみせた。

　それはアッシュも同感だった。騎士団長のウルスラ自ら、ヴェロニカに報告をするために、わざわざアンサリヴァンを訪れたのである。よほどの事態といえるだろう。

　ウルスラはヴェロニカをまっすぐに見つめると、あくまでも冷静に告げた。

「王国政府が、騎士王パラデインオズワルドの処刑を決定しました──」




　その衝撃的な内容とは裏腹に、ウルスラの物腰は静かだった。

　まるで、事務的な伝達事項を告げたかのようだった。

　アッシュ自身、最初はウルスラの態度と報告内容のギャップが大きすぎて、なにを報告されたのか、とっさには理解できなかったほどだ。

「そんな、あの騎士王パラデインオズワルドが……」

　そういえば、セレスが引き起こした冥星石プルートウ事件の渦中、シェブロン王をはじめとする王侯貴族たちは、難を逃れるため魔ま導どう艦かんクラウ・ソラスに乗りこんだ。

　クラウ・ソラスは、シェブロン王家が所有する大型魔導艦である。

　その際、騎士王パラデインオズワルドもちゃっかり便乗したのだったが……。

「ヴェロニカ様。大変、申し上げにくいのですが」

「構わぬ。申せ」

　ヴェロニカは不機嫌そうに、ウルスラを促す。

「はい。実は騎士団政府の誰だれもが、騎士王パラデインオズワルドの不在に気づくことなく、今回の通告で初めて『そういえば……お姿が見えなくなって久しい』と、思いだした次第です」

　申し上げにくい──という前置きとは裏腹に、ウルスラの口調は淡泊だった。

「ちっ、王国政府め。もったいぶって通告をする暇があるのなら、さっさと処刑してしまえばよいものを。そうすれば、堂々とシルヴィアを即位させることができるのだが」

「ヴェロニカ王女!?　いくらなんでも……！」

　アッシュは啞あ然ぜんとした。いくらシルヴィアの即位を望んでいるとはいえ、あまりに心ない言葉だと思う。

「ふん、冗談だ……半分はな」

　ヴェロニカの言葉に、アッシュはホッと胸を撫なで下ろす。「半分」というのが、少し気がかりではあったが。

「あれでも一応は騎士王パラデインであり、腐っても我が父だ。むざむざ殺させるつもりはない。問題なのは、王国政府が明らかに、我々に喧けん嘩かを売っていることだ。ロートレアモン騎士国が建国されて以来、こんな事態は初めてだろうな。オズワルドの命と引き替えに、王国政府はなにを望んでいる……？」

　アッシュはふと、オスカーから聞いた話を思いだした。

「そういえば、ユリエル第三王子は騎士国の併合を狙ねらっているそうですが……」

　アッシュがつぶやくと、ウルスラが反応した。

「ザカライアスⅢ世陛下は帰国して間もなく、病に倒れたそうです。一説には、危き篤とく状態ともいわれています。今回の決定は、ユリエル第三王子の一存という可能性もあるかと」

　ウルスラの言葉に、ヴェロニカはうなずいた。

「うむ、あり得ん話ではない。ユリエルめ、この騎士国ごと竜族の力を手中に収めるつもりか……。だが、そうはさせん！」

　ヴェロニカは痛烈に叫ぶと、杖つえもなしに立ち上がった。

　今度は威い風ふう堂どう々どうと、仁王立ちしている。

　一瞬たりとも、よろめいたりはしなかった。

　ただし全裸のままなので、その裸身を直視することは、アッシュにはできなかった。

「グレンを呼べ！　これよりフォンティーン城に帰還する。まずは鎧よろいだ！　わたしの新しい鎧は完成しているか!?」

　たちまち病院内は騒然となり、慌ただしい気配が充みち満みちた。




　それから二時間後──。

　新たな鎧を装備したヴェロニカ・ロートレアモン第一王女は、グレン隊長の相パ棒ルである聖竜マエストロフェルグスに同乗すると、アンサリヴァンを発たった。

　騎士団長のウルスラと、ヴェロニカ自身の親衛隊もあとに続く。

「騎士王パラデインオズワルド。どうか、ご無事で……」

　病室の窓際、ぐんぐんと遠ざかる騎影を見送りつつ、アッシュは祈った。

　今はただ、祈ることしかできなかった。





"The Evil News ～A.S.B.1365.11～" is closed.








第二話　冥くらき双眸ひとみの乙女









　──シェブロン王国の首都、アーカム。

　既に陽は傾いて、王都は夕ゆう闇やみに覆われている。

　第三王子ユリエルは、王室専用馬車に揺られつつ、大通りを進んでいた。

　隣席には、恋人であるカサンドラ・ロートレアモン第二王女が腰かけている。

　漆しつ黒こくの髪は高貴な艶つやを帯びて、腰までまっすぐに伸ばしている。

　切りそろえた前髪の下では、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが妖あやしげに煌きらめいていた。

　その豊満な肢体を包むのは、絢けん爛らんたる夜会服ドレスだった。

　最高級の絹地は銀色に輝き、色取り取りの宝石がちりばめられている。ネックレスやブレスレット、指ゆび環わといった宝飾は、どれもが名だたる工房で造られた逸品であり、カサンドラの美び貌ぼうに星ほし屑くずめいた輝きを添えていた。

　カサンドラはゆったりとした物腰で、車窓から街並みを眺める。

　今ではもう、王都は「ザカライアスⅢ世陛下が病に倒れた」、「騎士王パラデインオズワルドの処刑が決まった」という、二大ニュースで持ちきりだ。

　市街地のあちこちでは、号外を配る者の周囲に、小銭を手にした客が集まっている。

　オズワルドの処刑は、ザカライアスⅢ世の決断ではなく、ユリエルの一存だった。

　シェブロン王は今、療養のために建てた離宮で、生死の境をさまよっている。冥星石プルートウ事件に巻きこまれた際、よほど心臓に負担がかかったのだろう。長らく症状が治まっていた持病が、帰国と同時に再発したのだった。

　カサンドラにとって、騎士王パラデインオズワルドは父である。

　だが、カサンドラはユリエルがオズワルドの処刑を決めたことに、異論をさし挟んだりはしなかった。

　むしろ、そうした状勢を愉たのしんでさえいる。

「……君は恐ろしい人だね、カサンドラ。私がオズワルドの処刑を決めた張本人だと知りながら、こうして同じ馬車に揺られている」

　紫色のルージュを塗った唇の両端を、カサンドラはほんの少し吊つり上げた。

「ふふ。あなたと一緒にいれば、退屈しないんだもの」

「その言葉に偽りがないのなら、いい加減、私の女になってはくれないか？　君と一緒の夜を過ごすたび、僕は蛇の生殺しにも等しい苦行を味わわされる……」

　ユリエルは物欲しげな目をして、カサンドラの胸もとに視線を走らせた。

「あら。こう見えて、あたしは身持ちが堅いのよ。そう易やす々やすと、女にとっていちばん大切なものを軽々しくあげるわけにはいかないわ。たとえ、相手が王子様であろうとね」

「ふっ。あの〈魔性の妖花デイアボリツク・ベラドンナ〉の言葉とも思えないな」

「そもそも、あたしたちは別に付き合っているわけじゃないわ」

「……確かにね。私たちは互いの利害が一致したからこそ、恋人の振りをしている。それは確かだ」

「そう。あたしはこの身体に、冥竜王モルドレッドを宿している。アッシュとエーコに敗れた彼は今、失意のあまり冬眠中だけど……いつかきっと復活するわ。そのときまで、あたしは世界でいちばん安全な場所で、高みの見物をしていたいの」

「私の隣にいれば、君の身は安全さ。そして僕自身、冥竜王の力には興味がある。できることなら、その力を貸してほしいとも願っている……」

「あら。手中に収めたい、の間違いじゃないのかしら？」

　ユリエルは苦笑した。

「手厳しいな、君は。それはともかく、君のような美女を目の前にして落ち着きはらっていられるほど、私は朴念仁でもないのだがね──」

　そのとき、馬車が静かに停とまったので、ユリエルは言葉を切った。

　馬車の周囲を警護していた騎兵たちも、手綱を引いて停止する。

　シェブロン王室専用の馬車は、王立歌劇場の入口前に到着していた。

　今夜の演目は、『魔　　　笛ツアウベルフルーテ物語』。

　今から百年ほど昔、ゼファロス帝国で生まれた歌劇オペラである。

　王国内で帝国産の歌劇が上演される機会は、滅めつ多たにない。

　ただ単に、王国と帝国が敵対関係にあるから──という理由もあるが、それ以上に、帝国語は発音がゴツゴツとしていて、歌劇には適さないというのが一般論なのである。

　だが『魔　　　笛ツアウベルフルーテ物語』は音楽的に優れているし、ストーリーはおとぎ話のようで、子どもでも楽しめる。帝国語の発音の問題を差し引いても名作なのは疑いようがなく、老若男女を問わず人気があるのだった。

　その物語とは──。

　若き王子は〈冥よ夜るの女王〉に導かれ、純じゆん真しん無む垢くな少女とともに、悪あしき司祭を倒す旅に出る。

　だが、物語は中盤で引っくり返され、悪と思われていた司祭こそが正義で、女王こそが悪の権化であることが判明する。

　女王を倒すべく、王子と少女は様々な試練を受ける。王子たちの危機を何度も救うのが、題名にもなっている魔法の笛──〈魔　　笛ツアウベルフルーテ〉である。

　かくして、王子たちは女王を倒し、晴れて王子と少女は結ばれる──。

　……もっとも、ユリエルもカサンドラも、オペラを鑑賞しに来たわけではなかった。

　王室仕様の制服を着た御者が、恭うやうやしく扉を開く。

　ユリエルは颯さつ爽そうと降りるなり、カサンドラに手を差しのべた。

　通行人たちが第三王子に気づき、華やいだ声をあげるが、ユリエルは気にも留とめない。

「行こう、カサンドラ。僕の計画に欠かせない人物が、ここで待っている」

「やけにもったいぶるのね。いい加減、教えてくれてもいいのに」

　カサンドラがちょっぴり拗すねた表情を浮かべると、ユリエルは先ほどのお返しだとばかりに、勝ちほこった笑みを浮かべた。

「出会ってからの、お楽しみだよ」





　　　　◇






　既に歌劇オペラは始まっていた。

　舞台の幕は下りているが、オーケストラが軽快な序曲を奏でている。

　貴賓席は最上階の中央にあった。個室のように隔離されていて、一般客からは内部を窺うかがえないような造りになっている。

「──こちらです、ユリエル殿下」

　ユリエルとカサンドラが貴賓席にたどり着くなり、ひとりの青年がすっくと立ち上がった。

　カサンドラはさりげなく、その青年を値踏みする。

　歳としは二十代後半といったところだろう。なかなかの美形である。

　服装や気品から察するに、名のある貴族と思われた。

　ただし、豪ごう華か絢けん爛らんを好むシェブロン貴族とは毛色が違う。むしろ軍人めいた風格を感じさせた。シェブロン語にしても、若干の訛なまりが感じられる。

　ユリエルは青年と親しげに握手を交わすと、微笑を浮かべた。

「久しぶりだね、我が親愛なる友──ヴァン＝デンハル辺境伯クラウス」

　その名を聞いた瞬間、さすがのカサンドラも意表をつかれたのだった。




　舞台では、〈冥よ夜るの女王〉の独唱アリアが始まっている。

　挨あい拶さつもそこそこに、王国の第三王子と帝国の軍ぐん閥ばつ貴族は密談を始めた。

「フォンティーン城では随分と痛い目に遭ったようだね、クラウス」

「弁解の余地もありませんね。皇帝陛下より賜った航空艦ベオウルフを、僕はむざむざと失ったのですから。今や我が国の宮廷では、次のヴァン＝デンハル辺境伯が誰だれに任じられるのか……その噂うわさで持ちきりですよ」

「その割には、泰然と構えているのね」

　カサンドラが呆あきれたように口を挟むと、クラウスは微苦笑を浮かべた。

「無論、ユリエル殿下という後ろ盾がいるからですよ。殿下こそは、次代のシェブロン王にふさわしい御お方かた。いや、あなたが騎士国を併合し、竜族の力をも手に入れた暁には、このアルク＝ストラーダ大陸を統一することも夢ではない。もはや僕の忠誠心は、年老いた皇帝陛下ではなく、世界の王たるあなたのもとに──」

　クラウスはユリエルに向けて、恭うやうやしく頭を下げた。そして再び顔をあげたとき、その双そう眸ぼうに昏い炎が宿っていることに、カサンドラは気づいた。

「それと……僕はアッシュ・ブレイクと幼竜エーコを、このまま野放しにしておくつもりはありません。あのふたり──いや、ひとりと一匹には、それ相応の礼をしてやらねばならないと考えています」

　なるほど、クラウスは航空艦ベオウルフを失って以来、アッシュとエーコへの復ふく讐しゆう心しんを燻くすぶらせてきたのだろう。カサンドラは納得すると同時に、クラウスへの興味を失った。

　祖国の滅亡をも見すえたクラウスの視点は、カサンドラと共通する。が、ひとりの男が個人的な復讐心に拘泥している姿は、単純にカサンドラの好みではないのだった。

　ふと、カサンドラはもうひとりの存在に気を留とめた。

　貴賓席の片隅には、ひとりの少女が腰かけている。白しら百ゆ合りさながら、楚そ々そとした風情を感じさせるが、その顔立ちはわからない。

　なぜなら、顔の上半分を金属製の仮面で覆い隠しているからだ。ただし目の部分に覗のぞき穴はなく、不気味な紋もん様ようが刻まれているだけだった。

　まるで硝子ガラス細工の人形のような脆もろさを感じさせる少女だった。

　その不気味な仮面と相まって、女らしい色気とは無縁である。さすがにクラウスの愛人ではないだろう……と、カサンドラは思った。

　舞台では、王子とヒロインの二重唱が始まっている。

　テノールとソプラノが精せい緻ちに絡みあい、圧倒的な情感をもって聴衆に迫る。

「……………………」

　と、少女の唇から恍こう惚こつとした溜ため息いきが漏れたのを、カサンドラは見逃さなかった。

　この貴賓席にあって、どうやら少女だけは、真面目まじめにオペラを聴いているのだ。

　カサンドラが少女の観察を続けていたら、いつしか男同士の密談は次の段階へと進んでいた。

「クラウスには是非、アンサリヴァンを陥落してほしいのだよ」

　あまりに大胆な発言に、カサンドラは一瞬で気を引かれた。

「騎士国政府は今、騎士王パラデインのことで頭がいっぱいだろう。アンサリヴァンのような地方都市にまで、意識が及ぶことはない。アンサリヴァンに滞在していたヴェロニカも、慌ててフォンティーン城に帰還したほどだ。騎士国政府がアンサリヴァンの異変を察知したときにはもう、あとの祭りさ」

「さすがは殿下。すべてを見越した上で、騎士王パラデインの処刑を発表されたのですね。あれもまた、殿下の深謀遠慮の一部というわけですか」

　クラウスの相そう貌ぼうに、残酷な笑みが浮かぶ。

「ならば僕は──竜の棲すまう楽園に、獰どう猛もうなる〈氷狼フエンリル〉を解き放ちましょう」

「帝国最強と謳うたわれる陸戦部隊だったね。それは頼もしいな」

「それだけではありません。我々には、とっておきの秘密兵器もあります」

　クラウスは意気ごむと、ようやく隣席の少女の肩に手を置いた。

「さあ、ユリエル殿下にご挨あい拶さつをするんだ」

「かしこまりました、マスター」

　少女は音もなく立ち上がった。スカートの生地をつまむと、ユリエルにお辞儀をする。

「お初にお目にかかります、ユリエル殿下」

　緊張しているのか、その動作はややぎこちない。

「ユリエル殿下が提供してくださった、セレスティーナ・ラフォンのデータをもとに、我が魔導工学研究所が開発した兵器です。クリームヒルトと名づけました」

　本人が目の前にいるにもいかかわらず、クラウスは「兵器」と断言した。

　一応、美しいドレスを着せてはいるが、歌劇場という場所柄に合わせただけにすぎないのだろう。クラウスは明らかに、少女を人間扱いはしていない様子だった。

　ユリエルは感心した風に、クリームヒルトを見つめる。

「さすがは、機械帝国ゼファロスだ。まさか本当に、〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉を人工的に合成してしまうとはね」

「おや、殿下。我らの技術力、信じておられなかったのですか？」

　ユリエルの称賛に気をよくしたのか、クラウスはおどけてみせた。

「いや、信じてはいたよ。ただ、たとえ成功するにしても、もっと時間がかかると思っていた。ところで、クリームヒルトもセレスティーナと同じ能力が使えるのかい？」

「はい。竜族の精神に介入し、意のままに操る能力です。サバンナに棲せい息そくする大トカゲバジリスクで実験したところ、およそ百頭もの群れを軍隊のごとく使役してみせました」

「ほう。バジリスクは地竜アーシアの眷けん属ぞくともいわれている。それを百頭も同時に……」

　ユリエルの感嘆が嬉うれしかったのか、クラウスは自信に満ちた笑顔を見せた。

「クリームヒルトの有用性がセレスティーナの比ではないことを、アンサリヴァンで証明してみせましょう。彼女こそは、我々にとっての〈魔　　笛ツアウベルフルーテ〉なのです」





"Kriemhild ～A.S.B.1365.11～" is closed.















第三話　平穏な日常と、忍びよる軍靴の足音









　エーコは今日も遣けん竜りゆう工こう房ぼうで修行に励んでいた。

　マザー・ドラゴンから賜った〈アヴァロンの腕輪〉の特性は、だいぶ理解したようだ。以前のように、ナヴィーから鞭むち打うたれることもなくなっていた。

「予想以上の進歩ね。今のあなたなら、ある程度は竜化ドラグナイズと人化ヒユーマナイズを自分の意思で制御できるはずよ」

　ナヴィー自身、エーコの成長を嬉うれしく思っている。

　自分にそんな感情が芽生えたこと自体、ナヴィーにとっては不思議で、新鮮だった。

「それってつまり、自分の意思で竜化ドラグナイズできるってこと？」

　エーコはおずおずと、上目遣いでナヴィーを見た。

「その通りよ。腕輪を装着している限り、竜化ドラグナイズは抑制される。逆にいえば、腕輪を外すことで竜化ドラグナイズのスイッチを入れることができるわ」

「ふぅん……」

　エーコはまじまじと、右手首の腕輪を見つめた。

「あら、あんまり嬉しくなさそうね？」

　ナヴィーは怪け訝げんに思った。

　てっきり、エーコは大喜びするものだと予想していたのだが。

「だ、だって、ドラゴンの姿になったあたしって、身体ばかり大きくて、可愛かわいくないんだもの……」

　エーコの態度を、ナヴィーは不思議に思う。

　別段、ドラゴンに可愛げが必要だとも思えない。

　エーコはなにを考えているのだろう？

「で、でもね……女の子の姿だったら、アッシュに抱きしめてもらったり、キスしてもらったりできるもん。目め一いつ杯ぱいお洒落しやれして、誉ほめてもらうことだって……」

　ぽつりぽつりと、恥ずかしそうに告白するエーコ。

　ぷっくりとした頰ほおは、今や薔ば薇ら色いろに染まっている。

　ナヴィーはようやく、エーコの真意を悟った。

「だ、だからね。あたし、なるべく竜化ドラグナイズはしたくないの……」

「はいはい、ご馳ち走そう様」

　ナヴィーはほんの少し意地悪な気持ちで、軽く受け流した。

「ちょっと！　人が真面目まじめに話してるのに、その態度はなに？」

　案の定、エーコは頰をふくらます。

「あら。あたしだって、できればアッシュとふたりきりで、甘いひとときを過ごしたいと思っているのよ。そんな女に向かっていう台詞せりふじゃないわね」

　ナヴィーは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、エーコに挑戦的な眼まな差ざしを向けた。

　自分がエーコに対抗心を抱いてしまったことを、ナヴィーははっきりと自覚している。

「なんですって!?　あんたって、竜種の記憶ドラグワースなんでしょ？　どうしてアッシュを好きになっているのよ！」

「だって……彼ったら、とても逞たくましいんだもの」

「たっ、逞しいって、なにがよ!?」

　エーコは狼ろう狽ばいをあらわにした。

「ふふっ。内緒よ」

「むぅ！」

　エーコは地じ団だん駄だを踏んで悔しがる。

　さすがに悪戯が過ぎたかしら……と、ナヴィーは心の中で反省した。

　だが、決して噓うそをついたつもりはない。

　──ナヴィーだって、俺おれにとっては大切な仲間なんだ。

　──俺はナヴィーを失いたくない。絶対にだ。

　ナヴィーの前で宣言したアッシュは、本当に逞しいと思えたのだから。

　遠い将来、ナヴィーはエーコの意識に統合され、純粋な知識情報と化す。

　ナヴィーとしての自我は失われる。

　その運命を理不尽だと感じたことはなかったし、それが当然とさえ思っていた。

　ところが、アッシュの言葉がナヴィーを変えた。

　竜種の記憶ドラグワースとしての使命はもちろん大切だが、アッシュを想おもう気持ちが、自分でも驚くほど強くなってしまったのである。

「……こほん」

　浮ついた気分を切り換えるように、ナヴィーはわざとらしく咳せき払ばらいをする。真顔になると、エーコに鋭い一いち瞥べつを与えた。

「いっておくけど、あなたの課題はまだまだ山積みよ」

「な、なによ……」

　ナヴィーの態度ががらりと変わったせいだろうか、エーコは戸惑っている。

「よく聞いて。確かに魔人オスカーは強敵だったけど、もしあなたの聖騎甲アークが完全だったら、アッシュがあれほどの重傷を負うことはなかったはずよ」

「えっ……!?」

　エーコの顔から、さっと血の気が引いた。

　ナヴィーは心を鬼にして、エーコの顔を見据える。

　酷だとは思ったが、いつかは伝えねばならないと思っていた事実だった。

「いいこと？　あなたがアッシュに献呈した聖騎甲アークには、まだ形がないわ。一応、そこそこの防御力はあるし、固有魔装のエクスカリバーだって呼び出せる。でも、それだけ。未完成であるがゆえに、あなたの聖騎甲アークは……とてつもなく脆もろいし、アッシュの身体に必要以上の負担を強いる」

「そんな……」

　エーコはがっくりと肩を落とすと、うつむいた。

「じゃあ、あたしの聖騎甲アークがちゃんと完成していたら、アッシュは入院しなくてもすんだってわけ……？」

「そうよ」

「くっ……！」

　エーコは悔しげにうめくと、握にぎり拳こぶしをぷるぷると震わせた。

　やっぱり残酷すぎたかしら……と、ナヴィーは心配になってしまう。

　そもそも、エーコはまだ幼竜だ。

　完かん璧ぺきな聖騎甲アークを創つ成くれというのが、無理な話だった。

「……………………」

　エーコは、まだうつむいている。泣き顔を見られたくないのかもしれない。

　仕方なく、ナヴィーは慰めの言葉をかけようとしたのだが──。

「──だったら、完全な聖騎甲アークを創成ってやるわ！」

　突然、エーコは拳を振りあげると、堂々と宣言してみせたのである。

　その瞳ひとみは活いき活いきと輝いて、虚勢は感じられない。

「じゃあね、ナヴィー。あたし、腕輪の修行はしばらく休むわ！」

「ちょっと、どういうつもり？」

「あたし、聖騎甲アークの設計図を描く！」

　どうやら、エーコは本気で聖騎甲アークを完成させるつもりらしい。あっという間に、現実世界へと帰ってしまった。

　ひとり遣けん竜りゆう工こう房ぼうに残されたナヴィーは、

「まったく……。騎士が騎士なら、竜も竜ね」

　苦笑交じりにつぶやくことしかできないのだった。





　　　　◇






　エーコが戻った先は、女子寮エポナ舎の最上階である。

　シルヴィアがコゼットとともに住む、王室専用ルームだった。

　既に消灯時刻を過ぎている。

　規律正しいシルヴィアは、穏やかな寝息をたてていた。

　枕まくら元もとの竜りゆう華が灯とうが、暗くら闇やみをうっすらと橙だいだい色いろに染めている。

　臆おく病びようなシルヴィアは暗闇が苦手だそうで、竜華灯を最小出力で点灯させたまま寝入るのが習慣なのだった。

「むぅ～」

　エーコはシルヴィアの寝姿を眺めると、喉のどの奥おくで唸うなった。

　シルヴィアの胸は仰あお向むけになってもなお、豊かに盛りあがっている。

　開け放たれた襟もとからは、たっぷりとした乳房の谷間と、〈星せい刻こく〉の紋もん様ようが覗のぞいていた。

　アッシュが入院して以来、エーコはシルヴィアと起居をともにしている。

　夏休みの間も住んでいたので、今では勝手知ったる我が家も同然である。

　ここ最近、シルヴィアとの間には友情めいた感情が芽生えつつあった。

　人類社会では、「戦友」とでもいうのだろうか。

　エーコはぼんやりと、冥星石プルートウ事件の最終局面を思いだす。

　トリスタンの額に埋めこまれた冥星石プルートウに、照準を定めたシルヴィア。

　だが、その美び貌ぼうや乳房とは裏腹に、シルヴィアは気が小さい。

　あのときも、アッシュとエーコに自分を支えてほしいと懇願してきた。

　アッシュとエーコに支えられたシルヴィアは、なんとか冥星石プルートウを沈黙させることに成功した。トリスタンも命を落とさずにすんだ。

　──ありがとう、エーコ。

　すべてが終わったあと、シルヴィアは妙に改まって、エーコに手を差しのべてきた。

　──べ、別に……あたしが支えていなくたって、あんたは成功させてたわよ。

　──そうじゃない。私が弾丸として使った聖星石ウラノスは、エーコが生みだしたものじゃないか。エーコの聖星石ウラノスと、私の聖騎銃アロンダイト。どちらが欠けても、オスカーとトリスタンを救うことはできなかった。だから私は、改めて感謝しているのだ。

　アッシュ以外の誰だれかから、そんな風に認めてもらえた。

　エーコは照てれ臭くさい気持ちを悟られないよう、なんとか平静を装いながら、シルヴィアの手を握り返したのだった。

　あれ以来、エーコはシルヴィアへの仲間意識を強めている。

　だからといって──。

　もちろん、アッシュを大人おとなしく譲るつもりはない。

　それとこれとは、話が別なのだ。

「最高の聖騎甲アークを創つ成くることができれば、きっとアッシュもあたしを見直すわ！」

　エーコは拳こぶしを振り上げると、シルヴィアの隣に潜りこむのだった。





　　　　◇






　昼食後、アッシュは病室で手て持もち無ぶ沙さ汰たな時間を過ごしていた。

　今いま頃ごろ、学院では午後の授業の真っ最中だろう。放課後になるまで、誰だれかが見舞いに来てくれる可能性は薄い。

「いなくなってみると、寂しいもんだな……」

　アッシュは壁際に視線を巡らすと、ぽつりとつぶやいた。

　ヴェロニカが使っていた寝台は、とっくに撤去されている。

　なにかと口うるさい王女様だったが、実は貴重な存在だったのかもしれない。

　それに、あの艶えん麗れいとさえ形容できる裸身……思いだした途端、アッシュは悶もん々もんとなってしまい、慌てて頭を振った。

「あれ？　そういえば──」

　ふと、アッシュは小首をかしげる。

　ここしばらく、エーコの顔を見ていないのだ。

　先週までは、ほとんど毎日のように顔を出してくれたエーコ。

　指折り数えてみると、三日は会っていないことに気づく。

「やっぱり、騎士王パラデインのことで大騒ぎになっているのかな……？」

　シェブロン王国は、騎士王パラデインオズワルドを処刑するつもりでいる。

　病院内でも、その噂うわさで持ちきりだった。

　シルヴィアの心情を思うと、やるせない気持ちになった。

　王国政府の声明が発表されて以来、かれこれ一週間が過ぎている。

　その間、シルヴィアは一度も病院を訪れていないのだ。

　もしかしたら、エーコはそんなシルヴィアを放ほうっておけなくて、アッシュの見舞いどころではないのかもしれない。

「はあ……。こんな気分じゃ、勉強する気にもなれないな」

　溜ため息いきを漏らしつつ、手もとの教科書を放りだしたそのとき、

「──来たわよ、アッシュ！」

　勢いよくドアが開いたかと思うと、なんとエーコが現れた。

「エーコ！」

　大切な相パ棒ルの顔を見ただけで、憂ゆう鬱うつな気分は瞬時に吹き飛んだ。

　三日ぶりとはいえ、随分と長い間、離れていた気がする。

　ホッとしたのも束つかの間ま、アッシュはエーコの姿に視線を吸いよせられた。

　冬用の帽子に、毛皮のコート。どちらも白を基調としていて、エーコの髪と見事なコントラストを成している。

　首には毛糸のマフラーを巻き、コートの裾すそからはリボンとフリルが満載のスカートが覗のぞいている。

　細い脚をぴっちりと包んでいるのは、白のオーバーニーソックス。

　肩には革製の高級感あふれるバッグを提げている。

　さらには、ピンク・シルバーの髪を大人おとなっぽく結いあげていた。

　まるで深窓の令嬢だ……と、アッシュは見とれた。

　今日のエーコは、普段以上に清せい楚そで、可か憐れんで、そして高貴だった。

　ふと、ローズ系の香りに気づく。香水だろうか。

　甘い香りに誘われるように、アッシュの心拍数が上がっていく──。

「ど、どうかしら……？」

　アッシュが黙って見つめていたら、エーコは恥ずかしそうにうつむいた。

　なにかを催促するように、ちらちらと視線を送ってくる。

　女心に疎いアッシュでも、エーコがなにを望んでいるのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「とても、綺き麗れいだ……」

　エーコは頰ほおを赤らめると、照てれ臭くさそうに微笑ほほえんだ。

　エーコが望んでいた言葉を伝えることができたとわかり、アッシュは安あん堵どする。












「だけど、その服はどうしたんだ？」

「コゼットに頼んだら、シルヴィアのクローゼットから出してくれたの。着つけやヘアメイクも、全部コゼットがしてくれたのよ」

　アッシュはぼんやりと、着つけの場面を想像する。

　コゼットが嬉き々きとして、エーコを着せ替え人形よろしく扱う様子が、目に浮かぶようだった。

「シルヴィアが、その……もにょもにょ……」

　と、エーコは急に口ごもった。

　なぜだか、屈辱だといわんばかりの顔をしている。

「どうしたんだ？」

「と、とにかく、シルヴィアが何年か前に着ていたドレスらしいわっ！」

　アッシュは苦笑した。

　発育の良いシルヴィアにとっては、もう着ることができない服なのだ。

　プライドの高いエーコとしては、なんだか負けた気分なのだろう。

「そ、それよりも！　今日はね、アッシュに見てほしいものがあって」

　エーコは手近な椅い子すを引きよせると、ちょこんと腰かけた。バッグの中をごそごそと探ると、一冊のスケッチブックを取りだす。

「……見てくれる？」

　一体、エーコはなにを描いてくれたのだろう？

　アッシュは期待を胸に、スケッチブックを開いた。

　最初のページが視界に飛びこんでくる。

「……？」

　それをなんと表現すればいいのだろう？

　自分に詩人めいた才能がないことを、アッシュは残念に思った。

　無言のまま、ページをめくる。

　次のページも、その次も、描かれているのは複雑怪奇な模様ばかりだった。

　いや、身も蓋ふたもない表現が許されるなら、幼児の落書きに等しい。

　色取り取りのクレヨンをギュッと握りしめ、本能の赴くままに書き散らしたのだろう。

　百歩譲って、前衛芸術といえないことも……ないかもしれないが。

「どう思う？」

　エーコがおずおずと訊たずねてきたので、アッシュは困った。

「強いていえば、海の底からザバッと這はいあがった、超古代の魔獣……とか？」

「はあ!?　一体なにを見てるのよ！」

　エーコは怒声を飛ばすと、グッと身を乗りだしてきた。

「じゃあ、この抽象的な絵はなにを意味しているんだ？」

「抽象的ですって!?　失礼しちゃうわ……。これはねえ、あんたに着せる聖騎甲アークのデザイン画よ！」

　アッシュは啞あ然ぜんとなった。

「待て待て！　これを俺おれに装備しろと!?　どんな羞しゆう恥ちプレイだ!?」

「うう！」

　エーコは涙目になって、胸の前で拳こぶしを握りしめている。

「あっ、頭の中では、ちゃんとしたイメージがあるのよ？　ただ、それを表現するのが苦手なだけなんだから！」

「わかったから、落ちつけって」

　なんとかエーコをなだめると、アッシュは改めて訊たずねた。

「でも、どうして急に聖騎甲アークのデザイン画なんて書こうと思ったんだ？」

「そ、それは……」

　エーコが急に涙ぐんだので、アッシュは狼ろう狽ばいした。

「……ナヴィーにいわれたのよ。あたしの創つ成くった聖騎甲アークがちゃんと完成していれば、アッシュが冥星石プルートウ事件で大おお怪け我がをすることはなかったはずだって……」

「なんだ、そんなことを気にしていたのか」

「そんなことですって!?」

　アッシュは腕を伸ばすと、エーコの頭を優しく撫なでた。

　ただそれだけで、エーコはふにゃっと大人おとなしくなってしまう。

「いいか、エーコ。お前が誕生してから、どのくらい経たつ？」

「えっと、あたしが生まれたのは白羊宮アリエスの月だから……」

　エーコは両手の指を折って、数え始める。

「七ヵ月かしら？」

「そう、たったの七ヵ月。まだまだエーコは幼竜なんだ。焦る必要はないんだぞ？」

「でも……」

「たとえ未完成でも、エーコはオリジナルの聖騎甲アークを創つ成くってくれた。生後七ヵ月の幼竜にもかかわらず、だ。それだけでも、竜族の歴史に残る快挙だと思う」

　アッシュは言葉に力をこめた。

「いいか、エーコ。俺が怪我したのは、エーコのせいじゃない。俺自身が竜騎士ドラグナーとして未熟だったからだ。エーコが責任を感じる必要なんて、どこにもないんだ。むしろ、エーコには感謝してる」

「えっ……？」

「エーコのおかげで、俺はみんなを護まもることができたんだからな」

「アッシュ……！」

　エーコは真紅の瞳ひとみを潤ませた。

　その可か憐れんさに、アッシュは目を奪われる。

　自然と、無言で見つめあう。

　エーコは恥ずかしそうにうつむいたあと、再び顔をあげた。

　目を閉じている。

　それがなにを意味するのか、アッシュはすぐに気づいた。

　そっと両腕を伸ばして、その華きや奢しやな肩に触れる。

　ぴくっと、エーコが肩を震わせた。

　きっと緊張しているのだろう。

「エーコ……」

　アッシュは生なま唾つばを吞のみこむと、自分も目を瞑つぶった。

　緊張しているのは、アッシュも同じだった。

　高鳴る鼓動を自覚しつつ、少しずつ顔を近づけていく──。

「──おい、来てやったぞ！」

　その瞬間、扉が荒々しく開かれた。

「……っ！」

　アッシュもエーコも驚いて、慌てて身体を離す。

　戸口には、漆しつ黒こくのメイドが不機嫌そうにたたずんでいた。

　人形のような精巧さを感じさせる美び貌ぼうに、真冬の陽光を思わせる銀髪。

　その左目には、黒革製の眼がん帯たいをはめている。

「んもう、最悪なタイミングだわ……」

　エーコがこっそりとつぶやくのを、アッシュは確かに聞いた。

　突然の闖ちん入にゆう者しやに火照った顔を見られたくないのか、エーコはしきりに窓の外を眺めている。いや、単に眺める振りをしているだけなのだろう。

「セ、セレスじゃないか。お前がひとりで来るなんて、珍しいな」

「……棒読みになってるぞ？」

　セレスは呆あきれたように嘆息した。

　アッシュがエーコとキスする寸前だったことは、完全にお見通しのようだ。

「それと、お前は勘違いしている。あたしがお前みたいなクソ虫を見舞うために、ひとりで来るわけがないだろう？」

　セレスは淡々と言葉を続けると、廊下に向けて声を飛ばした。

「おいオスカー、さっさと顔を出しやがれ！　いつまで恥ずかしがっているつもりだ？」

「わ、わかっているさ……」

　廊下のほうから聞こえてきたのは、間違いなくオスカーの声だった。

　学院はまだ授業中のはずだが、オスカーは我が道を行くタイプである。いつもの調子でサボったのだろう。

　だが、今日のオスカーは妙に遠慮がちというか、普段の覇気が感じられない。セレスを先に入室させて、自分は廊下で待機しているというのも、不自然だった。

　やがて、オスカーは遠慮がちに入ってきた。

「や、やあ……アッシュ」

「えっ!?」

　アッシュは驚きのあまり、言葉を詰まらせる。

　エーコもオスカーの姿を見た途端、ハッとして声を吞のんだ。

「お前、本当にオスカーなのか!?」

　目の前に現れたのは、男装の麗人ではなかった。

　流れるような黒髪の、艶あでやかな貴婦人である。

　そのドレスときたら、豪ごう華か絢けん爛らんを旨とするシェブロン様式をふんだんに取り入れて、きらきらと輝いている。

　大きく開いた襟もとからは、深い谷間が悩ましげに覗のぞいていた。

「しっ、失礼だな君は！　心外だ……」

　その声と口調こそは、まさしくオスカーである。

「でも、なんで女装してるんだ？」

「女装っていうな！　こ、これが、その……僕の本来の姿なんだから！」

　匂におい立つような美び貌ぼうに翻ほん弄ろうされながらも、アッシュは納得した。

「た、確かにそうだよな。すまん、オスカー」

「……わかればいい」

　オスカーはもじもじとしたまま、ぶっきらぼうに答える。

「でも、どういう風の吹き回しだ？」

　オスカーの真意が、アッシュには理解できない。

　万が一、女性であることが世間に知られてしまったら、オスカーは王位継承権を問答無用で剝はく奪だつされてしまうのだ。

　あのオスカーにしては、軽率な行動に思えた。

「このクソ虫！」

　その途端、セレスがアッシュの背中を叩たたいた。

「いててっ！」

　大した打撃ではなかったが、それでも折れた肋ろつ骨こつに響いてしまう。

「ちょっと、怪け我が人にんになんてことするのよっ!?」

「ふん、ちょっと撫なでてやっただけだ」

　エーコが食ってかかったが、セレスは不敵に答えた。もはやエーコには取りあわず、アッシュの顔を覗のぞきこむ。

　その隻せき眼がんが痛烈な光を放ったので、アッシュはたじたじとなった。

「いいか、オスカーの気持ちをよく考えろ！　他ほかならぬお前に、女としての姿を見てほしいと思ったからこそ、わざわざドレス姿で見舞いに来たんだろうが。ちょうどヴェロニカ王女も出ていったことだしな」

「こっ、こら、セレス！　恥ずかしいから、そんなにはっきりと……」

　オスカーは頰ほおを染めながら、背後からセレスをたしなめる。

　そんなオスカーに、アッシュはぼんやりと見とれた。

　華やかなドレスが、オスカーに魔法をかけたのだろうか。

　今日のオスカーは楚そ々そとして、奥おくゆかしい。まさしく淑しゆく女じよである。

　しかも、学院では絶世の美男子として知られているオスカーだ。

　その美び貌ぼうは大粒のダイヤモンドさながら、きらきらと輝いている。

　まるでオスカーの周囲だけが、ぼんやりと白い光輝に包まれているかのよう……。

「──ちょっと、あんた？」

「うわっ！」

　半眼になったエーコに頰をつねられて、アッシュは我に返るのだった。




　しばらく談笑を交わしたあと、アッシュは重要なことを思いだした。

「そういえば、セレスのお母さんのことだけど……大丈夫なのか？」

　セレスがユリエルの命に従い、冥星石プルートウ事件を引き起こした理由は、ひとえに病弱な母親を人質に取られていたからだ。

　なんとか事件を収束させたあと、セレスは改めてオスカーに忠誠を誓った。

　そのときは単純に喜んだアッシュだが、ならばセレスの母親はどうなったのか──ずっと気懸かりだったのである。

「ああ、そのことか」

　オスカーの態度があっさりしていたので、アッシュは面めん食くらった。

「僕もセレスの母はは君ぎみを救わねばと思って、五百年祭のあと、すぐさま帰国するつもりだったんだ。母君を奪還するためにね。ところが、だ」

「なにかあった……のか？」

　アッシュは固唾かたずを吞のんだ。

「その直前になって、僕の実家──ブレイスフォード家から手紙が届いた」

「……手紙？」

「ユリエルの配下が、わざわざセレスの母君を馬車に乗せ、ブレイスフォード邸まで送り届けたらしい」

「どういうことだ……？」

　アッシュは眉まゆ根ねを寄せた。

　セレスの母親が無事だとわかって安心はしたものの、不可解な点が多すぎる。

「セレスの母君も、なにがなにやらわからないまま、馬車で運ばれたそうだ。結局、今はブレイスフォード家が責任を持って、彼女を保護している」

「わけがわからないな……。ユリエルはなにを考えている？」

「いや、実にユリエルらしいよ。凡ぼん庸ような悪党だったら、人質は見せしめのために殺していただろう。だけど、ユリエルはそうしなかった」

「大方、あたしの母様なんて……ユリエルにとっては殺す価値もないってことだろう」

　セレスが仏頂面で口を挟んだのに対し、オスカーは首を横に振った。

「いや、それは違うよ。だったら、わざわざ彼女をブレイスフォード邸に送り届けたりはしない。これはね、ユリエルから僕へのメッセージなのさ。『冥星石プルートウ事件については、大人おとなしく敗北を認めよう。だが、次は容赦しない』──こんなところだろうね」

「侮れない男だな、ユリエル第三王子……」

　アッシュが嘆息すると、オスカーも相づちを打った。

「ああ。現在、王位継承者は僕を含めて百八人だけど、その大半はユリエル王子に忠誠を誓っている。ユリエルにはふたりの兄がいるけど、武勇に優れた第一王子は、数年前に原因不明の心臓発作で亡くなっている。第二王子のほうは愚鈍な凡人で、とっくにユリエルの傀かい儡らいさ」

「いくらお前が竜騎士ドラグナーとはいえ、状況は厳しいな……」

　アッシュが重々しい口調でつぶやくと、オスカーは急に身を乗りだした。

　貴婦人の手が、アッシュの頰ほおを優しく包みこむ。

　オスカーの体温が、冷えた身体にじわじわと伝わってきた。その美び貌ぼうを真まっ正しよう面めんから見つめるのが恥ずかしくて、やや視線を落とすと、大きく開いた胸もとが飛びこんでくる。

　普段の男装姿からは想像もつかない、柔らかそうな乳房だった。

　しかも、今のオスカーは前まえ屈かがみになっている。絹地の下に秘められた蕾つぼみが、今にも覗のぞいてしまいそうになっていた。

　アッシュは目のやり場に困りつつ、ドキドキと鼓動を高鳴らせる。

　そんなアッシュを面白そうに見つめながら、オスカーは力強く宣言した。

「大丈夫さ。僕にはセレスとトリスタンがいる。実は最近、特訓を始めたんだ」

「そいつは楽しみだな。なにか新しい技でも開発中なのか？」

「技というか、むしろ戦闘スタイルだね。せっかくユリエルが冥星石プルートウをプレゼントしてくれたんだ、有効利用してやろうと思ってね。まあ、結果は見てのお楽しみってことで」

「マジかよ……」

　アッシュは呆あきれ果てた。

　あれだけの大騒動を引き起こした冥星石プルートウを、オスカーは使いこなそうというのだ。

　もっとも、それくらいの器でなければ、次期シェブロン王になるのは無理なのかもしれないな……と、アッシュは思った。

「それに、アッシュ。君も約束してくれただろう？　僕が即位するのを手伝ってくれるって──」

　あと少し近づけば、互いの鼻先が触れ合いそうな距離感で、オスカーは微笑ほほえんだ。

　思わず吸いこまれそうになるほどの笑顔だった。

「あ、ああ。そうだな……」

　もちろん、その約束はアッシュも覚えている。

　だが、アッシュがうなずいた途端、ごごごごご……と、真横から強烈な殺気が吹きつけてきた。

「あんたたち……あたしの目の前でイチャつくなんて、いい度胸じゃない？」

　エーコは胸の前で、ぷるぷると握にぎり拳こぶしを震わせている。

「ま、待てエーコ！」

　うろたえるアッシュに構わず、

「踏みつぶすわよ！」

　エーコの一喝が、雷鳴のごとく響きわたった。





　　　　◇






　アンサリヴァンの北方には、フィアナの森が広がっている。

　夜半である。時折、梟ふくろうの啼なき声がこだましては、ばさりと羽音が響く。

　鬱うつ蒼そうたる森林地帯の最深部には、小規模な遺跡があった。

　満月が、遺跡の全ぜん貌ぼうをうっすらと浮かびあがらせている。

　古代の墓所だったらしく、土砂からは四角い墓石がいくつも突き出ていた。まだ発掘作業は途中のようだ。

　その神聖な場所を野営地代わりに利用している、不ふ遜そんな連中がいた。

　帝国領ヴァン＝デンハル地方から派遣された、精鋭部隊である。

　正式名称は、帝国陸軍第十三辺境守備隊。

　通称──〈氷狼フエンリル〉。

　兵数は、五十前後といったところか。

　どの兵も、まるで剣と短機関銃が合体したかのような魔導工学兵器を装備している。その刀身は黒く、柄の部分には竜りゆう綺き華か晶しようが埋めこまれていた。

〈氷狼フエンリル〉は、元々は国境警備を任務とする部隊である。

　あのゼノグラヴィア戦争以来、五十年にわたり大国同士の戦争は勃ぼつ発ぱつしていない。が、辺境には様々な少数民族が存在し、帝国側と衝突することも珍しくはなかった。それゆえに、〈氷狼フエンリル〉は帝国軍において、最も実戦慣れしている部隊といえた。

　魔導兵の大半は、来たるべき戦闘にそなえて仮眠をとっているが、爆破工作に長たけた数名の兵士たちは、遺跡群の最深部にて、月明かりを頼りに作業を続けている。

　彼らは、目の前の瓦が礫れきを爆破して、撤去するつもりだった。地震の影響で崩落事故が発生し、地下通路の入口がふさがれていたのだ。

　兵のひとりが、起爆装置のスイッチを押す。

　爆発音に驚いて、森に潜んでいた獣たちはいっせいに逃げまどった。




　暖炉の炎を見つめつつ、クラウス・ヴィターハウゼンはワインを飲んでいた。

〈氷狼フエンリル〉が遺跡にたどり着いたとき、宿泊所には誰だれもいなかった。

　もし考古学者や発掘業者が宿泊していたら、問答無用で殺害していただろう。任務遂行のためとあらば、〈氷狼フエンリル〉は決して容赦しない。

　今夜のクラウスは〈氷狼フエンリル〉を率いる指揮官として、このロートレアモン騎士国に潜入していた。

「ふう……。まさか、この僕自ら兵を率いることになろうとはね」

　空になったグラスを荒々しくテーブルに置くと、クラウスは自じ嘲ちようした。

　シェブロン王国のユリエル王子と同盟を結んだことが本国にバレれば、おそらくゼファロス皇帝は激怒して、クラウスを極刑に処すだろう。永らくヴァン＝デンハル辺境伯に任じられてきたヴィターハウゼン家も、断絶は免れない。五十二年前のゼノグラヴィア戦争以来、両国は犬猿の仲なのである。

　シェブロン人はゼファロス人を「機械油の臭いがする」と見下しているし、ゼファロス人はシェブロン人を「上辺を飾り立てるのに必死な、軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな連中」と揶や揄ゆしている。

「……王国にだって、ユリエル王子のように優れた人物はいるのだ。王国と帝国が手を結べば、竜族の庇ひ護ごのもとに生きながらえてきた騎士国など、敵ではない」

　もはや、クラウスは後戻りのできないところまで来ていた。

　新たなボトルをつかもうとして、ぐらりとよろめく。

　なんとか踏み留とどまったが、もう少しでソファから転がり落ちるところだった。

「……マスター。それ以上は、お身体に障るのでは？」

　声をかけてきたのは、アンティーク調の椅い子すに腰かけて、人形さながら微動だにしなかったクリームヒルトである。

　その顔の上半分は、魔眼を隠すための仮面に覆われている。

　盲目のクリームヒルトは、クラウスの気配と酒の匂においだけで、クラウスの酒量を察したのだろう。

「この程度の酒など、問題ではないさ」

　クラウスは立ち上がると、壁際に置かれた作業台に歩みよった。

　そこには、学院都市アンサリヴァンの古地図が広げられている。

　かなり破損しており、不ふ明めい瞭りような箇所も多いが、それは紛れもなく、アンサリヴァンの地下に広がる迷宮の地図だった。

　断片的な地図とはいえ、考古学者の間では珍重されているそうだ。

　入手したのはユリエルだった。専門の学者でも、こうした古地図を入手するのは困難らしいが、ユリエルはあっさりと手中に収めてみせた。

　クラウスはペンを手に取ると、地図の空白部に文字を書きこんだ。

　──Op. Zauberflöte

「首を洗って待つがいい、アッシュ・ブレイクと幼竜エーコ。〈魔　　笛　　作　　戦オペレーシヨン・ツアウベルフルーテ〉……これが、お前たちを殺す作戦の名だ。〈魔　　笛ツアウベルフルーテ〉の加護は、我々にこそふさわしい」

　クラウスが自信たっぷりにつぶやいたそのとき、

「──失礼します」

　誰だれかが扉をノックして、しわがれた声が聞こえた。

「ゲルハルトか。どうした？」

　ゲルハルト・イェーガー──〈氷狼フエンリル〉の隊長である。

　忠義に篤あついゲルハルトは入室するなり、その場で恭うやうやしくひざまずいた。元々は、クラウスの父──先代の辺境伯に仕えていた軍人である。

「若のご命令通り、地下への入口をふさいでいた瓦が礫れきを撤去しましたぞ」

「……ゲルハルト。いい加減、〝若〟と呼ぶのはやめろといってあるだろう？」

　既に父は病没し、今やクラウスが当主なのだから、本来なら「閣下」とでも呼ぶべきである。事実、クラウスの父はそう呼ばれていた。

「こっ、これは申し訳ありません──若！」

　わざとやっているのか……と、クラウスは疑心暗鬼になったが、瓦礫の撤去が完了したのは朗報だった。

　これで、いつでも地下道を経由して、アンサリヴァン市内に潜入することができるのだから。

　無論、〈氷狼フエンリル〉の戦力をもってすれば、正面突破も不可能ではない。

　だが、まずは作戦の要といえるクリームヒルトを、しかるべき場所に連れて行かねばならなかった。

　そのためには、地下道を経由して、密ひそかに潜入するのが最善の策といえる。

　そう、クリームヒルトこそは、ユリエルとクラウスに奇跡をもたらす〈魔　　笛ツアウベルフルーテ〉なのだから──。

　クラウスは会心の笑みを浮かべた。

「大儀であった、ゲルハルト。これより〈魔　　笛　　作　　戦オペレーシヨン・ツアウベルフルーテ〉を開始する！」





"Op. Zauberflöte ～A.S.B.1365.11～" is closed.








第四話　学院都市の地下迷宮









　アーニャはミラベルとユニスとともに、学院の地下迷宮を探索していた。

　久しぶりに着用した民族衣装は、しっかり身体になじんでいる。

　黄色と赤のボーダー柄のマフラーも、もちろん首に巻いている。季節柄、それだけでは寒いので、アンサリヴァン市の商店街で買った外がい套とうも羽織っていた。

　左腕の籠こ手てに仕込まれた革かわ鞭むちも健在だ。

　たとえどんな魔獣に出くわしたとしても、この鞭の一振りで一掃してやるわ……と意気込んだのも束つかの間ま、

「ひゃうっ！」

　額に水滴が降ってきて、その冷たさにアーニャは身をすくませた。

　思わず、携帯用の竜りゆう華が灯とうを落としそうになってしまう。

「大丈夫、アーニャ？」

　すぐ背後から声をかけてきたのは、ミラベルである。

「あ、はい。なんでもないです……」

　護衛の対象から心配されていては、世話はない。

　アーニャは気を引きしめた。




　太陽光とは無縁の生活に入ってから、今日で三日目となる。

　見わたす限り、ごつごつとした岩肌だらけ。

　天井の割れ目からは時折、ぽつりと水滴が落ちてくる。雨水、あるいは地下水だろう。

　暗くて、じめじめしていて、凍えそうなほどに寒い。

　しかも、嫌がらせかと思えるほど分岐点が多いのだ。

　時折、奇妙な魔獣も襲いかかってきた。

　魔獣とは、地中に埋まっていた竜りゆう綺き華か晶しようの影響を受けたことで、突然変異を起こした獣のことをいう。そんな魔獣からミラベルを護まもることこそ、アーニャの任務だった。

　失礼な話、ミラベルは初日で音を上げて引き返すのではないか……と、アーニャは危き惧ぐしていた。

　ところが、ミラベルはずんずんと歩を進める。分岐点に差しかかっても、手もとの地図を一いち瞥べつするや、淡々と指示を出す。どんなに険しい足場だろうと、平気な顔で突き進む。

　そして夜になると、ユニスに寝袋を用意させ、地べたで睡眠をとるのだった。これにはアーニャも舌を巻いた。

　他方、専属メイドのユニスもよく頑張っている。

　こんな地下洞どう窟くつの中だというのに、相変わらずティーセット用のワゴンを押しているのだ。さらには、大きなリュックサックを背負っている。その横幅だけでも、ユニスの胴の二倍はあるだろう。

　本人によれば、食料や飲料水、そして探検に必要な小道具が詰まっているらしい。

　一度、アーニャはユニスに気を遣って、荷物持ちを手伝おうとした。

　ところが、ユニスはすました顔で答えたものである。

　──持久力には、いささか自信がございますので。アーニャ様は姫様の護衛に徹してくださいませ。

　ユニスはコゼットやセレスとは違い、戦闘訓練は受けていない。あくまでも紅茶を淹いれる腕を見こまれ、ミラベルの専属となった女性のはずだ。が、そこは王室専用メイドだけあって、やはりただ者ではないらしい。

「──そろそろ、お茶にしましょうか」

　やがて視界が開け、大空洞とでもいうべき空間にたどり着いたとき、ミラベルが立ち止まった。

「かしこまりました、姫様」

　ユニスはリュックを地面に下ろすと、平へい坦たんな場所に敷物を広げた。そして、紅茶の準備を始める。

　大空洞をぐるりと竜りゆう華が灯とうで照らしたアーニャは、思わず息を吞のんだ。

「綺き麗れい……」

　天井や壁には無数の竜りゆう綺き華か晶しようが埋まっていて、虹にじ色いろに発光している。

　幻想的な光景だった。

　まるで天然のシャンデリアだ。

「学院の地下に、こんな場所があったなんて……」

　不思議なのは、朦もう々もうと白い湯気が立ち上っていることだ。

　あれほど冷たかった大気も、暖かみを帯びている。硫黄の匂においもした。

「姫様、温泉が湧わいていますわ」

　ユニスがやや驚いた口調で、指差した。

　事実、広場の中央には、小さなプール程度の窪くぼみがあり、そこに湯が沸いているのだ。

「あら、それは朗報ね」

　ミラベルは颯さつ爽そうと湯のそばに歩みよると、するすると衣服を脱ぎ始めた。

　銀糸のような髪。透き通るような肌。

　淡く膨らんだ乳房。

　抱きしめたら折れてしまいそうなほど細い腰。

　そして、流麗な脚線美。

　あっという間に、ミラベルは全裸となっていた。

「ミラベル殿下!?」

　姫君の大胆すぎる行動に、アーニャは度肝を抜かれた。

「あなたたちも、遠慮せずにお入りなさいな。目先のお風ふ呂ろには、しっかりと入っておく──淑しゆく女じよのたしなみよ」

　ミラベルは肩ごしに振り返ると、微笑した。




　ミラベルの言葉に甘え、アーニャも服を脱ぐと、おそるおそる湯に浸つかった。

　一応、魔獣が襲撃してきたときにそなえて、アーニャは鞭むちを、ミラベルはレイピアを、それぞれの手が届く場所に置いている。

　ユニスは最後まで「姫様と同じお湯に浸かるなんて、恐れ多いです……」と渋っていたが、ミラベルから「命令よ」といわれると、観念してメイド服を脱いだ。

　ユニスは着き瘦やせするタイプらしく、下着を外した途端、予想外に立派な乳房がぷるんと弾はじけたので、アーニャはびっくりした。

　ついつい、自分の平へい坦たんな胸と比べてしまう。

「そ、そんなに見ないでください……恥ずかしいです」

　ユニスは消え入りそうな声でつぶやくと、肩まで湯に浸かった。

　不思議なことに、湯は若草色だった。

「変わった色ですね……」

　アーニャは両手で湯をすくいつつ、疑問を口にした。

「このお湯、きっと鉄分を豊富に含んでいるのね。お湯自体は透明だけど、外気に触れることで変色するのよ」

　ミラベルの学者らしい解説に、アーニャは感嘆した。

　それ以上の言葉は、もはや不要だった。

　女子三人、のんびりと天然温泉を堪能する。

　冷え切っていた身体のすみずみまで、湯の温ぬくもりが満ちていくようだった。

「ほう……」

　うっとりと溜ため息いきを漏らすミラベルの横顔に、アーニャはドキリとする。

　いつしかミラベルの瞳ひとみは潤み、頰ほおは上気して、撫なで肩がたから背中にかけての肌はピンク色に染まっていた。

　──あたしもミラベル殿下くらい綺き麗れいだったら、エーコやシルヴィア王女に対抗できるのかしら……？

　ついつい、アーニャはそんなことを考えたが、すぐさま我に返った。

　──あたしってば、なにを考えているの……!?

　アーニャは慌てて意識を切り換える。

　いくら温泉が気持ち良くても、アーニャはミラベルの護衛なのだ。気を抜くわけにはいかない。

　改めて、アーニャはこの三日間のことを思い返す。

　ミラベルは探索がてら、大体の事情を説明してくれた。

　学院地下の迷宮──その最深部には、とある聖遺物が眠っているという。

　元々、ミラベルが学院長に就任したのは、その聖遺物の発掘こそが理由だった。

　そうでなければ、ヴェロニカに命令されたからといって、学院長の仕事など請け負ったりはしなかったと、ミラベルはあっさりと告白した。

　ところが、学院長になったからといって、すぐさま地下迷宮に入ることはできなかった。

　地図がなかったからだ。

　断片的な地図なら多少は出回っているのだが、最深部に至るルートが記された地図は、なかなか見つからなかったのである。

　そして──。

　つい先日、ようやく信頼できそうな地図が発見されたので、ミラベルは満を持して探索を始めたというわけだ。

　ただし、ミラベルはただ一点──その聖遺物がなんであるのかだけは、まだ公表してはいなかった。

「あの、ミラベル殿下？　そろそろ、その聖遺物について教えてもらえませんか？　なんだか気になって……」

　アーニャは思い切って、訊たずねてみた。

　ミラベルの地図によれば、もうすぐ最深部に到達する見こみだった。

　いい加減、教えてくれてもよさそうな気がしたのだ。

「駄目よ、アーニャ。見つけてからのお楽しみ」

　あいにく、ミラベルは今回も教えてはくれなかった。

　ほのかな微笑を浮かべて、人さし指を唇に添える。

　ちゃぷん、と水音がした。

　その一挙一動が清せい楚そで、初々しくて、星ほし屑くずがきらめいているかのようで、アーニャはドギマギしてしまったが──。

「ぐぉるるるるぅ……ごるぉおおおおおおお……！」

　突如、通路の奧から不気味な唸うなり声ごえが響いた。

　間髪をいれず、漆しつ黒こくの影が洞内に飛びこんでくる。

「きゃっ！」

　ユニスが小さな悲鳴を漏らすと、アーニャの背後に隠れた。

　魔獣かとも思ったが、明らかに違う。

　それは一見、翼竜ストラーダに似ていた。

　だが、その爛らん々らんと輝く双そう眸ぼう、不気味にねじ曲がった角、そしてグズグズと溶けかかった体たい軀くは、まともなドラゴンではあり得ない。

　やがて、あたりに腐臭が漂い始める。

「屍灰竜ネクロマンシアっ!?」

　アーニャは素早く湯から上がると、岩の上に置いていた鞭むちを拾った。

　が、相手は腐っても竜だ。

　鞭一本で敵かなう相手とは思えない……。

　アーニャは以前、屍灰竜ネクロマンシアを使役する側に属していた。

　屍灰竜ネクロマンシアの恐ろしさなら、よく知っている。

「くっ、どうすれば──」

「はぁああああっ！」

　刹せつ那な、ミラベルが裂れつ帛ぱくの気合とともに跳んだ。

　そのたおやかな身体には、タオル一枚を巻きつけているだけだ。

　白はく磁じの肌から滑り落ちた水滴が、きらきらと宙を舞う。

　その右手から、峻しゆん烈れつな銀光がほとばしった。

　白刃が縦に一いつ閃せんし、屍灰竜ネクロマンシアの体たい軀くを両断する。

　真っ二つに分かたれた亡なき骸がらは、朦もう々もうとした灰色の煙に包まれると、見る見るうちに灰へと還元された。

「ミラベル殿下!?　なんて無む茶ちやを……！」

　アーニャは啞あ然ぜんとして、ミラベルのそばに駆けよった。

　屍灰竜ネクロマンシアを一刀のもとに斬きり捨ててしまうとは、無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　ミラベルは涼しげな顔をして、アーニャを振り返った。

「アーニャ。あなたは敵を恐れるあまり、その本質を見失っていたのよ。この屍灰竜ネクロマンシアとやら、それほどの脅威は感じなかったわ」

「えっ!?」

　いわれてみれば、屍灰竜ネクロマンシアにしては脆もろすぎる気がした。

　屍灰竜ネクロマンシアといえば、驚異的なまでの再生能力が特徴だったはずである。

　いくらミラベルが剣の名手でも、たった一撃で仕し留とめられるのは、さすがに不自然だろう。過去にミルガウスが召喚した屍灰竜ネクロマンシアと比べると、防御力が低いようだ。

　アーニャは自己嫌悪に陥ると、拳こぶしを握りしめた。

　これでは護衛失格だ。

　なまじ屍灰竜ネクロマンシアの知識があるばかりに、先入観が邪魔をして迅速な反応ができなかった……。

「──姫様、お召し物を」

　と、ミラベルの衣服を手にしたユニスがやって来た。ユニス自身は、既にメイド服を着用している。

「そうだったわね」

　ミラベルはレイピアを置くと、ユニスの手を借りながら衣服を身に着ける。

「アーニャ様も、そのままでは風邪をひきますわ」

「にゃっ!?」

　ユニスのおかげで、アーニャは我に返った。自分が全裸であることを、ようやく思いだしたのだった。

「しっ、失礼しました！」

　アーニャが慌てて服を着ていたら、ミラベルがいぶかしげにつぶやいた。

「それにしても、変だわ。どうして屍灰竜ネクロマンシアが現れたのかしら？」

「あたしの知る限り、竜族の遺灰から屍灰竜ネクロマンシアを召喚できたのは、ジュリアス王子に憑ひよう依いした冥竜王モルドレッドだけでした。召喚に使っていた魔剣も特注品で、帝国が誇る魔導工学技術の粋を尽くしたものでした。そう簡単に量産できるような代物では──」

　アーニャはハッとして言葉を切ると、その場で膝ひざをついた。

　片耳を地面に押しつけ、意識を集中させる。

　間違いない。

　何者かが──しかも一個小隊に匹敵しそうな人数が、刻一刻と接近しつつあった。





　　　　◇






「……妙だな。先ほどの翼竜ストラーダ型はどうした？」

　急に視界が開け、竜りゆう綺き華か晶しようがきらめく幻想的な大空洞を認めるなり、クラウスは手綱を引いた。

　愛馬がぴたりと停止する。

　徒歩で行軍を続けてきた〈氷狼フエンリル〉の隊員たちも、いっせいに足を止めた。

「クリームヒルト、疲れたか？」

　クラウスは、肩ごしに少女を振り返った。

　別段、少女の身を案じたわけではない。無理をさせた挙げ句、いざというときに兵器として使いものにならなかったら、作戦に支障をきたすからだ。そうでなければ、いくら年端もゆかぬ少女とはいえ、自慢の愛馬に相乗りさせたりはしない。

「……………………」

　クリームヒルトはクラウスの腰に手を回したまま、黙って首を横に振った。

「そうか。ならば先に進むとしよう」

　クラウスを先頭に、一行は広場をまっすぐに突き進む。

　意外にも、中央の窪くぼみには湯が湧わいていた。

「若。温泉のすぐそばに、竜族の遺灰らしきものが散在しております」

　ふいに、〈氷狼フエンリル〉の隊長が鋭い声を発した。

「どういうことだ、ゲルハルト？」

「途中で肉体を維持できずに、自壊したのかもしれませぬ。なんとか魔導工学兵器の量産には成功しましたが、なかなかミルガウス殿のようにはいきませぬな……」

「……あんな裏切り者の名前など、口にするな」

　その名を耳にした途端、クラウスは苛いら立だちを覚えた。さっさと広場を通過しようとして──ふと思い留とどまる。

「どうかされましたか？」

「ゲルハルト、竜族の遺灰はどのくらい残っている？」

「残念ながら、聖竜マエストロ型が一体分……もはや、それしか残ってはおりませぬ」

「ならば、今ここで召喚しておこう」

　クラウスは改めて、大空洞をぐるりと見わたした。

「この大空洞には、なんとなく神秘的な気配を感じるのだ。召喚の儀式には、もってこいの場所ではないか？」

「さすがは若。今すぐ準備いたしましょう」

　ゲルハルトは恭うやうやしく頭を下げた。





　　　　◇






　岩場のむこうを窺うかがいつつ、アーニャは混乱していた。

　何者かの接近に気づき、ミラベルとユニスを岩陰に潜ませたのは正解だったが、現れたのは予想外の連中だったのである。

　──あれはヴァン＝デンハル辺境伯クラウス！　どうして、あんな男が部隊を引き連れてこんな場所に!?

　クラウスが私兵よろしく運用しているということは、あれが帝国では有名な〈氷狼フエンリル〉なのだろうと、アーニャは推測した。

　──それにしても、あの少女は何者かしら……？

　クラウスの背後に騎乗した少女に気づくと、アーニャは嫌な胸騒ぎを覚えた。

　なんとなく、あの少女こそが、この場で最も危険な存在に思えてしまったのである。

　理屈ではなく、勘だった。

　やがて、隊長らしき老兵と五人の隊員が、円を描くように配置された。

　隊長が布袋の口を開くと、周囲に遺灰を撒さん布ぷする。

　各々の兵士たちが構えた武器を見て、アーニャはさらに驚いた。

　剣と銃器が融合したかのような、不思議な形状をしている。

　帝国製の兵器についてはかなり学んだアーニャだったが、初めて見るタイプだ。

　その禍まが々まがしい雰囲気は、ミルガウスの魔剣に通じるものがあった。魔導工学兵器の類なのだろう。どうやら量産に成功したらしい。

「灰から灰へ、塵ちりから塵へ──」

　隊長以下、兵士たちが呪じゆ文もんを唱和する。間違いなく、それは過去にミルガウスが唱えていたのと同じ呪文だった。

「もしかして、屍灰竜ネクロマンシアを召喚するつもりかしら？」

　いつの間にか、ミラベルが岩場から身を乗りだそうとしていたので、アーニャは狼ろう狽ばいした。こんな事態だというのに、ミラベルは学者として興味を惹ひかれてしまったようだ。

「駄目ですよ、ミラベル殿下！」

　アーニャはミラベルの耳もとでささやくと、自重を促す。だが、ミラベルは聞く耳を持たず、ますます身を乗りだす始末だった。

「──出いでよ、屍灰竜ネクロマンシア！」

　隊長の声が朗々と響いたそのとき、異変が生じた。

　兵たちが頭上に振りあげた魔導工学兵器が、禍まが々まがしい光を放ったのだ。

　兵士たちの足場に、六ろく芒ぼう星せいの紋もん様ようが浮かび上がる。

　見る見るうちに、地面に撒まかれた遺灰が、竜の形を形成していく。

　あたかも、遺灰そのものが固有の意思を得たかのように。

「ぐぉるるるるぅぅうううう…………！」

　不気味な唸うなり声ごえとともに、屍灰竜ネクロマンシアが現れた。

　その毛並みは闇やみの色をたたえ、つやつやと濡ぬれ光っている。

　クー・フリンやトリスタンに匹敵するほどの巨体だった。

　背中から生えた翼は、ドラゴンというよりは蝙こう蝠もりを思わせる形をしている。

　──聖竜マエストロ型!?

　アーニャは目を見ひらいた。

　先ほどミラベルが倒した飛竜ストラーダ型とは、比較にならない威圧感を放っている。召喚の精度が上がったのだろう。

「……とんでもない技術ね」

　ミラベルも、いつしか全身に緊張をみなぎらせていた。さすがに学者としての好奇心は捨てたようである。

　ミラベルは手もとの地図を広げた。

「仕方ないわ。今回の探検は中止にします。わたくしたちは先回りして、学院に戻りましょう」

　ミラベルの指先が、地図上の最短経路をたどる。

「帝国軍がなにを企たくらんでいるのかはわからないけれど、良からぬことなのは確かね。わたくしたちがこの場に居合わせたのは、幸運でした。この危機を地上に伝えなくては……」

　アーニャは意外な感に打たれた。

　てっきり、ミラベルは探検を優先するのかと思っていたのである。

　シェブロン王国政府が騎士王パラデインの処刑を決めた──そんな凶報が流れてもなお、探検を中止しなかった人なのだから。

　その直後、凶悪な気配が洞内に吹き荒れた。

「ごぉるるるるぅ……うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……！」

　屍灰竜ネクロマンシアが鎌かま首くびをもたげると、雄お叫たけびを放ったのだ。

　その強烈な眼光は明らかに、アーニャたちが潜んでいる岩場を向いていた。

　クラウスが率いる精鋭部隊ですら、気配を殺したアーニャたちには気づかなかったというのに。

「気づかれた──!?」

　アーニャは咄とつ嗟さの判断で、ミラベルとユニスを小こ脇わきに抱えると、岩場から飛びだした。

　──ひゅん！

　屍灰竜ネクロマンシアの腹部から生えた赤黒い触手が数本、大気を走る。

　アーニャたちが隠れていた大岩を、呆あつ気けなく破壊した。

　粉ふん塵じんが朦もう々もうと舞う。

　アーニャは戦せん慄りつした。

　あのまま岩陰に留とどまっていたら、自分たちも……。

「ぐごぉるぅうううううううううううっ！」

　獲物が姿を見せたことで、屍灰竜ネクロマンシアの双そう眸ぼうがギラリと妖あやしく輝いた。

　雄お叫たけびとともに、さらなる触手を伸ばしてくる。

　その先端が、ミラベルの胴を絡め取ろうとした瞬間、

「ミラベル殿下！」

　アーニャが飛びこんで、ミラベルの身代わりとなった。

　あっという間に触手に拘束され、足が地面を離れる。

　天地がぐるりと逆転し、アーニャは逆さかさ吊づりにされのだと気づいた。

　防寒用の外がい套とうが、あっという間に引き裂かれる。さらには、胸と腰を覆っている民族衣装の内側に、ヌメヌメとした触手が入りこんできた。

「……いやあっ！」

　おぞましい感触に、アーニャは総毛立つ思いがした。

　過去、エーコが触手責めに遭った場面を見たことはあったが、想像以上の気持ち悪さである。

　なんとか抵抗しようと試みるが、両手両足をがっちりと拘束されてしまっては、どうにもならない。

　褐色の肌が、触手が分泌する粘液にまみれていく……。

「きっ……気持ち悪い……！　いっそ、ひと思いに……殺して…………あぁうっ！」

　苦痛に喘あえぎながらも、アーニャの脳裏をミラベルの姿がよぎる。

　──そうだ、あたしは護衛役として雇われた身。ミラベル殿下を護まもらなくちゃ……！

　アーニャは屈辱に耐えながらも、決然とした眼まな差ざしをミラベルに向けた。

「ミラベル殿下！　あたしには構わず、お逃げくだっ──！」

　言葉は続かなかった。

　新たな触手がひゅんひゅんと飛び交って、アーニャの全身を責めたてたのだ。

「アーニャ！」

　その刹せつ那な、ミラベルの全身から、とてつもない闘気オーラが立ち上った。

「この三日間、あなたはよく仕えてくれました。そんなあなたを置いて逃げるなど、できるはずがないでしょう？」

　レイピアを鞘さやから抜くやいなや、ミラベルは華麗な連撃を繰り出す。

　次々と切断される触手群。

　どろりとした体液が、飛沫しぶきとなって大地に降りそそぐ。

「くぉおおおおおっ……！」

　これにはたまらず、屍灰竜ネクロマンシアは苦渋の叫びを漏らした。

　アーニャの身体が解放され、触手の断片とともに落下する。

　頭から地面に激突する寸前、ユニスがしっかりと受け止めてくれた。が、アーニャの体重を完全には支えきれず、ふたりで絡まり合いながら、地面に転がる。

「──これは驚いた。僕の記憶に間違いなければ、あなたはミラベル第三王女殿下とお見受けするが？」

　と、ヴァン＝デンハル辺境伯クラウスが、こちらに馬を進めてきた。

「ぐぉるるるるぅ……」

　触手を斬きられて不機嫌となった屍灰竜ネクロマンシアは、クラウスがやって来た途端、大人おとなしく後方に引き下がった。〈氷狼フエンリル〉の魔導兵たちは、かつてミルガウスが実践したように、ちゃんと屍灰竜ネクロマンシアを制御できているようだ。












　アーニャは奥おく歯ばを嚙かみしめた。

　もはや自分が囮おとりになって小隊に突っこみ、その隙すきにミラベルとユニスを逃がすしかない……と、悲ひ愴そうな決意を固める。

「ミラベル殿下には、指一本触れさせないわ！」

　一瞬の沈黙を挟んで、馬上のクラウスは目を剝むいた。

「お前はアーニャ!?　騎士国内で逮捕されたあと、処刑されたと聞いていたが……どういうことだ!?」

　どうやら、クラウスは騎士国政府が流した偽情報を鵜う吞のみにしていたようだ。ヴェロニカがアーニャのために仕組んだことだった。

「あんたこそ、軍隊を引き連れてアンサリヴァンに侵入するなんて、どういうつもり？」

　たちまち、クラウスは蔑さげすむような目をした。

「野蛮な山岳民族タンタロスの分際で、この僕にそんな口を利くとはな……！　なんにせよ、我々の姿を見られたからには、見逃すわけにはいかん。ミラベル王女には使い道がありそうだから、拘束させていただく」

　クラウスは目を細めると、ミラベルの全身をじろじろと眺め回す。一方、アーニャとユニスには冷たい一いち瞥べつをくれた。

「アーニャとメイドについては……邪魔なだけだ。ここで始末しろ」

　……やはり強行突破しかありえない、とアーニャは鞭むちの柄を握りしめた。

　その瞬間、アーニャの脳裏に浮かんだのは、アッシュの顔だった。

　──お見舞い、まだ行けてなかったな……。

　休みがとれたら、病院に顔を出すつもりだった。食堂での仕事が忙しくて、まだ足を運べていなかったのだ。

　感傷的になったのも束つかの間ま、

　──そうだ、あたしは山岳民族タンタロスの戦士。戦いの中で死ねるなら、本望よ！

　アーニャは戦士としての自分を奮いたたせた。

「ユニスさん！　ミラベル殿下を連れて逃げて！」

　叫ぶと同時に、地を蹴ける。

　屍灰竜ネクロマンシアの触手が次々と飛来するのを紙一重でかわすと、跳躍した。

　一瞬後には、〈氷狼フエンリル〉の隊員たちの中央に着地している。

　徹底的に暴れて、連中を攪かく乱らんするつもりだった。

　兵たちに囲まれていれば、屍灰竜ネクロマンシアも手を出しにくいだろうという読みもあった。

「姫様。アーニャ様の気持ちを無駄にはできませんわ……」

　視界の片すみで、ユニスがミラベルを通路の奧へと促しているのが見えた。

　アーニャは心の中で、ユニスに礼を告げる。

　ミラベルは明らかに戦うつもりだったようだが、ユニスはいつになく頑として、主人を諫いさめてくれたようだ。

　──これで心おきなく戦えるわ！

　手に馴な染じんだ鞭むちを縦横無尽に振るうと、アーニャはひとり、またひとりと、兵士を薙なぎ倒していく。

　魔導工学兵器には銃としての機能も搭載されているようだが、隊員たちは同士討ちを避けるため、発砲はしてこない。そして、頭の固い帝国兵にとって、アーニャの鞭は変幻自在に見えることだろう。

　アーニャの優勢は──しかし、長くは続かなかった。

「この女、強いぞっ！　組み伏せろ！」

　老隊長が鋭い声を放ったのだ。

　その途端、隊員たちは武器もプライドもかなぐり捨てて、アーニャの下半身にすがりついてきた。

「くっ……！」

　たちまちアーニャは身動きを封じられ、押し倒され、そして鞭を奪われた。

　とどめとばかりに、老隊長がアーニャの腹に拳こぶしを叩たたきこむ。

「ごふっ……！」

　身体を折り曲げて、アーニャは煩はん悶もんした。

　苦痛のあまり、もはや身動きもままならない。

「──驚いたな。さすがはミルガウスの右腕だった女だ。まさか、我が〈氷狼フエンリル〉をここまで苦しめるとは……」

　頃ころ合あいを見て、クラウスが馬を進めてきた。

「お前のように不愉快な女には、屍灰竜ネクロマンシアの餌えさがお似合いだ」

　クラウスの言葉に応じ、魔導兵たちが兵器を掲げる。その先端が発光し、屍灰竜ネクロマンシアに指令が伝わる。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおんっ！」

　屍灰竜ネクロマンシアは歓喜の雄お叫たけびをあげて、地響きとともに歩を進めてきた。

　ムッとした腐臭とともに、大きく開かれた口こう蓋がいが迫る。

　抜け落ちては再生する歯し牙がと、グズグズと腐った歯茎、大蛇のような舌が覗のぞいている。

　その舌が、アーニャの胸もとから腹部にかけてを、ねっとりと舐なめあげた。

　大量の涎よだれがぼたぼたと滴したたり落ちて、アーニャの全身をべっとりと濡ぬらす。

「アッシュ……」

　ついにアーニャは観念すると、目を閉じた。

　──どぉぉおおおおおおおおおおおおおおおんっ！

　その直後、轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　屍灰竜ネクロマンシアの巨きよ軀くが、紙で作られた玩具おもちやのように吹き飛ばされる。

「くおおおぉるるぅぅぅうううううう……ぁあああああああああっ……！」

　屍灰竜ネクロマンシアは壁際でなんとか踏み留とどまると、体勢を立てなおした。ふしゅう……と煙をあげながら、傷ついた部位が修復されていく。

「なにごとだっ!?」

　クラウスが血相を変えて叫ぶ。

　魔導兵たちもいっせいに、周囲を見わたした。

「……へぇ。僕の矢弾を食らっても倒れないとは、大したものだ。そいつが屍灰竜ネクロマンシアとやらかい？」

　ずしん、ずしん、ずしん……。

　重厚な地響きとともに、通路の奧の闇やみから現れたのは──。

　聖竜マエストロトリスタンに騎乗した、オスカー・ブレイスフォードだった。

　既に黄金の聖騎甲アークを装備し、魔弓フェイルノートを携えている。

　次の瞬間、アーニャのもとに漆しつ黒こくの影が飛びこんできた。

　一瞬、黒猫の類かと思ったが、違った。その影はアーニャを小こ脇わきに抱えて跳躍すると、瞬時にトリスタンの脇に戻ったのである。

　アーニャを奪還したのは、オスカーの専属メイドを務める少女──セレスティーナ・ラフォンだった。

「だらしないぞ、オスカー。たかが屍灰竜ネクロマンシアの一匹、一撃で仕し留とめられんとは」

　セレスはアーニャを地面に下ろすと、ぶっきらぼうに告げた。

　その辛しん辣らつな言葉に、オスカーは苦笑で応じる。

「アーニャ！　あなたはなんて無む茶ちやを……！」

　と、先ほど逃げ延びたはずのミラベルが、アーニャのそばに駆けよってきた。

　ひしと抱きよせられて、アーニャは目を白黒させる。

「本当に、ご無事でなによりでした」

　ユニスも安あん堵どの表情を浮かべて、抱き合うミラベルとアーニャを見守っていた。

　──あたし、まだ生きてるんだ……。

　そんな感慨を抱いた途端、堰せきを切ったように涙があふれた。
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　時は少しだけ遡さかのぼる。

　深夜零時を過ぎた頃ころ、オスカーは特訓のため、男子寮アポロ舎を抜け出した。セレスも一緒だった。

　あの忌まわしき「冥星石プルートウ事件」以来、オスカーはずっと冥星石プルートウについて考えていた。

　このまま冥星石プルートウの力に頼らず、これまで通りの生活を続けるのは簡単だろう。

　セレス自身、石の力は封印したがっていた。

　だが、それではオスカーの気がすまない。

　なんとしても、ユリエルに一泡吹かせてやりたかった。

　そのためには冥星石プルートウを使いこなすのがいちばんだろう。だからこそ、特訓にはセレスの協力が必要なのだ。

　夜半に学院内で特訓をするわけにはいかないので、オスカーはフィアナの森を選んだ。

　そこで、謎なぞの部隊が野営しているのを見かけたのだった。

　問答無用で叩たたきのめすことも考えたが、そこは意地の悪いオスカーである。しばらく泳がせることにしたのだった。

　そして尾行を続けていたら、ミラベルとユニスが息せき切って、こちらに駆けてきたのである。

「モグラ狩りなんて、僕の仕事じゃないんだけどね」

　オスカーは冷笑を浮かべて、クラウスを見やった。

　モグラ呼ばわりされたクラウスは、しかし、オスカーの挑発には乗らなかった。あくまでも冷静にオスカーの顔を見すえる。

「君は確か、オスカー・ブレイスフォードだったな。学院生とはつるまず、孤高を気取っていると聞いていたが？」

　オスカーは冷笑した。

「情報が古いんじゃない？　今の僕は、あのアッシュ・ブレイクと同盟を結んでいる。孤高を気取るのは、もうやめたのさ」

「なんだと……!?」

　アッシュの名を出した途端、クラウスは表情を一変させた。

　どうやら、クラウスはアッシュに対して、かなり屈折した感情を抱いているらしい。

「そもそも、どうしてお前たちはここにいるんだい？　僕の調査では──昨今、ゼファロス皇帝は他国への侵略よりも、科学技術の発展を重視しているそうじゃないか」

「厳密には、あたしが調べたわけだが？」

　セレスがちゃっかりと訂正してきたので、オスカーは苦笑した。

「とにかく、だ。お前たちの軍事行動は本当に、皇帝の意思なのか？　そうでなければ、お前たちは反逆者ということになるが？」

「くっ……！」

　図星を指されたのか、クラウスは言葉を詰まらせたものの、もはや問答無用とばかりに、背後を振り返った。

「クリームヒルト！　今こそ君の出番だ。その力、存分に発揮するがいい！」

「かしこまりました、マスター」

　クラウスの背後、場違いなほど清せい楚そながら、どこか不気味な雰囲気を帯びた少女は、馬上に横座りしたまま、すっ……と息を吸った。

　そして、帝国語で歌い始める。

　その澄みきった歌声に、オスカーは目をみはった。と同時に、聞き覚えのある旋律だとも思った。

「これは……『魔　　　笛ツアウベルフルーテ物語』の〝〈冥よ夜るの女王〉のアリア〟か!?」

　歌劇オペラといえば、シェブロン貴族のたしなみである。

　オスカーは瞬時に曲目を察したが、どうして少女が歌うのか、意味がわからない。そもそも、あんなにいたいけな少女が、どうして一個小隊と行動をともにしているのか？

「気をつけろ、オスカー！　あの女……もしかしたら、あたしの同類かもしれん！」

　ふいにセレスが叫んだので、オスカーは戦せん慄りつした。

　あのクリームヒルトとかいう少女も、〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉だというのか？　いわれてみれば、少女の顔の上半分は金属製の仮面で覆われている。透すかし彫ぼりの紋もん様ようが、禍まが々まがしく発光していた。

「まさか、両眼に冥星石プルートウを宿しているのか……!?」

　オスカーがつぶやいた直後、四方から異様な気配が伝わってきた。

　魔獣の群れだった。

　オスカー自身、この地下迷宮に降りて以来、何度か魔獣には遭遇したが、彼らはトリスタンに一いち瞥べつされただけで、あっさりと退散した。

　ところが、今はどうだ。

　群れを為なした魔獣たちは、敵意を剝むきだしにして、少しずつ包囲網を狭めてくる。

「そうか、あの子は自分の歌声に、冥星石プルートウの力を反映させているんだ……！」

　オスカーはギリッと奥おく歯ばを嚙かんだ。同じ〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉でも、セレスとは異なるタイプらしい。

「ぐるるるる……」

　と、トリスタンが警戒心を促すように唸うなった。

　その鋭い視線は魔獣たちではなく、屍灰竜ネクロマンシアを直視している。

　見る見るうちに、屍灰竜ネクロマンシアの巨体が一気にふくれあがった。

「「「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」」」

　その咆ほう哮こうは、三重唱であった。

　新たな頭部が次々と生え、三本の鎌かま首くびがずらりと並んだのである。さらには、体表面にボコボコと眼窩が形成され、ぎょろりとした眼球が覗のぞいた。腐臭が、ますます強烈に吹きつけてくる。

「……魔獣だけじゃなく、屍灰竜ネクロマンシアにまで作用するとはね。とんだお嬢さんだ」

　オスカーが呆あきれたようにつぶやくと、クラウスはにやりとほくそ笑んだ。

「それだけではないぞ、オスカー・ブレイスフォード。この場にトリスタンを連れてきたことを、あの世で後悔するといい！」

　クラウスの宣言と同時に、クリームヒルトの歌声が勢いを増した。

　その妖う唱たが見えざる矢となって、トリスタンに襲いかかる。

「くぉおおおおおおおっ！」

　突如、トリスタンが頭部を跳ね上げたので、オスカーは振り落とされそうになった。

「まずいぞ、オスカー！　トリスタンもあいつの歌声の影響を受けているんだ！」

　セレスの言葉通り、トリスタンの毛並みは白はく銀ぎんから漆しつ黒こくに変へん貌ぼうしつつあった。

　まるで、あの冥星石プルートウ事件を再現するかのような光景だった。

「ここがお前たちの墓場となるのだ。そうだ、冥めい土どの土産に教えてやろう」

　クラウスは軍用の機械式腕時計を確認すると、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべた。

「そろそろ、アッシュ・ブレイクと幼竜エーコの身柄を捕ほ捉そくした頃ころ合あいだな」

「別働隊がいたのか!?」

　オスカーはトリスタンの頭部にしがみついたまま、焦燥に駆られた。

　だが、目の前には屍灰竜ネクロマンシアを筆頭に、魔獣の群れが包囲網を敷いている。

　しかもトリスタンまでもが、今やクリームヒルトの歌声に支配されつつあるのだ。

　──どうする、オスカー・ブレイスフォード？

　額に冷や汗を浮かべつつ、オスカーは自分自身に問いかける。

　そのとき、セレスがオスカーを叱しつ咤たした。

「なにをうろたえている、オスカー!?　今こそあれを試すときだろうが！」

　オスカーが振り返ると、セレスは眼がん帯たいを外し、その魔眼を大気にさらしつつ、不敵に笑っていた。

「まったく、頼もしいメイドを持つと主人は大変だな！」

　オスカーも呼応して、会心の笑みを浮かべるのだった。





　　　　◇






「──我は〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉が末まつ裔えい、セレスティーナ・ラフォン。聖竜マエストロトリスタンに授けし冥星石プルートウよ、我が詞ことばに応じよ！」

　セレスの突飛な行動に、クラウスは面めん食くらった。

　セレスティーナ・ラフォンの情報については、もちろん熟知している。彼女の基本情報をもとにして、クリームヒルトという生物兵器を完成させたのだから。

「まさか、トリスタンの支配権を奪うつもりか!?　しかし……」

　五百年祭の最中に勃ぼつ発ぱつした冥星石プルートウ事件の顚てん末まつなら、クラウスも報告書を読んでいたし、自分なりに分析もすませていた。

　セレスティーナは隔世遺伝によって現世に甦よみがえった〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉──いわばオリジナルである。

　その力は強大すぎて、トリスタンに騎乗したオスカーさえも魔人に変えてしまった。

　魔人オスカーを制御できず、失態を犯したばかりだというのに……あのメイドはなにを考えているのだろう？

「うおおおおおおっ！」

　クラウスの思考を破ったのは、オスカーの絶叫だった。

　セレスの魔眼が爛らん々らんと輝いている。

　クリームヒルトの妖う歌たによる影響を上書きするように、より密度の濃い黒が、トリスタンの全身を覆いつくしていった。

　さらには、オスカーの聖騎甲アークも燻いぶし銀ぎんのように変色していく。

「ぐぉおおおお……うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉ……！」

　ほとばしる絶叫。

　それはオスカーの叫びであり、トリスタンの叫びでもあった。

　ついにオスカーは魔人と化した。

　トリスタンも黒き魔竜に変へん貌ぼうを遂げた。

　クラウスは信じられない気持ちで、魔人と魔竜を眺めやった。

「なんという愚か者だ……！　そいつは魔人なのだぞ!?　敵どころか、味方まで攻撃しかねない奴だというのに──」

「ふっ。勝手に決めつけないでもらいたいな」

　その禍まが々まがしい外がい貌ぼうとは裏腹に、オスカーの言葉が理性的だったので、クラウスはさらに驚かされた。

　よく見ると、オスカーの双そう眸ぼうは理知的な輝きを失ってはいない。

　まさしく、誇り高き騎士の目をしていた。

「ぐるるるる……」

　そして、トリスタンは前肢をそろえ、オスカーの騎乗をちゃんと受うけ容いれている。

　トリスタンの敵意は、クラウスたちにだけ向けられていた。

「まさか、クリームヒルトの歌を逃れたというのか……!?」

「あたしたちを舐なめるなよ、このぼんくら貴族がっ！」

　うろたえるクラウスに答えたのは、セレスだった。

　痛烈に叫ぶや、跳躍する。

　トリスタンの体たい軀くを一気に駈かけのぼると、オスカーの真横に仁王立ちとなった。

　どちらが主人かわからないくらいの、堂々たる騎乗っぷりである。

　オスカーは苦笑すると、セレスの手を握った。

　一転して、セレスは恥ずかしそうにうつむいてしまったが、オスカーの手を拒みはしなかった。

「五百年祭で過ちを犯して以来、ふたりで特訓した成果さ。これこそが、僕とセレスがふたりで編みだした戦闘スタイル──〈魔人回路デイアボロス〉だ！」

　オスカーは朗々と宣言するなり、攻撃に転じた。




「バカな……！」

　馬上のクラウスは呆ぼう然ぜんとして、ただただ戦況を眺めるばかりだった。

　魔人と化しながらも、理性を保ち続けているオスカー。

　冥星石プルートウの制御に全力を尽くすセレス。

　魔竜に変へん貌ぼうを遂げながらも、オスカーの忠実な相パ棒ルとして戦うトリスタン。

　三者のコンビネーションは圧倒的な強さを生んだ。

　オスカーの魔弓フェイルノートが、周囲を囲んでいた魔獣を一掃する。

　間髪をいれず、トリスタンが屍灰竜ネクロマンシアに襲いかかる。

　クリームヒルトの歌声に影響され、三みつ首くび千せん眼がんの化け物と化した屍灰竜ネクロマンシアだったが、トリスタンの体当たりを避けることはできなかった。

　その巨きよ軀くが岩壁に叩たたきつけられ、洞内に轟ごう音おんがわんわんと反響する。

　天井からは、ぱらぱらと小石が降ってくる。

「ぐおおおおおおっ！」

　屍灰竜ネクロマンシアが怯ひるんだ隙すきをついて、トリスタンはさらに猛進。

　鎌かま首くびの一本に食らいつくや、強引に引き千切った。

「ぐぎゃぁぁああああああああああああああああああああああああああっ！」

　断末魔の悲鳴をあげた生首を、トリスタンは無造作に放ほうり捨てた。

　その一方で、オスカーは極太の矢弾を放ち、もう一本の鎌首を刈り取っている。

　あっという間に、屍灰竜ネクロマンシアの頭部はひとつに戻った。

　体表面をびっしりと埋めていた眼球の群れも、次第に消失していく。

　その凄せい絶ぜつな光景を見ることはできなくとも、雰囲気は体感しているのだろう──クリームヒルトが歌うのを忘れていることに、クラウスは気づいた。

「……若。巻き添えを食っては大変です。ここは屍灰竜ネクロマンシアを捨て石にしてでも、先に進みましょう」

　意外にも、ゲルハルトの口調は落ち着いている。さすがは〈氷狼フエンリル〉の隊長といったところか。くぐってきた修羅場の数が違うのだろう。

　ゲルハルトからすれば、自分が尻しりの青い「若」なのも当然だ……と、クラウスは今さらのように自じ嘲ちようした。

「……そうだな。撤退だ！」

　クラウスは藁わらにもすがる思いで、ゲルハルトの忠告に従うことを決めた。

　このままオスカーと戦い続けたところで、なんの益もないのだから──。

　クラウスはクリームヒルトを振り返ると、あることを命じた。
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　クリームヒルトが再び、その清澄なソプラノ・ボイスを響かせたので、オスカーは警戒心を強めた。

「もう勝負はついたも同然なのだが……なにをするつもりだ？」

「気をつけろ、オスカー！」

　セレスが警鐘を発しつつ、屍灰竜ネクロマンシアを指さした。

「おおおおおおおおおおおぉ……！」

　屍灰竜ネクロマンシアが雄お叫たけびをあげ、トリスタンの前方に立ちふさがる。

　鉄壁の構えだった。

「撤退するぞ！」

　その隙すきに、クラウスが指令を下した。

　まずはクラウスが馬を走らせ、大空洞をあとにする。

　それに続く魔導兵たち。

　一行が飛びこんだのは、ミラベルたちが使っていたルートだった。

　すなわち、学院の敷地内に通じた道である。

　不気味なのは──その姿は消しても、クリームヒルトの歌声だけは、依然として響いていることだった。

「逃がすものか……！」

　オスカーが魔弓を構えたそのとき、屍灰竜ネクロマンシアの肉体が風船のごとく膨れあがった。

「まさか……!?」

　咄とつ嗟さの判断で、オスカーはトリスタンを後方に跳躍させると、ミラベルたちの前方に着地させた。

　さらには、防御魔法によるシールドを幾重にも展開させる。

　……以上を、オスカーはわずか一瞬の間に実践してみせた。

　──どぉおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！

　さらに一瞬後、屍灰竜ネクロマンシアが自爆して、大空洞をビリビリと揺るがした。
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「……ひどいものだね」

　トリスタンの防御魔法があと一瞬遅れていたら、自分たちは木こっ端ぱ微み塵じんにされていただろう。

　屍灰竜ネクロマンシアを自爆させるとは、とんだお嬢様だな……と呆あきれつつ、オスカーはクリームヒルトの顔を思い浮かべた。

　大空洞を満たしていた灰かい燼じんが綺き麗れいに晴れた頃ころ、オスカーはセレスに魔人モードを解除させると、トリスタンの頭部から飛び降りた。

　竜媒魔法オラクルを使って、周囲を照らす。

　先ほどの爆発で、天井や壁面で発光していた竜りゆう綺き華か晶しようは埋もれてしまい、大空洞は闇やみに満たされてしまったのだ。

「怪け我がはないかい？」

　オスカーは真っ先に、ミラベルに訊たずねた。

「あなたがたのおかげで、助かりました」

　ミラベルは気丈に答えた。

　多少は砂さ塵じんを浴びたようだが、凜りんとした気品は健在である。

　さすがは〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉だ……と、オスカーは舌を巻いた。

　学者肌と聞いてはいたが、騎士王家の王女だけあって、なかなか肝きもっ魂たまは太いようだ。

　見たところ、アーニャとユニスも無事のようなので安心する。

「問題なのは……先ほどの爆発で、学院方面へのルートがすべてふさがれたことです」

　ミラベルの指摘通り、大空洞の三分の一は大小の岩石に埋めつくされている。

　クラウスたちを追うのは、もはや無理だろう。

「弱ったな。トリスタンの攻撃魔法で岩を吹き飛ばすことはできるけど、この空洞そのものが崩壊したら洒落しやれにならない……」

　オスカーも思案する。

　こうなったら、入口がふさがれていないルートを選ぶしかないが、無事な通路はひとつしか残ってはいなかった。

「……………………」

　ミラベルも、きっとオスカーと同じことを考えていたのだろう。無事な通路の方角を確認すると、懐から古めかしい地図を取りだした。

　そんなミラベルの横顔を、アーニャとユニス、そしてセレスも真剣な眼まな差ざしで見つめている。

　ミラベルは黙りこくったまま、地図とにらめっこを続けている。

　重苦しい雰囲気は苦手なので、オスカーはあえて軽い調子で声をかけてみた。

「無事に帰れそうかい、ミラベル殿下？」

　ミラベルはゆっくり顔をあげると、こめかみを指で押さえた。苦渋に満ちた顔をしている。

　それほど深刻なのか……と、さすがのオスカーも不安を覚えた。できることなら、一刻も早く地上に戻り、アッシュとエーコに迫る危機を排除したかった。

　クラウスの言葉がはったりでなければ、別働隊がアッシュとエーコに迫っているのだ。

　幸いエーコにはシルヴィアとコゼットが付いているし、女子寮にはレベッカたち生徒会役員も住んでいる。相手が兵士とはいえ、そう易やす々やすと負けはしないだろう。

　だが、入院中のアッシュは無防備に等しいのだ。

　オスカーが憂慮していると、ミラベルはようやく口を開いた。

「……残念だわ。それはもう、本当に残念なのだけど……わたくしたちに残された唯一の通路は、ここよりさらに下の階層にしか続いていません。つまり、下層に行くことはできても、もはや地上に出るためのルートはないようです」

「下層にはなにがあるんだい？」

　念のためオスカーが訊たずねてみると、

「超古代の地下都市です」

　意外な答えが返ってきた。

「もちろん、人は住んでいませんよ。ゾノ＝トーン文明が栄えていた頃ころに建設されたそうですが、なにぶん大昔のことですので、詳しいことはわかっていません」

「途方もない話だね。それはともかく、上層に出られないとなると困ったな……」

　オスカーは頭を搔かいた。

「ええ、本当に困りました。あまりにも残念なのですが……」

「ミラベル殿下？　さっきから、やたらと残念を連呼しているような気がしますが？」

　アーニャが怪け訝げんそうに指摘すると、なぜだかミラベルは頰ほおを赤らめた。

「しっ、仕方ないでしょう？　わたくしは本当に、残念だと思っているのよ？　ただ、わたくしの推測が正しければ……」

「正しければ？」

　一いち縷るの望みを抱きつつ、オスカーはミラベルを見つめる。

「地下都市の最深部に眠る存在が、わたくしたちを地上に導いてくれるかもしれません」

「つまりは、それこそが──姫様がお探しになっていた聖遺物というわけです」

　ユニスが注釈を挟んだので、ミラベルは気まずそうな顔をした。

「いっ、いっておきますが……わたくしは決して、聖遺物欲しさに噓うそをついているわけではありませんよ？」

　あのミラベルが動揺するなんて珍しく、オスカーは微笑ほほえましい気分になった。

「誰だれもミラベル殿下を疑ってはいないさ。少しでも可能性があるのなら、その地下都市に行ってみよう」

　オスカーの言葉に、一同は決然とした顔でうなずいた。





"Königin der Nacht I ～A.S.B.1365.11～" is closed.








第五話　クリームヒルトの絶唱









　クラウス率いる特殊部隊〈氷狼フエンリル〉は、当初の予定より少し遅れはしたものの、地上に至る階段にたどり着いた。

　立ち入りを禁じるためか、頭上の出口は大きな岩でふさがれていたが、魔導兵が武器を一いつ閃せんさせると、呆あつ気けなく吹き飛んだ。

　冷たい夜気に触れたクラウスとクリームヒルト、そして〈氷狼フエンリル〉を待ち受けていたのは、密集した針しん葉よう樹じゆであった。

　クラウスは先に馬を降りると、クリームヒルトに手を伸ばした。

「ここから先は、僕たちも徒歩だ。馬はここに置いていく」

「かしこまりました、マスター」

　クラウスの手を借りて、クリームヒルトも地上に降り立つ。

「若。もしかすると、学院側はこの出入口を封鎖し、なおかつ人目に触れさせぬようにするため、わざわざ樹を植えたのかもしれませんな」

　隊長のゲルハルトが、感心した風につぶやいた。

　きっと好奇心旺おう盛せいな生徒たちが地下迷宮に挑戦しないよう、大昔の学院関係者は知恵を絞ったのだろう。

「ゲルハルト、目的地への最短ルートを割り出してくれ」

「了解しました、若」

　主君の命令を受け、ゲルハルトは懐から学院の見取り図を取りだした。ペン型のライトを点つけ、図面を読み取る。

　一口に学院といっても、その敷地は桁けた外はずれに広い。

　複数の校舎に、大小のグラウンド。

　男子寮はアポロ舎とメルクリウス舎。

　女子寮はエポナ舎とメイヴ舎。

　学生食堂〈ラ・テーヌ〉や、生徒会役員専用の施設ジュリアス館。

　他ほかにも多数の施設が、敷地内のあちこちに建てられている。

　そして──騎竜学院最大の特徴ともいえるのが、全七棟の竜舎だった。

「やや距離はありますが、竜舎までのルートは単純ですな。警備の者に気をつけつつ、参りましょう」

　ゲルハルトの言葉に、クラウスはうなずいた。

　つい先月、あれだけの騒ぎが起こったばかりなのだ。学院側が警備の数を増やしていても不思議はない。

　クラウスとしては、無用な戦いは避けつつ、とにかく竜舎を目指したかった。そう、すべてはクリームヒルトが竜舎にたどり着いたときにこそ、始まるのだから──。

　針しん葉よう樹じゆ林りんの出口を目指しつつ、クラウスは別のことを考える。

「アッシュ・ブレイクと幼竜エーコ……我がベオウルフを破壊した罪は、その命をもって贖あがなってもらうぞ……」

　アッシュとエーコの居場所なら、調査済みだった。

　前者は市街地の総合病院。

　後者は学院内の女子寮エポナ舎。

　クラウスは抜け目なく、それぞれの場所に兵を派遣していたのである──。





　　　　◇






「……う～ん」

　胸のあたりにずしりと圧迫感を覚え、シルヴィアはハッと目を覚ました。

「こら、エーコ。私と一緒に寝るのなら、その寝相の悪さをなんとかしろ……」

　シルヴィアは溜ため息いきをついた。

　エーコはシルヴィアの胸に顔をうずめたまま、熟睡している。

　いったん寝ついたエーコが、ちょっとやそっとでは起きないことは、シルヴィアもよく知っている。仕方なく、エーコの肩に手を伸ばした。

「ふにゅう……」

　エーコの身体はころんと転がって、シルヴィアの真横で仰あお向むけとなった。

　その拍子、ベッドの片隅に放置されていたぬいぐるみが、ぽとりと床に落ちてしまう。

「はぁ……元々は、私のぬいぐるみだというのに。粗末に扱うなら取り返すぞ？」

　シルヴィアは苦々しい気持ちでつぶやくと、ベッドの下に手を伸ばした。

　拾いあげたぬいぐるみは、愛あい嬌きようのあるドラゴンの形をしている。

　ぬいぐるみを見つめていたら、自然と大切な想おもい出でが胸に甦よみがえる。

　──アッシュとシルヴィアは、幼い頃ころに出会っていた。

　その出会いを象徴するアイテムこそが、このぬいぐるみなのだ。

　残念ながら、今はエーコが私物化しているのだが……。

　カーテンの隙すき間まからは、月明かりが射さしこんでいる。

　うっすらと、エーコの無邪気な寝顔を照らしだしていた。

　蒼あお白じろい月光を浴びて、エーコの髪と肌は幻想的に輝いている。

　ここ最近、エーコと一緒に生活しているシルヴィアですら、思わず我を忘れて見とれてしまう。

「……アッシュの奴め、毎日のようにこの寝顔を見てきたわけか。しかも、エーコとは強い絆きずなで結ばれている。やはり私の入りこむ余地など、ないのか……？」

　ざわざわ……と、胸の奥おくがざわめいた。

　最近のシルヴィアは、エーコをひとりの友として認めている。

　何度も一緒に修羅場をくぐり抜けてきた仲だ。

　戦友といっていい。

　だからこそ、アッシュとエーコのことを考えると──胸が切なくなるのは否めない。

「私は一体、どうすればいいのか──」

　シルヴィアが重苦しい溜ため息いきを漏らしたとき、信じがたい光景が飛びこんできた。

　壁一面に張り巡らされていた窓ガラスが、次々と砕け散ったのだ。

　と同時に、四つの人影が放物線を描いて飛びこんでくる。

　屋上から垂らしたロープを離すと、四人は寝室の床に着地を決めた。

「なっ……！」

　絶句するシルヴィア。

「うにゅ？　なんなのっ!?」

　エーコも動物的な本能が働いたのか、瞬時に目を覚ました。

　月影が照らしたのは、重武装の兵士たちであった。

　黒ずくめで、顔には軍用のガスマスクを装着している。

　四人とも、銃身を切り詰めた突撃銃を構えていた。あらかじめ、狭い室内での戦闘を想定していたのだろうか。

　問題なのは、その銃器が機械式という点だった。世界広しといえども、機械式の銃を制式採用しているのは、ゼファロス帝国軍だけである。

　──まさか、ここに来て帝国が新たな動きを……!?

　あいにく、思考を巡らせている余裕はなかった。

　冷たい銃口が四つ、エーコとシルヴィアを狙ねらい定めているのだ。

「なにこれ……夢？」

　寝ね惚ぼけ眼をこすりつつ、エーコがむくりと起きあがる。

「夢ならどんなに良かったか……」

　忌々しげにつぶやきながら、シルヴィアはエーコの身体を抱きよせた。

　と、四人の兵士のうち、ひとりが前に進み出た。

「シルヴィア・ロートレアモン第四王女殿下とお見受けする。こちらの要求は、ただひとつ。幼竜エーコの身柄だけである。大人おとなしく渡してもらおう」

　マスクごしなので、その声はくぐもっていて聞き取りにくかったが、兵士たちの目的だけはなんとか理解できた。

　ここ最近は、ずっと王国絡みの問題に頭を悩まされていたこともあり、シルヴィアは帝国のことをすっかり失念していた。

　事実、大陸会議〈エリュシオン〉が中止となって以来、帝国側もずっと大人しくしていたのである。

「お前たち……こんなことをして、ただですむと思うのか……？」

　シルヴィアは辛うじて、声を絞りだした。

「無駄口を叩たたくな。我が主人が望んでいるのは、幼竜エーコのみ。シルヴィア殿下に危害を加える意図はない。もっとも、そちらがあくまでも我々の要求を拒むのであれば、話は別だが」

　兵士の口調は抑揚に欠けていて、人間らしい感情というものが感じられない。

　シルヴィアが下手に動こうものなら、容赦なく引き金を引くかもしれない──そう思わせるだけの凄すごみを、確かに感じさせた。

　だが、そう易やす々やすとエーコの身柄を渡すつもりはない。

　エーコは戦友なのだ。

　命惜しさに大切な友を売り渡すなど、シルヴィアの騎士道精神が絶対に許さない。

「悪いが、お前たちにエーコを渡すことはできない」

「ならば、力ずくで奪うのみ」

　兵士が冷然と告げたそのときだった。

「──姫様への無礼、絶対に許しません」

　割れた窓ガラスのむこう側、月明かりを浴びながら、優雅に舞う人影があった。

　四人の兵士がハッとして背後を振り向いた直後、その影は室内に飛びこむなり、暴風と化した。またたく間に、寝室は阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化す。

　そして、静寂──。

「遅いぞ、コゼット！　なにをしていた!?」

　武装集団を秒単位の早業で沈黙させたコゼットは、シルヴィアの前に恭うやうやしくひざまずいた。

「申し訳ございません、姫様。女子寮の庭先に不審者の気配を感じましたので、懲らしめに行ったところ……兵士が十人ほど潜んでいまして」

「十人も!?」

　シルヴィアは啞あ然ぜんとした。エーコもぽかんと呆ほうけている。

「わたくしとしたことが、いささか手こずってしまいましたわ」

　そういって、コゼットは窓の外に視線を送った。

　窓ガラスの破片に注意しつつ、シルヴィアは窓際に駆けよった。

　王室専用ルームの窓からは、庭先の花壇を一望のもとに見おろすことができる。












　花壇の脇わきには、十人ほどの兵士が折り重なるようにして倒れていた。

　誰だれもがぴくぴくと痙けい攣れんしているので、命だけはあるらしい。

　もっとも、プロの兵士が束になっても、ひとりのメイドに叶かなわなかったのだ。彼らとしては、ひと思いに殺されたほうがマシだったかもしれない。

「おそらく彼らは、わたくしを姫様から引き離すための囮おとりだったのでしょう」

「……コゼット。お前はこいつらの襲撃をどう見る？」

　シルヴィアが訊たずねると、コゼットは慎重に答えた。

「武装から察するに、帝国軍の兵士ですわね。今さらな感もありますが……」

「ただでさえ、王国政府との関係が悪化しているというのに、このタイミングで帝国軍が動くとは──」

　シルヴィアの言葉を遮さえぎったのは、大地を揺るがすほどの轟ごう音おんだった。





　　　　◇






　エーコとシルヴィアが襲撃を受けていた頃ころ──。

　クラウス率いる〈氷狼フエンリル〉は、全部で七棟の竜舎が建ち並ぶ区域に到達していた。竜舎勤務の職員はひとりも残っていない。

　付近には、古びた聖堂があった。

　その鐘楼に、クリームヒルトはたたずんでいた。

　少女の儚はかなげな背中を見守るのは、クラウスとゲルハルトだ。一方、〈氷狼フエンリル〉の隊員たちは聖堂の周囲で息を潜めている。

　クリームヒルトには見ることができないが、鐘楼からは七棟の竜舎を一望のもとに見わたすことができる。

　白き衣装の裾すそを夜風に揺らし、月明かりを浴びたその姿は、古代の神殿に仕える巫み女このようだ。クラウスは不覚にも、クリームヒルトの後ろ姿に見とれてしまったが、すぐさま我に返る。

「始めろ、クリームヒルト」

　クラウスの命を受け、クリームヒルトは歌い始めた。

　闇やみ夜よに響きわたるのは、またしても〝〈冥よ夜るの女王〉のアリア〟だった。

　冥星石プルートウを使うとき、クリームヒルトは歌を媒介にする。

　それが彼女の能力だ。

　トリスタン一体しか制御できないセレスと違い、クリームヒルトは複数のドラゴンを同時に制御できる。クラウス傘下の研究所が開発した〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉とはいえ、もはやオリジナルを凌りよう駕がしているといっていい。

　その妖歌を聴いてしまったら、もはやドラゴンは魔に堕おちるしかない。そして、クリームヒルトの意思に従うだけの獣と化すのだ。

　本職の歌手に勝るとも劣らぬ歌唱が、冷たい夜気を震わせる。

　クリームヒルトの両眼に宿る冥星石プルートウが発光し、仮面の透すかし彫ぼりを際立たせる。

　凡人のクラウスでも知覚できるほど濃い妖よう気きが、次第に竜舎を包みこんでいった。

　おとなしく眠りに就いていたはずのドラゴンたちが、ざわめき始める。

　耳障りな鳴き声だった。まるで猛もう禽きん類るいが喚わめいているかのようだ。

　ついには、第一から第六までの竜舎が内側から破壊され、クリームヒルトの手て駒ごまと化したドラゴンたちが次々と現れた。

　怪鳥のごとき翼竜ストラーダ。大トカゲバジリスクのごとき地竜アーシア。大蛇のごとき水竜ハイドラ。

　学院生と実技教官の相パ棒ルを務めるドラゴンたちである。

　その総数──およそ八百。

　どの竜も漆しつ黒こくの姿と化し、その双そう眸ぼうは餓狼のごとく爛らん々らんと光っている。

　だらだらと涎よだれを垂らし、野卑な唸うなり声ごえを漏らす姿は、とても知性ある竜族とは思えなかった。

　にもかかわらず、黒き竜の群れは統率されている。

　クリームヒルトの妖歌に導かれ、美しく隊列を整えつつあった。

「こうなってしまうと、誇り高き竜族も形無しだな」

　クラウスは冷笑すると、クリームヒルトの真横に立った。

　広大な竜舎区域を埋めつくすドラゴンたち。その様子を見下ろしていると、まるで自分が竜族を従えているような錯覚に陥ってしまう。

「若、まだ安全が確保されたわけではありませぬ！　お下がりください！」

　ゲルハルトが叫んだ直後、第七竜舎の天井が内側から吹き飛んだ。

「いかん！」

　ゲルハルトはクラウスとクリームヒルトの前方に立ちはだかると、魔導工学兵器を発動させた。

　漆黒の刀身が発光し、防御魔法〝漆黒の楯シユヴアルツシルト〟を展開。

　魔導工学兵器に魔力を供給しているのは、内蔵された竜りゆう綺き華か晶しようである。ゲルハルトが発動させたのは、帝国流にアレンジされた竜媒魔法オラクルといえた。

　第七竜舎の屋内から撃たれた息吹ブレスが、ゲルハルトの〝漆黒の楯シユヴアルツシルト〟に直撃する。

　轟ごう音おんが炸さく裂れつするも、貫通するには至らない。

「僕を殺そうとしたのか……？」

「ぐおおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　クラウスのつぶやきを吹き飛ばすように、壮絶な雄お叫たけびが轟とどろいた。

　第七竜舎が積み木のごとく崩壊し、朦もう々もうたる粉ふん塵じんが月夜に舞う。

　やがて視界が晴れた。

　第七竜舎の跡には、四体の聖竜マエストロがいた。

　三体までは精神を汚染され、漆しつ黒こくの姿となっている。

　クラウスは、事前に読みこんでいた資料を思いだした。名前はランスロット、アリアンロッド、ガウェインだったと記憶している。

　その三体に組みつかれ、憤ふん怒ぬの叫びをあげているのが、中央の巨竜──クー・フリンだった。他ほかの三体が子どもに見えるほど、その体たい軀くは大きい。

　クラウスを目がけて息吹ブレスを放ったのも、クー・フリンだったのだろう。

「さすがは、生徒会長レベッカ・ランドールの相パ棒ルを務める聖竜マエストロといったところか。クリームヒルトの歌声に、あそこまで抵抗できるとはな」

　クラウスが素直に感嘆していると、

「ご安心を、マスター。クー・フリンに勝機はありません」

　クリームヒルトが再び歌い始めた。

　隊列を組んでいた翼竜ストラーダ、地竜アーシア、そして水竜ハイドラの群れが動く。クー・フリンを目がけて、三方から一直線に襲いかかった。

　容赦なく殺到してくるドラゴンたちに対して、クー・フリンは反撃できない。

　正気を失ってはいても、相手は同族なのだ。無抵抗のまま攻撃を食らう一方だった。

「くおおおおぉぉぉぉ……」

　己の敗北を認めたのか、哀かなしげな遠とお吠ぼえが尾を引いた。

　ついにはクー・フリンの抵抗力も尽き、その毛並みが闇やみ色に浸しん蝕しよくされる。

「ふむ、計画通りだ。これで竜族の支配権は僕のものとなったわけだ」

　クラウスは泰然としてつぶやくと、鐘楼から地上を眺めやった。

　四体の聖竜マエストロを筆頭に、ずらりと布陣した竜の群れ。

「現時刻をもって、お前たちを〈黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉と呼称する！」

　威い風ふう堂どう々どうと宣言すると、クラウスは隣の少女に視線を走らせた。

「クリームヒルト。学院都市アンサリヴァンへの挨あい拶さつ代わりだ。少しばかり暴れさせてやるといい──」

「お待ちくだされ。ユリエル殿下の作戦にない行動は、さすがに慎むべきでは……？」

　ゲルハルトが慎重な意見を口にしたが、クラウスは悠然と返す。

「構わないさ。〈黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉の試運転、ということにすればいい。クリームヒルトとて、これだけの竜族を一度に操るのは初めてなんだ。来たるべき本番で失敗したとあっては、それこそユリエル王子のご期待を裏切ることになるだろう」

「そこまでお考えでしたか……」

　ゲルハルトは大人おとなしく引き下がった。

「やれ、クリームヒルト」

「かしこまりました、マスター」

　クラウスの命に淡々と応じると、クリームヒルトは夜天を己の歌唱で染めていく。

　かくして、〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉による蹂じゆう躙りんが始まった。





　　　　◇






「なによ、あれ！　どうなってるのっ!?」

　窓に飛びついたエーコは、瞬時に凍りついた。

　はるか彼方かなたの夜空を、紅ぐ蓮れんの炎が染めているのだ。

　燃えているのは、校舎だった。

　──どんっ！　どぉおおおおん！

　炎に続いて、闇やみ夜よに轟ごう音おんが響きわたる。

　ついには校舎の一棟が崩壊し、朦もう々もうと粉ふん塵じんを巻き上げた。

「……暴れているのは、竜族ですわね」

　コゼットは軍用の双眼鏡を覗のぞきこんでいる。倒した兵士の懐から、ちゃっかりと拝借したらしい。

「それは聞き捨てならんぞ、コゼット！　我が国の至宝たる竜族が、どうして校舎を破壊する必要があるというのだっ!?」

　シルヴィアはコゼットから双眼鏡を引ったくると、左右のレンズを一心に覗く。そして絶句。次第に、双眼鏡を握りしめる手を震わせ始めた。

「あれは……！」

　エーコもようやく気づいた。

　赤く染まった夜空に、鴉からすのように黒い影が飛び交っているのだ。

　だが、この遠距離である。鴉などの鳥類にしては、あまりに巨大すぎた。

「翼竜ストラーダなの……!?」

　自分と同じ竜族が、破壊行為に明け暮れている。

　エーコとしては、とても信じられない──いや、信じたくもない光景だった。

「……翼竜ストラーダだけじゃないようだぞ。地上には地竜アーシアと水竜ハイドラも集まって、建物に攻撃を仕掛けている……」

　そうつぶやいたシルヴィアは、今にも倒れそうなほど脱力している。そんな主人をさりげなく支えつつ、コゼットが思案顔で告げた。

「あの変わりようには、見覚えがありますわ。セレスティーナ様に操られているときのトリスタンが、あんな感じでした。ですが彼女の場合、操れる対象はトリスタン一体に限られたはずですが……」

「セレスの冥星石プルートウを凌りよう駕がする、新たな魔石とその使い手が現れたということか……？」

　そこまでつぶやいて、シルヴィアはハッと顔をあげた。

「そうだ、ランスロットはどこでなにをしている!?」

　双眼鏡をコゼットに返すと、シルヴィアは懐から竜りゆう綺き華か晶しようを取りだした。

　夜空に向けて、蒼氷色の結晶を掲げる。

「シルヴィア・ロートレアモンが命じる！　ランスロットよ、我が召喚に応じよ！」

　……だが何秒待っても、ランスロットは現れない。

　見る見るうちに、シルヴィアは顔色を失った。

「どうして応こたえてくれないのだ、ランスロット！　まさか、お前も他ほかのドラゴンたちと同じく、操られているというのか……？」

「──ランスロットだけじゃないぞ。わたしの相パ棒ルもだ」

　戸口に現れたのは、レベッカだった。

「会長!?」

「すまない、シルヴィア。緊急事態につき、勝手にお邪魔させてもらった」

　レベッカは既に真紅の聖騎甲アークを装備している。しかも本気モードの第二形態であり、一国の将に勝るとも劣らぬ風格をそなえていた。右手には、魔ま槍そうゲイ・ボルグを握りしめている。

「とんでもないことになっていますわね……。わたくしのリアもきっと、あそこにいるのですわ」

　レベッカの背後、小声でつぶやいたのはジェシカだった。オレンジ・ゴールドの髪には寝癖が残っているが、ちゃんと制服と外がい套とうを着こんでいる。

「ガウェインも、駄目。何度も呼んだ……けど、つながらない」

　ジェシカの隣では、ルッカが悄しよう然ぜんと肩を落としていた。心なしか、エクブラッド人に特有の耳も垂れ下がっているように見える。

　基礎過程ユニオスのルッカは隣のメイヴ舎に住んでいるのだが、生徒会役員のひとりとして駆けつけてきたのだろう。こちらも制服姿だった。

　一方、玄関口のあたりからは、多数の気配が感じられる。どうやら女子寮の生徒たちが集まって、レベッカの采さい配はいを仰ごうとしているらしい。レベッカが最上階の王室専用ルームを訪れたため、そのまま付いてきたのだろう。

「……ところで、シルヴィア。この部屋の惨状はどういうわけだ？」

　レベッカが眉まゆをひそめて、室内をぐるりと見わたす。

　そう、室内では四人の帝国兵が倒れているし、一面の窓ガラスは砕け散ったままで、冷たい夜風がひっきりなしに吹きこんでいるのだ。

「装備から察するに、帝国陸軍の兵士だと思われます」

　コゼットがレベッカの前に進み出て、説明を始める。

「目的はエーコちゃんの身柄だったようです。彼らにつきましては、わたくしが厳重に縛りあげた上で、保安官事務所に引き渡しておきますので、ご安心ください。ちなみに、寮の外にも十人ほどがのびていますわ」

　コゼットの報告を受け、レベッカは渋面をつくった。

「申し訳ない、コゼットさん。わたしがいながら、こんな野蛮な連中の侵入を許してしまうとは」

「いえ。隠おん密みつ作戦に慣れた手合いのようでしたし、レベッカ様に責任はありませんわ。むしろ、わたくし向きの相手といえるでしょう。それに最近、身体がなまっておりましたので、ちょうどいい運動にもなりましたわ。うふふ」

　コゼットは世間話でもするように、ふんわりと笑っている。突然現れたメイドに「ちょうどいい運動」で倒されてしまっては、帝国軍兵士も形無しだろう。

　ふと、エーコは素朴な疑問を口にした。

「ねえ、レベッカ？　あんたはどうして、聖騎甲アークを着ていられるわけ？」

　先ほどレベッカは、確かに「わたしの相パ棒ルもだ」と告白した。

　つまり、あのクー・フリンですら飼い主の手を離れたということだ。

　そんな状態で、どうしてクー・フリンは聖騎甲アークを献呈することができたのか。

「うむ……。竜族が破壊行為を始める、少し前のことだ」

　レベッカの表情が、憂いを帯びる。

「部屋で生徒会の雑務を片づけていたわたしは、クー・フリンの哀かなしげな遠とお吠ぼえを聞いた気がしてな……。その直後だった。わたしが頼んだわけでもないのに、聖騎甲アークが勝手に現れたのさ。あいつは自分が正気を保っていられるうちに、せめてこいつだけでも渡しておこうと考えたのだろう」

「さすがはクー・フリンですね……」

　シルヴィアが複雑な表情をしたので、エーコは怪け訝げんに思ったが、その理由はすぐに想像がついた。

　そう、シルヴィアとて先日、聖天竜騎士アーク・ドラグナーに昇格したばかりなのだ。

　きっと「ランスロットもクー・フリンのように機転を利かせてくれれば……」などと考えているのだろう。

「──駄目だぞ、シルヴィア。クー・フリンと比べたら、ランスロットはまだ幼竜みたいなものだ。それはわかっているだろう？」

　レベッカに諭されて、シルヴィアは唇を嚙かみしめる。

　そんなシルヴィアを見るうち、エーコはなんとか力になれないものかと思案した。

　その刹せつ那な、エーコの脳裏に天啓が閃ひらめいた。

　──そうだわ！

　エーコは心の中で、こっそり竜種の記憶ドラグワース──ナヴィーに声をかけた。

　──呼んだかしら？

　ナヴィーはすぐに応答してくれたので、エーコは自分の考えを伝える。

　──…………。

　ところが、ナヴィーはなにも答えてくれない。

　──ちょっと、どうしたの？　やっぱり無理ってこと？

　──……いえ、あなたにしては名案すぎると思って、びっくりしていたのよ。

　返ってきたのは、予想外の言葉だった。

　──あんたねぇ！　あたしをバカにしてるの!?

　──ふふっ、ごめんなさい。すぐに送るから、待っててね。




　レベッカたちが避難経路について打ち合わせをしている最中、エーコはずっとナヴィーの返事を待ち続けた。

　そして数分後──ナヴィーはついに、エーコが求めている情報を送ってくれた。

　エーコは会心の笑みを漏らすと、シルヴィアの寝間着の袖を引っぱった。

「ふふっ。ねぇ、シルヴィア？」

「なんだエーコ、こんなときに？」

　シルヴィアは苛いら立だたしげに、じろりとエーコを睨にらんできた。その表情は明らかに、「今はお前に構っている場合じゃないのだぞ？」と告げている。

　失礼しちゃうわね……と思ったものの、エーコはあえて精神を集中させた。

　言葉で説明するよりも、実演してみせたほうがよっぽど早いと確信したのである。

　桃銀色ピンクシルバーの髪が、真紅ルビーの瞳ひとみが、そして全身がまばゆいばかりに発光する。

「行くわよ──兜アルメーテ、首鎧ゴルハール、胸当ペート、背当エスパルダール、腰当ブラフオネーラ、尻当フアルダーヘ、草摺エスカルセーラ、冠板ブフエータ、肩当オンブレーラ、上膊当ブラサール、肘当コダル、前膊当アンテブラーソ、手甲マノーポラ、股当キホーテ、膝当グアルダ、脛当グレーバ、鉄靴エスカルペ……」

　そして、呪じゆ文もんの最後を締めくくる！

「拍車エスポラーソ！」

　エーコの身体から怒ど濤とうのごとく魔力が放出され、室内に閃せん光こうが走った。

　シルヴィアの全身が、光の奔流に吞のみこまれる。

　そして──。

　しどけない寝間着姿から一転し、燦さん然ぜんと輝く聖天竜騎士アーク・ドラグナーの姿が顕現を果たす。

　蒼氷色アイス・ブルーを基調とした、優美な装甲の数々。

　優雅にひるがえるマント。

　そして、王女の証あかしたるティアラ。

「こっ、これは一体……!?」

　シルヴィアは啞あ然ぜんとして、自分の装備をまじまじと見おろした。

　レベッカ、ジェシカ、ルッカも絶句して、シルヴィアの姿を見つめている。

「あらあらまあまあ……」

　少々のことでは動じないコゼットさえもが、ぽかんとしている。

　シルヴィアが装備しているのは、つい先日、ランスロットが献呈した聖騎甲アークと寸分違わぬ甲かつ冑ちゆうであった。

「エーコ！　お前がやったのか!?」

「ふふん、少しはあたしを見直したかしら？」

　エーコは両手を腰に当てると、そっくり返る。

「そうか、わかったぞ！　ランスロットが献呈した聖騎甲アークの設計図も、竜種の記憶ドラグワースに記録されていたのだな？　エーコはその設計図に従って、レプリカを創つ成くったというわけだ」

　レベッカの推測に、エーコは感心した。一瞬で完かん璧ぺきな解答にたどり着くとは、さすがは生徒会長だと思う。

「その通りよ。設計図に従ってレプリカを創つ成くることなら、慣れているわ。それに、以前はアッシュの身体に合わせて、複数の設計図からパーツを寄せ集めていたのよ。膨大な設計図の中から、一品ずつ選択していたってわけ。でも、今回はランスロットが描いた設計図をそのまま流用しただけだから、ずっと簡単だったわ」

「着心地はどうだ、シルヴィア？」

　レベッカの問いかけに、シルヴィアは我に返った。

「……まったく違和感はありません。まさしく、これはランスロットが私に献呈してくれた聖騎甲アークと同じものです」

「ふむ。エーコの才能が、意外な形で発揮されたというわけか。型破りというか、掟おきて破りというか……まあ、こんな事態だ。きっとランスロットも許してくれるだろう」

　レベッカは苦笑を浮かべている。

　と、シルヴィアが突然、エーコの身体をギュッと抱きしめてきた。

「ちょっ、どうしたの!?」

「ありがとう、エーコ。お前のおかげで、私は戦うことができる」

「ど、どうせなら、感謝の気持ちは行動で示してほしいわね！　アッシュのことは大人おとなしく、あたしに任せるとか」

「いや、それとこれとは話が別だ」

　真顔で応じると、シルヴィアはエーコから手を離す。

　ちっ……と舌打ちするエーコ。

「「むぅ～」」

　しばし睨にらみ合うも、やがてエーコはぷっと吹きだした。

　シルヴィアも釣られて笑う。

　こんな事態だというのに、エーコとシルヴィアの間に流れるのは、不思議なくらい温かな空気だった。

「──あまり和んでいる余裕はないぞ、ふたりとも」

　と、レベッカが苦笑を引っこめて、注意を促してきた。

　エーコはハッとして我に返る。

　シルヴィアも表情を引きしめた。

「現状、不確定要素があまりに多すぎるが、確かなことはふたつだ。敵はエーコを狙ねらうと同時に、学院内の竜族を支配した。そして、竜族に学院を破壊させている……。敵もいよいよ、なりふり構わなくなってきたというわけだ」

　レベッカは腕を組むと、慎重な顔をして言葉を続けた。

「連中がどんな秘術を使ったのかはわからない。だが、クー・フリンですら対抗できなかった相手だ。おそらく学院内のドラゴンは、すべて正気を失ったと考えたほうがいい。唯一の例外はエーコだが──」

「ねえ、ちょっと待って！」

　エーコは急に居ても立ってもいられなくなり、口を挟んでいた。

　急にひどい胸騒ぎを覚えたのである。

「どうした、エーコ？」

「アッシュは大丈夫なのかしら!?　帝国軍の連中、あたしがシルヴィアの部屋に寝泊まりしていたことまで調べ上げていたのよ？　もしかしたら、アッシュがどこの病院に入院しているのかだって、突き止めているかもしれないわ……」

「確かに、敵はエーコをピンポイントで狙ってきた。エーコの騎士であるアッシュを放置しておくほど、甘い連中ではないだろうな……」

　レベッカが憂慮の表情を浮かべたそのときだった。




『こんなところにいたのね。アヴァロン聖竜皇家の末まつ裔えい、幼竜エーコ……』




　突如、エーコの視界が暗黒に染まったのである。

　そして、目の前に全裸の少女が現れた。

　暗くら闇やみの中、少女の肌だけが真珠のように輝いている。

　どこか儚はかなげな、楚そ々そとした少女。

　ただし、その双そう眸ぼうには漆しつ黒こくの石が埋まっているのだった。

「……冥星石プルートウ!?」

『その通りよ。私はセレスティーナ・ラフォンとは違って、研究所で人工的に生みだされた〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉──』

　少女の言葉に、エーコは戦せん慄りつした。

　まさか、再びその単語を聞くことになろうとは思ってもいなかったのである。

『さあ、私の歌をお聴きなさい。そして、あなたも私の〝使い魔〟となるのです』

　少女は会話を打ち切るように、歌い始めた。

　残酷なほどに澄みきった歌声が、少女の唇から紡ぎだされる。

「冗談じゃないわ！　誰だれがあんたなんかの……」

　エーコは衝動的に耳をふさいだものの、無意味だった。

　少女の妖唱は、容赦なくエーコの頭に流れこんでくるのだ。

　音楽の知識は皆無に等しいエーコだが、綺き麗れいな旋律だと思った。

　歌詞は帝国語なのだろう。

　その意味はわからないが、角張った感じの発音が特徴的だった。

「くっ……嫌よ！　あたしは絶対に、あんたなんかに──」

　──ぱしっ！

　その刹せつ那な、エーコは左の頰ほおをはたかれて、闇やみの中から引き上げられた。

「おい！　しっかりしろ、エーコ！」

　シルヴィアが心配そうに、エーコの顔を覗のぞきこんでいる。

　はたかれた頰が熱を帯びて、じんじんと痛む。

「どうした、エーコ？　なにか感じたのか？」

　脇わきから訊たずねてきたのは、レベッカだった。シルヴィアと同じく、心配そうにエーコを見つめている。

　どうやら自分はよほど惑わされていたのだろう……と、エーコは情けなく思った。

「……不思議な女の子が、目の前に現れたの。人工的に生みだされた〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉だと語っていたわ」

　エーコは少女の相そう貌ぼうを思いだした。

　たちまち、一同の顔に戦慄が走る。

「ねぇ、信じられる？　あの子、両眼に冥星石プルートウを埋めこまれていたの。しかも、妙な歌を歌っていたわ。きっとあの子の歌を聴いた竜族は、正気を失ってしまうのよ！　あたしだって、シルヴィアに引き戻されていなければ、危なかったかも……」

「なんということだ……。では、エーコが見たというその女の子が、この事態を引き起こした張本人というわけだな」

　シルヴィアは眉まゆ根ねを寄せている。

「〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉といえば、セレスさんが真っ先に思い浮かびますわね。ですがセレスさんの場合、自分が分泌した結晶をトリスタンに埋めこむ必要がありましたのに──」

　ジェシカがハッとして、セレスについて言及すると、

「歌を聴かせただけで……竜族を服従させる技。とても、厄介……」

　今度はルッカがたどたどしい口調でつぶやいた。

「──みんな、よく聞いてくれ」

　やがて、レベッカが重々しく告げた。

「相パ棒ルを奪われた今、もはや我々は一般学生と大差ない。まともに闘えるのは、聖騎甲アークを装備しているわたしとシルヴィア。そして、コゼットさんくらいだろう」

　誰だれもが固唾かたずを吞のんで、レベッカの言葉に聞き入っている。

「間の悪いことに、ロートレアモン聖竜騎士団のお偉方は、ヴェロニカ王女を連れてフォンティーン城に帰ってしまった。いつものことだが、即時の救援は望めない。もっとも……ウルスラ団長には申し訳ないが、今さら騎士団が駆けつけたところで、相パ棒ルを奪われておしまいだった可能性もある」

「あの、会長？　ちょっといいですか？」

「なんだ、シルヴィア？」

「あまりにタイミングが良すぎる気がします。我が父オズワルドの処刑が発表され、アンサリヴァンの護まもりが手薄になった途端、今度は帝国兵が襲撃してきた……。しかも、元々はユリエル王子の手札だった〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉を、今度は帝国軍が使ってきたのです。奇妙な符合を感じるといいますか……」

「うむ、シルヴィアのいう通りだ。これは最悪の想像だが……もしかすると、王国側は騎士国を併合するという目的のために、帝国と手を組んだのかもしれない」

「なんですって!?」

　レベッカの推測に、エーコは愕がく然ぜんとした。

「……この作戦、耄もう碌ろくしたザカライアスⅢ世のものではあり得ない。ゼノグラヴィア戦争を実際に体験しているシェブロン王が、帝国と手を結ぶとは思えないからな」

　レベッカの言葉に、シルヴィアが相づちを打つ。

「それに、シェブロン王は病に倒れたとも噂うわさされています。やはり、すべてはユリエル王子の陰謀でしょうか？」

「ああ。証拠はないが、おそらく……」

　レベッカが慎重な顔で答えたそのとき、

　──どぉん！　どごぉおおおおおおおおお……！

　竜族が建物を破壊する音が、ひときわ大きく響いた。

　もはや一刻の猶予も許されない──。

「よし、戦力をふたつに分けよう」

　レベッカは改めて、一同の顔をぐるりと見わたした。

「Ａチームは全校生徒の避難を担当する。一方、Ｂチームは病院に赴き、アッシュを保護するんだ。問題はチーム分けだが……」

　たちまち、エーコたちはレベッカに詰め寄った。

「Ｂチームに決まってるでしょ！」とエーコ。

「私もＢチームを希望します！」とシルヴィア。

「わたくしもＢチームがいいですわ！」とジェシカ。

「……Ｂチーム」とルッカ。

「こらこら、ちょっと待て」

　なにを思ったのか、レベッカはきびすを返すと、つかつかと戸口に歩みよった。




「……すまん、ちょっと込み入った話があるのでな」

　レベッカは室外に殺到していた女子たちに断ると、半開きになっていた扉をぱたんと閉ざした。

　いつの間にか、エポナ舎の女生徒たちは王室専用ルームの通路にまで入りこみ、寝室の戸口まで忍びよっていたのである。

　生徒会役員たちが、全校生徒の避難誘導よりもアッシュの救出を望んでいる姿を、一般生徒に見られるのはさすがにまずい。だからこそ、レベッカは扉を閉ざしたのである。

　とはいえ……レベッカはこっそりと自じ嘲ちようする。

「わたしとて、できればアッシュを助けに行きたいのだが……。生徒会長として、そんな自己主張をするわけにもいかないな」

　自然と溜ため息いきが漏れたが、レベッカは再び表情を引きしめると、エーコたちのもとに颯さつ爽そうと戻るのだった。





"Königin der Nacht II ～A.S.B.1365.11～" is closed.








第六話　魔竜襲撃









　アッシュはブルッと身震いして、急に目覚めた。

　室内は真っ暗だ。カーテンの隙すき間まから、ほのかに月明かりが射さしこんでいる。

　なんとなく外が騒がしい気がしたが、病院内は廃はい墟きよのごとく、ひっそりと静まり返っている。

　病院の消灯時刻は早いので、静かなのはいつものことだ。が、今夜に限って、その静けさが不気味に思えてしまうのは、どういうことだろう？

　とりあえず、アッシュは枕まくら元もとの銀時計を確認しようとして、

　──もにゅ。

　右手が握りしめたなにかが、この世のものとも思われないほど甘美な柔らかさを伝えてきた。単に柔らかいだけでなく、熱も帯びている。生き物に特有の温かさだった。

「うわわっ！」

　驚いて跳ね起きた瞬間、傷口がズキリと痛む。苦痛に顔をしかめつつ、枕元の竜りゆう華が灯とうを点つけた。

　幻想的なオレンジ色が、病室を柔らかに満たす。

　竜華灯が照らしだしたのは、白衣の天使だった。

「ええっ!?」

　ナース帽に白衣。長い髪は三つ編みにしてひとつに束ね、肩先に下ろしている。どこから見ても、看護師以外の何者でもなかった。

　看護師はアッシュのベッドに潜りこんで、熟睡している。すぅすぅ……と、規則正しい寝息が聞こえてきた。光の加減で、その顔立ちはよく見えない。

「……………………」

　アッシュはごくりと生なま唾つばを吞のみこんだ。

　白衣の胸もとをグッと押しあげる、ふたつの隆起が視界に飛びこんできたのだ。今にも胸もとのボタンが弾はじけ飛んでしまいそうだった。

　不可抗力とはいえ、自分が鷲わしづかみにしてしまったものの正体を悟り、アッシュは頰ほおに血を上らせる。

　それにしても、どうして自分は看護師に添い寝されているのだろう？

「……妙だな。こんな色っぽい看護師さん、この病院にいたか？」

　アッシュはドキドキとしつつ、看護師の顔をじっくりと覗のぞきこんだ。

「ん？」

　よく見ると、ナース帽の両脇わきには鋭い角が生えている。

　アッシュはようやく、看護師の正体に気づいた。

「ナヴィーじゃないか！　なにやってんだよっ!?」

　先日と同じく、ナヴィーは実体化していた。

　本来、竜種の記憶ドラグワースであるナヴィーには実体など不要なのだが……。

　ナヴィーはぱちりとまぶたを開くと、悪戯いたずらっぽい微笑を浮かべた。

　どうやら狸たぬき寝入りだったらしい。ゆっくりと上体を起こす。緩慢であるがゆえに、その一挙一動は艶つやっぽくて、アッシュは目のやり場に困った。

　と、ナヴィーの右手がアッシュの太ももに触れた。かなり際どい位置だった。

「……っ！」

　ただそれだけで、アッシュの身体はビクンと反応してしまう。

「ふふっ」

　ナヴィーは嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべると、アッシュの耳もとに唇を寄せた。

　カリッと耳たぶを甘あま嚙がみされる。

「うっ……！」

　尾てい骨から突き上げるような快感が走り、アッシュはのけ反った。

　甘い吐息が、アッシュの耳じ朶だからうなじにかけてを包みこむ。

「あなたって、感じやすいのね」

「ナヴィーが上う手ますぎるんだよ……。それより、その格好はどういうわけだ？」

　アッシュは喘あえぎつつも、なんとか質問を飛ばした。

「あら。今のあたしは、アッシュ専属の看護師よ。だから添い寝してあげてたの」

「それは看護師の仕事じゃないだろ！　大体、どうして看護師なんだ？」

「だって、つい先日……あなたったら、レイモンから『白衣の天使はいるのか？』と訊かれて、『残念ながら、この病院の看護師はベテランばかりだよ』と答えていたでしょう？」

　そういえば──入院してから間もなく、レイモンとの間にそんなやり取りがあったような気もする。まさかナヴィーに聞かれていたとは思わなかったが。

「ふふっ。あなたがオバサンたちに辟へき易えきしていたようだったから、あたしがサービスしてあげることに決めたの」

「いや、別に辟易なんてしてないけどな……。にしても、せっかくの白衣姿なんだ。どうせなら、昼間に見てみたかった気もするけど」

　アッシュは冗談めかして、そんなことをいってみた。

　と、ナヴィーは急に拗すねた顔をして、ぷいっと横を向いてしまう。

「……だって、朝は診察だの検査だのが入っているし、昼間は見舞客が絶えないし。夜にならないと、あたしの出る幕がないんだもの」

「ナヴィー……」

　大人おとなびたナヴィーが、子どものように拗すねている。

　その表情も仕草も色っぽくて、アッシュはドキドキとなってしまう。

「あら──」

　と、ナヴィーはなにかに気づいたように、急に真顔になった。

「どうした？」

「……ごめんなさい。エーコに呼ばれたから、ちょっと待っててね」

　ナヴィーは目を閉じると、なにやら呪じゆ文もんらしき言葉をつぶやいている。

「エーコに……？」

　アッシュは眉まゆをひそめた。なにかあったのだろうか？　まだ夜中だし、エーコならシルヴィアの部屋で熟睡しているはずだが……。

　そのとき、アッシュの不安感を煽あおるように、

　──ずうぅぅぅん……。

　どこか遠くで、地響きのような音がした。

　ほんの少し、床が揺れたような気もする。

「……地震か？」

　ベッドをおりて、窓を覆っていたカーテンを開きかけたアッシュだったが、

「──お待たせ」

　もう用事は終わったのか、ナヴィーが背後から抱きしめてきた。

　重量感たっぷりの乳房が、アッシュの背中に押しつけられている。

　その肉感的な肢体からは、アンサル・ハーブの甘い香りがした。

「ナヴィー……？」

　うろたえていたら、アッシュは否いや応おうなくベッドに寝かされてしまう。

　ほんの一瞬、カーテンの隙すき間まを真っ赤な夜空がよぎったような気もしたが、ナヴィーの身体に呆あつ気けなく遮さえぎられた。

「こっ、こらこら！　どこに乗っているんだ!?」

　アッシュは焦った。

　ナヴィーはアッシュの腰のあたりに騎乗しているのだ。

　白衣の裾すそと、ストッキングの合間から、雪白の肌が覗のぞいている。

　その魅惑的な太ももが、アッシュの脇わき腹ばらを左右から挟みこんでいた。

「ねえ、アッシュ？　あたしね、もう我慢できないの。あなたは、竜種の記憶ドラグワースでしかないあたしを仲間だと認めてくれた。とても嬉うれしかったわ……」

「ナヴィー？」

「あたしを抱いて、アッシュ」

「えええええええっ!?」

　驚くアッシュの前で、ナヴィーは白衣のボタンを上から順に外していく。

　ボタンは身体の右側を流れ落ちるように配置されていた。まずは鎖骨、次に胸もと、脇わき腹ばら……ひとつボタンが外れるたび、ナヴィーの素肌があらわとなっていく。

　竜りゆう華が灯とうに照らされた肌は、しっとりと濡ぬれているかのようだ。白衣の下から現れたランジェリーは、なんと黒だった。絢けん爛らんたるレースの飾りが、ナヴィーの妖よう艶えんさをますます引き立てている。

「ふふっ」

　白衣をベッドの下に落とすと、ナヴィーは妖あやしげに笑った。ただしナース帽だけはかぶったままである。病室という場所柄と相まって、まるで本物の看護師と戯れているような気がした。

「な、なあ、ナヴィー？　さっき、外で妙な気配がしたんだが……。なにか起こっているんじゃないのか？　エーコがこんな時間にお前を呼んだってのも気になるし」

　アッシュは理性を保つべく、真面目まじめな質問を飛ばした。

「大丈夫。あなたは病人なんだから、なにも気にしなくていいのよ」

「いや、しかしだな……」

「駄目よ、今は診察中なんだから。白衣のお姉さんのいうことは、ちゃんと聞いてね？」

　茶ちや化かすようにつぶやくと、ナヴィーは上体をゆっくり倒した。












　アッシュの胸板に、たっぷりとした乳房の感触が伝わってくる。

　そのまま、ナヴィーはアッシュの唇にキスをした。

「……っ！」

　唇と唇が触れ合う。

　ナヴィーのキスがそこで終わるはずもなく、情熱的な舌がアッシュの唇を割って、入りこんできた。

　甘美な舌技だった。

　アッシュは身も心も蕩とろけそうになったのだが、

　──バタン！

　突如、病室の扉が開け放たれたので、ハッと我に返った。

　あろうことか、黒ずくめの人影が突入してきたのだ。

　咄とつ嗟さに視線を走らせると、誰だれもがガスマスクで顔を隠し、短機関銃を装備している。魔導式ではなく、機械式の銃器である。

　防具にしても、騎士用の甲かつ冑ちゆうとは根本的に違う。真っ黒な戦闘スーツの上にベストを装着し、編み上げブーツを履いていた。随所に機械装置が取り付けられているのも特徴的だ。

　その武装から、アッシュは察した。

　──まさか帝国軍……!?

　アッシュが戦せん慄りつしている間にも、兵たちは素早く展開し、ベッドを取り囲む。

　冷たい銃口が五つ、アッシュとナヴィーに突きつけられる。

「くそっ！　どうして──」

　アッシュは慌てて飛び起きようとしたのだが、ナヴィーが許さなかった。

「駄目よ。あなたは、じっとしていて」

　戸惑うアッシュに馬乗りになったまま、ナヴィーは兵士たちに鋭い一いち瞥べつをくれた。

「無粋な人たちね。どうせ来るなら、あと十五分は待ってほしかったわ」

「……ちっ。まだガキのくせして、看護師をたぶらかすとはな。さすがはアヴァロンの騎士といったところか！」

　兵士のひとりが、忌々しげに舌打ちをする。ガスマスクごしに漏れ聞こえたのは、訛なまりは強いがシェブロン語だったので、アッシュにもなんとか理解できた。

「そこに食いつくのかよ!?」

　ナヴィーに押し倒されたまま、アッシュは思わず叫んでいた。

　もっとも傍はたから見れば、アッシュが看護師と甘い夜を過ごしているようにしか見えないのも、事実なのだろう。

「アヴァロンの騎士、アッシュ・ブレイク。貴様の身柄を拘束する──」

　シェブロン語を話せる兵士が、冷然と宣告を下したそのときだった。

　──ずがぁああああああああああああああああん！

　地鳴りのような轟ごう音おんがほとばしる。

　驚くと同時に、アッシュは視線を窓の外に走らせた。

　カーテンの隙すき間まから覗のぞいているのは、真っ赤に染まる夜空だった。

　その方角から察するに──。

「学院が……燃えている……!?」

「くっくっ……その通りだ。見るがいい！」

　兵士はアッシュのつぶやきを聞き留とめると、喉のどの奥おくで笑った。そして、ご丁寧にもカーテンを全開にしてみせたのである。

　アッシュは啞あ然ぜんとして、窓の外を眺めやった。

　信じがたい光景だった。

　学院の敷地内、そのあちこちから炎が噴き上がっているのだ。

　しかも、ギャアギャアと耳障りな鳴き声が聞こえてくる。

　赤く染まった夜空を背景に、狂ったように飛び回っているのは──どう見ても翼竜ストラーダだった。

　学院内で暴れているのは、竜族なのだ……！

　ついには、市街地全体に警鐘サイレンが響きわたる。

「噓うそだろ？　なにが起こっているんだ？」

　やがて、病院内も騒然となった。

　騒ぎを聞きつけた職員や患者が慌てているのだろう。

　だが、今のアッシュにはなにもできない。

　今しも五人の兵士は、じりじりと包囲網を狭めてくるのだ。

「ふふっ」

　それでもナヴィーは悠然と笑いつつ、アッシュに騎乗している。

　ナヴィーがなにを考えているのか、アッシュにはわからない。仕方なく、シェブロン語を話す兵士に質問をぶつけてみた。

「俺おれをどうするつもりだ？」

「我らは一介の兵士にすぎぬ。すべてはクラウス様の意思のもとに」

「クラウス……？」

　誰だれのことだろう……と、アッシュは本気で考えたが、ようやく思いだした。

　例のヴァン＝デンハル辺境伯である。

　最近はシェブロン王国の動きに気を取られていたので、すっかり忘れていたのだ。

「今さらヴァン＝デンハル辺境伯が俺になんの用だ？　元々、エーコに手を出してきたのはそっちなんだからな。俺たちに復ふく讐しゆうするつもりだっていうのなら、お門違いもいいところだと思うぞ？」

「……いったであろう？　我らはクラウス様の手て駒ごまにすぎぬ。それより、女。我らの姿を見られたからには、生かしておくわけにはいかぬ。看護師を手にかけるのは忍びないが、運がなかったな」

　兵たちの銃口が、いっせいにナヴィーを向いた。

「やめっ……！」

　今度こそ飛び起きて、ナヴィーをかばおうとしたアッシュだったが、

「あら。運が悪かったのは、あなたたちよ」

　ナヴィーは妖よう艶えんに微笑ほほえむと、アッシュと折り重なるようにして、ベッドの下に転がり落ちた。

　急に視界が暗転する。

　ナヴィーが、自分の豊かな双丘の谷間にアッシュの顔を挟みこんだのだった。

「もふっ！」

　アッシュがびっくりして、言葉にならない叫びをあげた直後だった。

　──どおおおおおおおおん！

　窓ガラスどころか、壁一面を突きやぶり、蒼氷色アイスブルーの流れ星が飛びこんできたのである。

「我は騎士王家の第四王女にして、聖天竜騎士アーク・ドラグナー──シルヴィア・ロートレアモン！　この名を聞いて恐れを抱かぬ者は、かかってくるがいい！」

　煌きらめく聖騎甲アークをまとった姫騎士は、五人の武装兵を前に、威い風ふう堂どう々どうと名のりをあげた。

　その手には、優美さと豪壮さを兼ねそなえた固有魔装──聖騎銃アロンダイトの威容が収まっている。

「ちょっと、シルヴィア？　なにひとりで目立ってるのよ!?」

　と、シルヴィアの小こ脇わきに抱えられていたエーコが、憤然として着地した。竜族にふさわしく、苛か烈れつな眼まな差ざしで襲撃者を睥へい睨げいする。

「あたしの騎士アツシユを襲うなんて……。あんたたち、絶対に許さないんだから！」

「バカな、なぜ幼竜エーコが!?　奴らめ、しくじったのか……？」

　兵士のひとりが愕がく然ぜんとしてつぶやいたが、

「聖騎銃アロンダイト──〝王家の聖槍斧ロイヤル・ハルバード〟！」

　シルヴィアは意にも介さず、凜りんとした声で叫んだ。

　アロンダイトが発光し、その本体が重厚な金属音とともに変形を始める。最後に銃口から魔力が放出され、まさしく槍斧ハルバードの穂先を構築し、そのまま定着。

　またたく間に、アロンダイトは聖槍斧に変へん貌ぼうを遂げた。

　狭い室内では、聖騎銃の魔弾は破壊力が大きすぎる。そのため、シルヴィアは新たな戦闘スタイルを編みだしたのだろう。

「はあっ！」

　シルヴィアの気合がほとばしる。

「くっ！」

　ひとり目の兵士は、咄とつ嗟さに短機関銃を横に向け、楯たて代わりとした。が、魔力で構築された刃は、鋼鉄だろうと容赦なく破断する。その断面は熔よう岩がん色で、溶解していることがわかった。帝国が誇る短機関銃は、一瞬でガラクタと化した。

　シルヴィアは聖槍斧を優雅に回転させると、銃床で兵士の後頭部を殴り、呆あつ気けなく昏こん倒とうさせた。続けざま、次の兵士に穂先を向ける。

「あたしのことも忘れないでよねっ！」

　エーコもまた、手近な兵士に突進する。

　持ち前の怪力を利用して、兵士の身体にしがみつくと、力任せに放ほうり投げた。

「うわあああああああああっ！」

　兵士は綺き麗れいな放物線を描くと、夜空に吸いこまれていった──。




　エーコとシルヴィアが五人の武装兵を一掃するのに、一分と要さなかった。

　ただし、アッシュの無事を確認するなり、エーコもシルヴィアも目くじらを立てた。

　厳密には、ナヴィーの存在が問題なのである。色っぽい下着姿のまま、アッシュと抱き合っているのだから。












「……で、あんたたちは一体、ふたりきりでなにをしていたわけ？」

　床に落ちていたナース服を、エーコは無造作に拾いあげた。

「返答によっては、ただではすまさんぞ？」

　シルヴィアのほうは甲かつ冑ちゆう姿であるだけに、その威圧感はエーコ以上である。

「いやいや、もっと大事なことがあるだろ！　学院でなにが起こっているんだ!?」

　アッシュは真顔になると、窓のむこう、紅ぐ蓮れんに染まった夜空を指さした。
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　エーコとシルヴィアは怒りを収めると、大まかな事情を説明してくれた。

　数刻前、エーコを拉ら致ちすべく襲撃してきた兵士たち。

　同時進行で、竜族たちが正気を失い暴走を始めた。

　病室からでは、夜空を舞う翼竜ストラーダが何体か確認できただけだが、実際にはすべての竜族が暴れているという。聖竜マエストロも例外ではないそうだ。事実、シルヴィアはランスロットに騎乗できず、聖騎甲アークに蓄積された魔力を使って飛んできたのだった。

　そして、新たに出現した〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉──エーコが幻視したという、両眼に冥星石プルートウを埋めこまれた少女。

　竜族が暴走したのは、その少女の歌声が原因らしい。

　少女の背後にはヴァン＝デンハル辺境伯クラウスがいるようだが、レベッカの推測によれば、この事態にはユリエル王子も関かかわっている可能性があるという。

　最悪な展開だったが、ただひとつ、エーコがランスロット製の聖騎甲アークを複製し、シルヴィアに献呈したという一点については、誇らしく思った。

「よくやったな、エーコ」

　アッシュは自然と笑みをこぼすと、エーコの頭を撫なでる。途端、エーコは真っ赤になって、もじもじと太ももをすり合わせた。

「あら……竜族が急に大人おとなしくなったみたいよ？」

　そのとき、ナヴィーが怪け訝げんそうにつぶやいて、学院方面を眺めやった。

　アッシュも外に視線を走らせた。

「本当だ。あんなにも鳴き喚わめいていたのに……」

　今も学院のあちこちで炎は燃え盛っているが、竜族の鳴き声は途絶えている。

　夜空を旋回していた翼竜ストラーダたちも羽を休めているのか、姿が見えない。

「……冥星石プルートウの効果が切れたのか？」

　アッシュが一いち縷るの望みをこめてつぶやいたが、

「いや。ランスロットに呼びかけてみたが、なんの反応も返ってこない」

　シルヴィアはあっさりと否定した。

「この距離だと、人類あんたたちには聞こえないでしょうけど……あたしの耳には、まだ聞こえているわ。あの女の子は、今も歌い続けている……」

　エーコも警戒心を解いてはいなかった。

「そういうエーコは大丈夫なのか？　竜族に影響するってことは、エーコにだって……」

　アッシュは心配して、エーコの顔を覗のぞきこんだ。

「ふん！　このあたしを誰だれだと思っているの？　アヴァロンの皇女であるあたしに、あんな精神攻撃が効くはずもないでしょ！」

「そうか？　あのとき私が引っぱたいてなかったら、お前も危なかった気もするが？」

　シルヴィアが半眼を向けてきたので、エーコは真っ赤になった。

「なんですって！」

「待て待て！」

　今にも口論が始まりそうな雰囲気だったので、アッシュは強引に遮さえぎった。

「とにかく、このまま事態を傍観しているわけにはいかないな。これは間違いなく、アンサリヴァン史上最大の危機だと思う」

　アッシュの言葉に、シルヴィアは冷静さを取り戻した。

「そうだな。まずは、敵側に知られてしまったこの病院を出るとしよう。アッシュを保護し、無事な場所に避難させるのが、私とエーコ──Ａチームの任務だからな」

「……それもそうね」

　まだ不本意そうではあったが、エーコも納得する。

「歩けるか、アッシュ？」

　シルヴィアは腕を伸ばすと、右横からアッシュの身体を支えてくれた。

「ありがとう、姫様」

　アッシュが答えると、今度はエーコが左横から手を伸ばしてきた。

「エーコもありがとな」

　しかし、エーコはぷいっとそっぽを向いた。照れた顔を見られたくないらしい。アッシュは苦笑した。

「じゃあ、行きましょうか。白衣の天使も付いていることだし、あなたは大船に乗った気分でいればいいのよ」

　と、ナヴィーが冗談めかして、アッシュに妖よう艶えんな流し目をくれた。いつの間にか、再び看護師の制服を着用している。

「それは単なる仮装コスプレだろうが……」

　頭痛に耐えるような顔をして、シルヴィアは嘆息した。

　エーコも苦虫を嚙かみつぶしたような顔になる。

　だが、ナヴィーのおかげで場が和んだのも事実だった。

　かくして──。

　騎竜学院の制服に着替えたアッシュは、エーコとシルヴィアとナヴィーとともに、病院をあとにした。
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　警鐘サイレンは延々と鳴り続け、冷たい夜気を震わせている。

　アッシュ、エーコ、シルヴィア、ナヴィーの四人が病院を抜け出した途端、騒然とした気配がひしひしと伝わってきた。

　真夜中だというのに、道端には野や次じ馬うまが溢あふれている。

　民家の窓も開け放たれ、不安そうな顔がいくつも覗のぞいていた。

　大通りには、竜車や馬車が駆け巡っている。保安官たちが血相を変えて、学院を目指しているのだった。

　シルヴィアの聖騎甲アーク姿は人目につくので、なるべく物陰に隠れつつ、アッシュたちは前に進む。

　だが、まだ目的地は定まっていない。まずはアッシュ自身がどこに潜伏するか、一刻も早く決めねばならなかった。

「──おい、竜族が移動を始めたぞ！」

　そのとき、野次馬のひとりが叫んだ。夜天の一角──学院上空を指さしている。

　市民もいっせいに、夜空を見上げる。

「ついに動きだしたか……」

　シルヴィアは苦々しげにつぶやくと、聖騎銃アロンダイトを構え、なにやら呪じゆ文もんを唱えた。

　途端、宙に平面上の仮想画面が構築され、そこに拡大映像が映しだされる。照準機能の一種らしい。

「──！」

　アッシュは声を吞のんで、映像に見入った。エーコとナヴィーも覗きこむ。

　先頭の巨竜は毛並みこそ闇やみ色だが、間違いなくクー・フリンだ。その頭部には、長身瘦そう軀くの青年と、顔の上半分を金属製品で覆い隠した少女の姿があった。

　青年のほうには、見覚えがあった。

　ヴァン＝デンハル辺境伯クラウスだ。よほど居心地がいいのか、得意満面である。

「あの女の子よ！　ほら、今も歌ってる！」

　少女の姿を見て、エーコが叫んだ。

　どうやら、その少女が冥星石プルートウを使っている張本人らしい。

　距離があるので声は聞こえないが、そのたたずまいはオペラ歌手を彷ほう彿ふつとさせる。エーコのいうとおり、竜族を使役するための妖唱を響かせているのだろう。

　クー・フリンの後方には、ランスロットとガウェインとアリアンロッドが続いている。どの聖竜マエストロも、やはり漆しつ黒こくの竜と化していた。

　そのさらに後方を飛んでいるのは、翼竜ストラーダの群れだった。

　──どんっ！

　すさまじい衝撃波とともに、クー・フリンが加速する。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん！」

　壮絶な雄お叫たけびとともに、市街地上空を一直線に横切った。

　エーコとシルヴィアに支えられていなければ、アッシュは風圧に負けて吹き飛ばされていただろう。

　事実、野や次じ馬うまたちの多くがバランスを崩し、その場で転倒していた。

　続けざま、ランスロットもアッシュたちの頭上を通過する。

　シルヴィアは無念の眼まな差ざしで、その姿を見送った。

　さらにアリアンロッドとガウェインが続き、翼竜ストラーダが群れを為なす。

　まるで、竜族による飛行部隊を見せつけられた気分だった。

　すべての翼竜ストラーダが夜空の果てに消え、市街地は先ほど以上に騒然となった。

　と、急になにかを思いだしたように、シルヴィアが小首を傾かしげた。

「そういえば、トリスタンの姿がなかったようだが？」

　いわれて初めて、アッシュもその事実に思い至る。

「確かにな。無事だといいんだけど……」

　アッシュが答えたそのときだった。

　──ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごっ……！

　今度は、遠くから地鳴りめいた轟ごう音おんが伝わってきたのである。

「これって、まさか！」

　アッシュにとっては、耳に馴な染じんだ騒音だった。

　騎竜走ドラグ・レーシングでは必ず聞かれる、地竜アーシアの群れが響かせる足音……！

「危ない！」

　シルヴィアが機転を利かせ、アッシュとエーコを歩道の側に引きよせる。

　直後、大通りを暴風が通過した。

　暗黒に染まった地竜アーシアの群れが、怒ど濤とうのごとく走り抜けたのだ。

　あの中にブリギットもいるのだろうか……と思うと、アッシュは奥おく歯ばを嚙かみしめた。ブリギットはレイモンの相パ棒ルだが、アッシュにとっても縁の深いドラゴンなのだから。

　と、ナヴィーが急にその場でひざまずくと、地面に手のひらを押し当てた。

「どうしたんだ、ナヴィー？」

　アッシュが訊たずねると、ナヴィーは真顔で振り返った。

「……地下水路を経由して、水竜ハイドラの群れも移動しているわね。とりあえず、冥星石プルートウに操られているドラゴンは、すべてアンサリヴァンから立ち去ったみたいだけど」

　その言葉で、アッシュはホッと安あん堵どした。クラウスがなにを目もく論ろんでいるのかは気になるが、とりあえず学院都市の危機は去ったのだ……。

「あれっ……？」

　突然、アッシュはがくっと膝ひざをついた。身体が砂袋のように重い。頭がガンガンする。脇わき腹ばらの傷口が、ジンジンと熱を帯びているのがわかる。

　気を抜いた途端、身体が怪け我がのことを思いだしたかのようだった。

「「アッシュ？」」

　エーコとシルヴィアに呼ばれた気がしたが、石造りの地面が視界一杯に迫り──アッシュの意識は闇やみに吞のみこまれた。
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「アッシュ！　アッシュ……！」

　エーコは地面に膝をつくと、倒れたアッシュに何度も呼びかける。

　だが、アッシュは既に気を失っていた。

「しっかりしろ、アッシュ！」

　シルヴィアも真っ青になって、アッシュの肩を揺さぶっている。

　と、ナヴィーが真剣な顔をして、アッシュの額に手を触れた。まるで本物の看護師のように。

「駄目、熱が高いわ。すぐにどこかで休ませないと……」

　ナヴィーは渋面をつくると、エーコとシルヴィアの顔を交互に見やる。

　普段は余裕ぶった笑みを絶やさないナヴィーが、これほど真剣な顔をしているのだ。エーコの不安は募るばかりだった。

「こうなったら、病院に引き返すしかないか……」

　シルヴィアが奥おく歯ばを嚙かみしめたそのときだった。

　一台の竜車が猛スピードで通りすぎたかと思うと、途端に急停止して、エーコたちの前方に戻ってきたのである。

「──さあ、乗るんだ！」

　声をかけてきのは、御者ではなかった。客車の中にいる男が、窓から顔を覗のぞかせているのだ。フードを被っているため、顔はよく見えない。

「なんなのよ……？」

　エーコは逡しゆん巡じゆんした。どうやら救いの手をさしのべてくれたようだが、見ず知らずの人間に「乗れ」といわれて、大人おとなしく付いていく気にはなれない。

　ところが、そこでシルヴィアが予想外の行動に出た。

　すっくと立ち上がると、馬車に向けて大声を張りあげたのである。

「お願いします！」

「ちょっと、シルヴィア？」

　エーコは啞あ然ぜんとして、シルヴィアを見上げた。

　ところが、シルヴィアは自信に満ちた顔をして、

「大丈夫だ、エーコ。あの人なら信頼できる！」

　そう断言したのだった。
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　アッシュを客車に運び終えると、竜車は発進した。

　座席は対面式だが、片方にはアッシュを寝かせ、エーコが膝ひざ枕まくらを提供した。

　シルヴィアは悔しそうな顔をしたが、聖騎甲アークを装備している以上、膝枕などできるはずもない。不承不承ながらも、床に腰をおろした。

　ナヴィーはアッシュの脇わきに膝をつき、看護師よろしく献身的に立ち働いている。今は額の汗を拭ぬぐってやっていた。

「──で、あんたたちは何者なの？　シルヴィアとは知り合いみたいだけど……」

　エーコは警戒心を解くことなく、対面の席に座るふたりを見やった。

　一方は男性だが、まだフードを目深にかぶっている。

　漆しつ黒こくの外がい套とうは薄汚れていて、旅人のような趣が感じられた。潑はつ剌らつとした声から察するに、まだ青年といったところだろう。

　その隣には、若い女の姿があった。癖のある髪を肩先まで垂らし、冬場にもかかわらず胸もとは大胆に開けている。肉感的な太ももを覆う網タイツが、妖あやしげな魅力を醸しだしていた。

　まるでおとぎ話に登場する冒険者みたい……と、エーコは思った。

「ははっ。まだわからないのかい？」

　男のほうは苦笑を漏らすと、ようやくフードを下ろした。

「……あっ！」

　たちまちエーコは叫んだ。

　現れたのは──深紅のメッシュが入った銀髪と、鋼鉄の仮面。

　仮面を装着していても、その肌は白はく皙せきで、鼻び梁りようはスッと通っている。美男子であることを窺うかがわせた。

「ミルガウス──じゃなくて、ジュリアス王子じゃないの！」

　エーコは水面みなもに顔を出した魚のように、口をパクパクさせる。

　ナヴィーは既に気づいていたらしく、特に驚く素振りは見せなかった。

　シルヴィアが即断即決した理由を、エーコはようやく悟った。ただ声を聞いただけで、相手が兄だと察知したのだろう。

「お久しぶりです、兄上。旅に出たとは聞いていましたが……まさかアンサリヴァンにお立ち寄りだったとは」

「アンサリヴァンの卒業生として、五百年祭は絶対に見逃せないと思っていたからね。実は一ヵ月も前から滞在していたのさ」

「それならそうと、声をかけてくださればよかったのに……」

「そうはいかない。ジュリアス・ロートレアモンは、世間的には竜殺しの禁忌を犯した重罪人なんだ。今の僕は、一介の旅人にすぎないのさ」

「兄上……」

「そんなことよりも──その聖騎甲アーク、とても似合っているよ。聖天竜騎士アーク・ドラグナーへの昇格、おめでとう」

「あっ、ありがとうございます……」

　シルヴィアは真っ赤になって照れていたが、急に鋭い目をすると、冒険者風の女性を見やった。

　そして、こほんと咳せき払ばらいをする。

「ところで、兄上？　そちらの女性はどなたですか？　妹としては、気になって仕方がないのですが……」

「なにをいっているんだい？　彼女はアンジェラ・コーンウェル博士──君たちの先生じゃないか」

「「えええええええっ！」」

　エーコとシルヴィアは同時に叫んでいた。
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　竜車が辿たどりついたのは、アンジェラの自宅だった。

「ねぇ。あたし、この家には悪い記憶しかないんだけど……」

　車を降りるなり、エーコは半眼になって、幽霊屋敷のような家を見上げた。ずっと放置されていたのか、春先よりもさらに荒廃した感がある。春先に誕生して間もなく、アンジェラに誘拐されたときのことは、今もしっかりと覚えているエーコだった。

「まあまあ、そういわずにお入りなさいな。アッシュ君の怪け我がも診てあげるわ」

「あんたは竜族専門でしょうが！」

　たちまち、エーコは食ってかかる。

「相手が人間だろうと竜族だろうと、医療に大きな差はないわよ」

　髪を下ろし、眼鏡を外し、白衣も脱ぎ捨て、華麗に変身を遂げたアンジェラだが、その性格だけは相変わらずのようだ。

　とりあえず、アッシュは寝室に運びこみ、アンジェラとナヴィーが看病することになった。一方、エーコとシルヴィアは居間に残り、ジュリアスと向かい合う。

　暖炉の炎が、ジュリアスの横顔を照らしている。

　真っ先に口を開いたのは、シルヴィアだった。

「兄上？　アンジェラ先生とは、どのようなご関係で……？」

「ちょっとシルヴィア！　今はそれどころじゃないでしょう！」

「いや、しかしだな。妹としては、やはり気になるというか……」

　ふたりのやり取りを眺めつつ、ジュリアスは苦笑した。

「その昔、僕とアンジェラは出会っていてね。まあ、あとはご想像にお任せするよ」

「いわれてみれば、長らくアンジェラ先生を見ていませんでした。まさか、兄上にくっついて旅をしていたとは……」

「実は、五百年祭が終わったらアンサリヴァンを発たつつもりだったのだが……」

「そうだったのですか？」

「ところが、聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの決勝戦で冥星石プルートウの存在が判明した。竜族を使役するための魔石ということで、アンジェラは興味津々になった。その結果、否いや応おうなく滞在が長引いて……今に至るというわけさ」

　ジュリアスが苦笑したそのとき、エーコの腹が盛大に鳴った。

　竜族並みの大きな音が、居間にわんわんと響く。

「……っ！」

　エーコは恥ずかしさのあまり、顔を熱くした。

　今さらながら、ずっとなにも食べていなかったことを思いだす。

「仕方がないさ。竜族の食事は、一日五回なのだからね。大した食材は残っていないが、僕がなにか作ろう」

　ジュリアスが笑顔で立ち上がり、厨ちゆう房ぼうに向かおうとしたそのとき──扉が開いた。

　アンジェラとナヴィーが戻ってきたのである。

「アッシュは大丈夫なの!?」

　エーコは空腹も忘れて、ふたりのもとに駆けよった。

「ええ、大丈夫。容態は落ち着いたわ。呼吸も脈拍も安定しているし、あとはゆっくりと静養すれば、すぐに元気になるわよ」

　アンジェラの言葉に、エーコはホッと安あん堵どする。

　緊張の糸が切れてしまったのか、涙が溢あふれそうになった。

「安心するのは早いわよ、エーコ」

　ところが、ぴしりと鞭むち打うつように、ナヴィーが鋭い声で告げた。相変わらずの看護師スタイルだが、その表情は真剣そのものだ。

「これを見て──」

　ナヴィーは壁に向けて、魔力を注ぎこんだ。

　途端、壁一面が銀幕と化す。

　映しだされたのは、夜空、草原、そしてアストレア大河の三場面だった。

　夜空を舞うは、翼竜ストラーダの群れ。

　草原を駆けるは、地竜アーシアの群れ。

　大河を遡さかのぼるは、水竜ハイドラの群れ。

　そして先頭を飛んでいるのは、ランスロットである。まるで一番槍とばかりに、全軍団を先導していた。一方、右翼にはアリアンロッド、左翼にはガウェインがいる。

　殿しんがりを務めるのは、クー・フリンだった。さしずめ司令官といったところか。

　クー・フリンの頭上には、ふたつの人影があった。

　青年と少女である。

『ははっ！　進め進め！　我が〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉よ！』

　青年のほうが、嬉き々きとして叫んだ途端、ジュリアスは愕がく然ぜんとして立ち上がった。

「あれは──ヴァン＝デンハル辺境伯クラウス！」

　ジュリアスにとって、クラウスは因縁の相手といえる。冥竜王モルドレッドに肉体を奪われ、ミルガウスとして活動していた当時、クラウスは上司だったのだ。

　クラウスの隣では、仮面で顔の上半分を覆った少女が歌っていた。

「ねえ、あんた？　帝国軍にいたんだったら、あの女の子について、なにか聞いていないわけ？」

　ふとエーコは思いついて、ジュリアスの袖を引っぱった。

　ジュリアスは目を細めて、しばらく少女を見つめていたが──。

「あの少女は、おそらくクリームヒルトだ。僕も会ったことはないのだが、噂うわさで聞いたことがある。もう完成していたとは……」

　完成──その言葉の不自然さに、誰だれもが言葉を失った。

　沈黙を破ったのは、ナヴィーだった。

「それよりも、空路、陸路、水路……経路には三つのパターンが見受けられるけど、竜族が目指しているのは一ヶ所よ。彼らは皆、北を目指しているわ」

「北だと!?　まさか……」

　シルヴィアが焦燥感もあらわにつぶやくと、ナヴィーはうなずいた。

「方角から察するに、いちばん可能性が高いのは──騎士国の首都、フォンティーンね」





"The Flames of War ～A.S.B.1365.11～" is closed.








第七話　アッシュとエーコの決意









　深夜──フォンティーン城、四階。

　執務室にて、ヴェロニカは国王代理として采さい配はいを振るっていた。

　……現状、悪い話しか耳には入ってこない。

　最も衝撃的なニュースは、既にフォンティーン市内のシェブロン王国大使館がもぬけの殻になっていることだった。

　市内のシェブロン系商人たちが次々と脱出しているのも、懸念事項だった。

　商人たちの間には、独自の情報網がある。彼らの間で「騎士国が危ない」という情報が流れたのであれば……その信しん憑ぴよう性せいは高い。

「ユリエルめ、本当に騎士国を併合するつもりか？」

　忌々しげにつぶやくヴェロニカ。

　そのかたわらには、親衛隊長のグレンが無言で控えている。

「まったく、よもや宗主国に牙きばを剝むかれるとは、予想外もいいところだ。その昔、王国と騎士国の同盟は、教皇の立ち会いのもとに締結された。王国が騎士国との盟約を一方的に破棄するということは、エスパーダ聖庁に対する冒ぼう瀆とくでもある！」

　と、ずっと押し黙っていたグレンが、遠慮がちに口を開いた。

「……姫様。このままでは、エスパーダ聖庁とて黙ってはいないでしょう。たとえシェブロン王国と一戦交えることになったとしても、大義名分は我々のほうにあります」

　グレンの言葉に、ヴェロニカはうなずいたものの、すぐに眉まゆ根ねを寄せた。

「しかし、解せんな。我が騎士国は竜族の管理を一手に担ってきた。それはつまり、竜族の庇ひ護ごを受けているということだ。竜族が本気を出せば、たとえ王国軍の全勢力が攻めこんできたとしても、恐るるに足らん。それほど強大な竜族なればこそ、騎士道精神を重んじるロートレアモン家に託されたのだ。初代騎士王パラデインダーラムの遺志を継ぎ、我がロートレアモン騎士国は決して野心を抱くことなく、竜族と共生してきた……」

「はい。専守防衛こそが、騎士国の理念です。我々は決して、竜族の力を他国への侵攻に使ったりはしません」

「ユリエルが勝算のない戦いをするとは思えんが、一体なにを企たくらんでいる……？」

　そのとき、執務室の扉がノックされた。

「入るがよい」

　入室したのは、ウルスラ騎士団長であった。

　今回もまた、ロートレアモン聖竜騎士団は後手後手に回ってしまった。とはいえ、そこは団長だけあって、ウルスラに動揺した様子はない。普段と同じく、泰然と構えているのはさすがといえた。

「新しい動きでもあったのか？」

「姫様、落ち着いてお聞きください。最新の情報によりますと、アンサリヴァン市の学院地区が炎上しているとのことです」

「……どういうことだ!?」

「学院内で飼われていた竜族が暴れまわり、校舎をはじめとする各種施設を破壊したのです。その暴れ方は、先日の冥星石プルートウ事件におけるトリスタンに酷似しているそうです」

「なるほど……そう来たか！」

　さすがのヴェロニカも、怒りのあまり椅い子すを蹴け倒たおしていた。セレスティーナ・ラフォンの他ほかにも冥星石プルートウが存在し、その秘ひ蹟せきを応用できるとするならば──少しずつ、ユリエルの策が読めてきたのである。

「それと、もうひとつ悪い報しらせが──」

　ウルスラの言葉を、ヴェロニカは軽く手を振って遮さえぎった。

「……よい。いわれなくても想像はつく。その竜族どもが、ここに押し寄せてくる──そういいたいのであろう？」

　ウルスラは無言でうなずいた。
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「こいつは驚いた……」

　オスカーは頭上を仰ぎつつ、感嘆の言葉を漏らした。

　天然の洞どう窟くつの下層には、ミラベルのいう通り、地下都市が広がっていたのである。

　地図では蟻ありの巣のように表現されているが、内部の通路は驚くほど広く、聖竜マエストロトリスタンでも四つ足で進めば通過できるほどだった。

　単に人間が住むだけの地下都市なら、通路は大人おとなひとり分もあれば充分だろう。もしかしたら、古代人は竜族の体格を考慮した上で、この地下都市を建設したのかもしれない。

　あるいは、竜族も建設工事に携わっていたのかもしれないな……と、オスカーは想像をふくらませた。

　都市の内部には、民家、礼拝堂、集会所、さらには学校と思われる区画まであった。

　巨大な通風孔が地下都市の中央を貫いているおかげで、酸素の供給に問題はない。地下にもかかわらず、肌に冷たい風を感じるのだ。

　時折、隠れ棲すんでいた魔獣に遭遇することもあったが、トリスタンに睨にらまれると、大人しく退散した。

　ただし、すべてが順調に進んだわけではなかった。

　地下都市のあちこちには、トラップが仕掛けられていたのである。

　落とし穴。じりじりと迫ってくる天井。スイッチを押すと飛来する槍。さらには通路をゴロゴロと転がってくる大岩という、ベタな罠わなまであった。トリスタンがいなければ、あっさりと殺されていたかもしれない。

　事実、地下都市のあちこちには白骨死体が転がっていた。骸がい骨こつがまとった衣類から察するに、その昔、果敢にもこの地下都市に挑戦した冒険者たちなのだろう。

　それはともかく──。

　気がかりなのは、やはり地上の様子である。

　時折、ずん……という震動が地下にも伝わってくるのだ。

　学院に侵入を果たした帝国兵たちが、本格的に作戦を開始したのだろう。

　──冥星石プルートウを両眼に宿した少女。

　その歌声による呪力を、トリスタンはなんとか克服できた。

　セレスとともに特訓した成果──〈魔人回路デイアボロス〉のおかげである。

　だが、他ほかのドラゴンたちはどうだろう？

　アッシュとエーコは大丈夫だろうか？

「一刻も早く、地上に出なければ……」

　トリスタンの機動力のおかげで、オスカーたちは既に第十九階層に差しかかっている。これが徒歩だったら、まだ第一階層を徘はい徊かいしていただろう。

　オスカーはトリスタンの頭部から降りると、長い鎌かま首くびを滑り台さながらたどり、背中に着地した。

　トリスタンの背中には、ミラベルたちが腰を下ろしている。

　オスカーがしっかりと制せい馭ぎよしているので、主人以外の誰だれかに乗られていても、トリスタンは大人おとなしいものだ。

「じっとしていてくださいね、アーニャ様」

「いたた……」

　アーニャは魔導兵から受けたダメージが残っているらしく、ユニスに介抱されていた。お腹なかに湿布を貼はってもらっている。

「……………………」

　一方、ミラベルに苦手意識を抱いているらしいセレスは、三人からやや距離を置いて、ちょこんと膝ひざを抱えていた。

　セレスの性格では仕方ないか……と、オスカーは内心で苦笑する。

「ミラベル殿下。最下層はまだなのかい？」

　オスカーが声をかけると、ミラベルは地図から顔を上げた。

「この第十九階層を攻略すれば、いよいよ最下層よ」

　誰もが砂すな埃ぼこりにまみれているのに、ミラベルだけは凜りんとして、珠のように輝いている。疲れた様子も皆無である。

　案外、ロートレアモン家の四姉妹の中で、最も芯が強いのはミラベルかもしれないな──そんなことを思いつつ、オスカーは再びトリスタンの頭部に騎乗したのだった。

　やがて、視界が開けた。

「行き止まりか……？」

　オスカーは目を細めて、周囲をぐるりと見回す。

　ドーム状の天井が特徴的な広場である。

　天井には、聖女ロサ・マリアの周囲を天使や竜族が舞うという、特に珍しくもない構図の絵が描かれていた。

　ふと、オスカーは広場の中央に目を留とめた。

　六ろく芒ぼう星せいが描かれているのだが、単なる模様ではない。

　その六芒星だけが、明らかに金属製なのだ。六芒星の各頂点には、ピンク色の竜りゆう綺き華か晶しようが埋めこまれている。

「ピンク色の結晶だと？　まさかエーコが生みだしたのと同じ……聖星石ウラノスか!?」

「たぶん、その通りよ。大昔のアヴァロン聖竜皇が生みだしたのでしょうね」

「うわっ！」

　突然、ミラベルが耳もとでつぶやいたので、オスカーともあろう騎士が、あわやトリスタンから転落するところだった。なんとかトリスタンの角にしがみつく。

「ミラベル殿下!?　いつの間に……」

「あなたも、まだまだ修行が足りないわね」

　ミラベルは涼しい顔でオスカーの特等席に立つと、六ろく芒ぼう星せいを指さした。

「おそらくは、あれこそが最下層へと至る昇降機よ」
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　──アンジェラの自宅。

　エーコ、シルヴィア、ナヴィー、アンジェラ、そしてジュリアス──居間に集まった面々の間には、深刻な空気が満ちていた。

「……ウルスラ団長には悪いが、聖竜騎士団があの軍勢を食い止められるとは思えない。冥星石プルートウの使い手をつぶす前に、飼い竜パルをことごとく奪われるのがオチだろうね」

「そんな！　クー・フリンやランスロットよりも強大な聖竜マエストロが、騎士団には何体も存在するのですよ！」

　シルヴィアが切迫した声をあげる。

「無論、ウルスラ団長もそれなりの策は練ると思う。竜族の進路から察するに、騎士団はキングスレー要よう塞さいで決戦に臨むはずだ。そこを突破されれば、フォンティーン城は丸裸も同然だからね」

　ジュリアスの言葉に、一同はうなずく。

　しばらくの間、重たげな沈黙が降りた。

　暖炉で薪が爆はぜる音だけが、時折、ぱちぱちと聞こえてくる。

「──だが、まだ希望は残されている」

　沈黙を破ったのは、ジュリアスだった。

　仮面ごし、その鋭い視線はエーコに注がれている。釣られるように、シルヴィアもアンジェラもナヴィーも、エーコを見つめた。

「……あたし？」

　エーコはきょとんとした。

　一体、ジュリアスはなにを考えているのだろう？

　ジュリアスはエーコを見つめたまま、語り始めた。

「エーコ。君はアヴァロン聖竜皇家の正統なる末まつ裔えいだ」

「なによ、今さら？」

「知っての通り、アヴァロン聖竜皇家はネハレンニア冥竜王家とともに、竜族の頂点に君臨してきた一族だ。君のドラゴンたちへの影響力──いや、支配力は、君が思っている以上に強いと僕は考えている」

「まさか、あんた……！　あたしにドラゴンたちを説得しろっていいたいわけ!?」

　エーコはブルッと震えた。

　いくら自分がアヴァロンの皇女とはいえ、怒ど濤とうのごとく進撃してくる竜族は皆、クリームヒルトに操られているのだ。

　エーコがアヴァロン聖竜皇家の威光を振りかざしたくらいで、そう易やす々やすと正気に返るとは思えなかった。

「まあ、言葉が通用する相手ではないだろう。今のエーコがどんなに声を張りあげても、ランスロットたちが聞く耳をもつとは思えない」

　ジュリアスもあっさりと認めた。

「じゃあ、どういうことよ？」

　エーコは怪け訝げんに思い、小首を傾かしげた。

　と、エーコの隣でシルヴィアがハッと顔をあげた。

「まさか、兄上……！」

「ああ。そのまさか、だよ」

　ジュリアスはシルヴィアに向けてうなずくと、再びエーコを見つめた。

「なるほど、そういうことね……」

　今ではもう、アンジェラもすべてを察したのだろう。エーコを見る目は真剣そのものだった。

　ようやくエーコにも、ジュリアスの真意が読めてきた。

　つい先ほど、ジュリアスは「今のエーコがどんなに声を張りあげても」と表現した。つまりは、少女として人類に溶けこんでいるエーコには無理ということなのだろう。

　エーコはほとんど無意識に、右手首にはめている装飾具に触れた。

　夏休みにマザー・ドラゴンから賜った、〈アヴァロンの腕輪〉。

　エーコはちらりと、ナヴィーに視線を走らせる。

　ナヴィーはなにもいわずに、真顔でうなずいただけだった。まるで、自分のもとを巣立っていく弟子を見送るような表情だった。事実、ナヴィーはずっとエーコの教官役を務めてきたのだ。

　エーコはジュリアスをまっすぐに見返した。

「つまり、竜化ドラグナイズしたあたしなら竜族の暴走を止められる──そういいたいのね？」

「すまない、エーコ。すべてを君に押しつけるのは、本当に心苦しいと思う。だが、この騎士国を救うためには、もはや君の力を借りるしか──」

「そんなの無理よっ！」

　エーコは涙目になると、衝動的に立ち上がった。

「帝国軍の連中に無理やり竜化ドラグナイズさせられたあたしは、完全に正気を失っていたわ！　今回だって、なんとかドラゴンになれたとしても、あんたたちや街を攻撃しないなんて保証はないのよ？　最悪、冥星石プルートウに操られている竜族より、もっとひどい災害を引き起こすかもしれないわ……」

　エーコが弱音を吐いた途端、ナヴィーがつかつかと歩みよってきた。

「つまり、自信がないといいたいのね？」

「くっ……」

　エーコは言葉を詰まらせた。

　ナヴィーの言葉は痛烈なまでに、エーコの胸に突き刺さった。

「仕方ないじゃない！　そうよ、自信がないのよ！　あんたたちはあたしの気持ちがわからないから！　だから、軽々しくそんなことを頼めるのよっ！」

　エーコは戸口に駆けだした。

　先ほどナヴィーとアンジェラが戻ってきたときのまま、扉は半開きになっていた。

　涙の玉を散らしつつ、扉をくぐり抜けようとして──。

　──ぼふっ！

　エーコはなにかに顔面から突っこんでしまった。

　懐かしい匂においがした。

　真っ先に視界に飛びこんできたのは、黄色いネクタイの結び目だった。

　騎竜学院──上級課程シニオス男子の制服である。

「えっ……？」

　エーコが涙でぐしゃぐしゃになった顔を上げると──。

「大丈夫だ、エーコ」

　アッシュだった。

　奧の部屋で寝ていたはずのアッシュが、エーコをしっかりと抱き留とめているのだ。

　まだ立っているのでさえ、やっとのはずなのに。

「アッシュ？　今の話、聞いてたの……？」

　ぐしゅぐしゅと鼻をすすりつつ、エーコはアッシュの顔を見上げる。

「ああ。大体は聞かせてもらった」

「アッシュも、みんなと同じ意見なの？」

「そうだな。現状、エーコに頼る以外……方法はなさそうだ」

「そう……なんだ」

　エーコはしょぼんと肩を落とす。結局、アッシュも騎士国を守るためなら、エーコの個人的な不安や恐れなんて、二の次なのかと思うと、悲しくなった。

　と、アッシュは包帯の巻かれた手を伸ばすと、エーコの頭を優しく撫なでてきた。

「アッシュ……？」

「だけどな、エーコ。俺おれの考えは、みんなとは少し違う」

　アッシュは前に進み出ると、ジュリアスをまっすぐに見つめた。

　その横顔に、強い決意が秘められていることに、エーコは気づいた。

「エーコが行くなら、俺も一緒です。俺は〈アヴァロンの騎士〉……いや、エーコの騎士だから」

「駄目よアッシュ！　今のあんたは……」

　つい先ほど、高熱を出して倒れたばかりではないか。怪け我がが完治するのだって、まだまだ先なのだ。今は絶対安静こそが大事だと、医師からも口を酸っぱくしていわれている。最悪、命取りになりかねない……。

「聞いてくれ、エーコ」

　アッシュはいつになく真剣な眼まな差ざしで、エーコの顔を覗のぞきこんだ。

　エーコは思わず、ドキリと心臓を跳ね上げる。

「騎竜学院に入った当時から、俺は〝どんなドラゴンでも乗りこなせる男〟なんて呼ばれてきた。どうして俺だけにそんな能力があったのか、いまだによくわからない。だけどな、エーコ。俺はまだ、自分がいちばん乗りこなさなきゃいけない相手を、ちゃんと乗りこなせていない。きっと今がそのときなんじゃないかなって、俺は思う」

「アッシュ……」

「やろう、エーコ。俺たちふたりで、みんなを護まもるんだ。竜化ドラグナイズしたあとのことは、騎士である俺に任せておけばいい」

　アッシュは人目もはばからず、エーコを優しく抱きよせる。

　心臓が破裂しそうなくらい驚いたが、エーコは大人おとなしくアッシュに身を委ゆだねた。

　その逞たくましい胸板に、頰ほおを押し当てる。

　背中に回された手のひらの感触が、とても温かく、心強く感じられた。

　そして──。

　アッシュはエーコの耳もとで、決然と宣言してみせた。

「俺がエーコを乗りこなしてみせる！」

　エーコは耳から蒸気が出そうなほどドキドキした。鼓動は赤ん坊のように、トクトクトクトクと高鳴っている。今にも卒倒してしまいそうなほど嬉うれしくて──。

　ふと気づけば、エーコの耳にもアッシュの鼓動が聞こえてきた。

　アッシュもまた、よく見ると頰を赤らめている。アッシュもエーコと同じくらい、ドキドキしてくれているのだ。

　もはやエーコに迷いはなかった。

「あたしのこと、ちゃんと乗りこなしてね」

　そのとき、「こほん！」とわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえてきたので、エーコはハッと我に返った。

「しまった……！」

　アッシュも慌てて、周囲の顔色を窺うかがっている。

　それでも、エーコは自分から離れようとはしなかった。

　アッシュもまた、うろたえてはいるものの、エーコの身体を離そうとはしない。

「まったく、お前たちときたら」

　咳払いをした張本人──シルヴィアが、ソファから立ち上がった。

　まさしく苦虫を嚙かみつぶしたような顔をしている。

「本来ならば、アッシュの出撃など以もつての外だ。お前は全治三ヵ月の重傷を負っているのだぞ？」

「姫様、俺おれは──」

　口を挟もうとしたアッシュを、しかし、シルヴィアは鋭い眼をして制した。

「とはいえ、そこまではっきりと見せつけられてしまったら……我々としては、もはや止めようがないな」

「姫様！」

「シルヴィア！」

　ふたり同時に叫ぶ。

　そっぽを向いたシルヴィアに、エーコは心から感謝した。

　と、今度はジュリアスが立ち上がると、

「アッシュ君とエーコ──ふたりに心から感謝する。この国の元王子として、礼をいわせてほしい」

　深々と頭を下げてきたので、エーコは面めん食くらった。アッシュもぽかんとしている。

「そっ、そんな！　頭を上げてください！」

　あたふたと慌てるアッシュの横顔を見ていたら、エーコは微笑ほほえましい気持ちになった。

　アッシュが自分の騎士で、本当に良かったと実感する。

　もはや竜化ドラグナイズへの不安だの恐怖などは、綺き麗れいさっぱり忘れていた。
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　騎竜学院──競技用グラウンド。

　レベッカが采さい配はいを振るったおかげで、なんとか学院内の戦火は収まっていた。

　全校生徒、そして教職員たちは、グラウンドの中央に避難している。そのままでは寒いし、あたりは真っ暗なので、篝かがり火びを焚たいていた。

　校舎の半数は崩壊し、男子寮アポロ舎も全焼。他ほかにも、いくつかの施設が完膚無きまでに破壊された。

　アンサリヴァン史上、かくも無惨な災厄に見舞われたのは初めてだろう。

　不幸中の幸いだったのは、建物が甚大な被害を受けたにもかかわらず、死者が出なかったことだ。軽傷者が五十名ほどですんだのは、奇跡といっても過言ではない。

　怪け我が人にんは皆、即席で張られた複数のテントに収容され、ジェシカがリーダーを務める医療班が治療に当たっている。

　副リーダーはルッカが務め、多少とも医療の心得がある生徒が手伝うことで、医療活動は順調だった。特にルッカの薬草術は効こう果か覿てき面めんで、テントの中では好評を博している。

「不安のあまり暴動が起こってもおかしくない事態だが──存外、落ち着いているな」

　全校生徒の様子を眺めつつ、レベッカがつぶやいた。

「会長のおかげですよ」

　応こたえたのは、今やレベッカの副官的存在──会計のマックスだった。お世辞でもなんでもなく、マックスは心の底からそう思っている。

　クー・フリンが死力を尽くし、レベッカに献呈した聖騎甲アークは、今も篝火の炎を燦さん然ぜんと照り返し、きらきらと輝いているのだ。

　そんなレベッカの勇姿は、希望の象徴とさえ見なされつつあった。

「エーコとシルヴィアが無事にアッシュを保護できたのかどうか……それだけが気がかりだな」

　レベッカの言葉に、マックスは重々しくうなずいた。

「はい。いくらなんでも帰りが遅すぎます──」

　マックスが苦悩の表情を浮かべたそのときだった。

「──会長、ただいま戻りました！」

　間違いなく、それはシルヴィアの声だった。レベッカもマックスも、そして全校生徒たちも、いっせいに正門のほうを振り返った。

　半壊した正門を乗りこえるようにして、一台の竜車がこちらに走ってくる。客車の窓からシルヴィアが顔を出し、手を振っていた。

「アッシュは無事です！」

　シルヴィアが笑顔で叫ぶと、レベッカもマックスも安あん堵どの溜ため息いきを漏らした。
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　アッシュ、エーコ、シルヴィア、ナヴィー、そしてジュリアスとアンジェラは、グラウンドの片隅──会議専用に張られていたテントに案内された。

　内部には竜りゆう綺き華か晶しようを動力源とする暖房器具が設置されており、怪け我がを負ったアッシュには大変ありがたかった。

　出迎えたのは、レベッカとマックスである。

　これだけの人数が集まると、テント内はぎゅうぎゅう詰めだった。特にレベッカとシルヴィアは聖騎甲アーク姿なので、余計に場所を取るのだ。

　アッシュはエーコとナヴィーに挟まれて、こんなときだというのに悶もん々もんとしていた。互いの肩先が常に密着しているのだ。

　それはともかく、ジュリアスとアンジェラまでが一緒だったことに、レベッカたちは驚きを禁じ得ない様子だった。

　まずは、シルヴィアがレベッカたちに状況を説明することになった。

「……というわけで、もはや我々の切り札はアッシュとエーコだけになりました。そこで、どんな場所でエーコに竜化ドラグナイズしてもらうか──という問題が浮上したのです」

「なるほどな。その場所を、学院のグラウンドに決めたというわけか」

　レベッカは鋭い目をして、シルヴィアとエーコを交互に眺めた。

「はい。中央広場や闘技場アリーナ、あるいは市壁の外に広がる平原……などなど、いくつかの候補地が挙がりましたが、最終的にはエーコ自身に決めてもらいました」

　シルヴィアの言葉に、エーコは遠慮がちにうなずいた。ほんの少し、頰ほおを赤く染めているのがわかる。

「こ、この学院は、あたしにとって……生まれ故郷みたいなものだから。みんなには迷惑をかけるかもしれないけど……でもね、やっぱり……ここがいいと思ったの。悪い？」

　レベッカは苦笑を浮かべると、エーコの頭に手を置いた。

「悪いはずがなかろう？　むしろ、生まれ故郷だと思ってもらえたんだ。生徒会長としては、光栄の至りだな」

　レベッカのストレートな謝辞を受け、エーコは真っ赤になった。

「では、わたしは差し支えのない範囲内で、君たちのことを生徒たちに説明する。アッシュは身体を休めて──」

「アッシュ様ぁ！」

「……アッシュ」

　レベッカの言葉を遮さえぎって、テントに飛びこんできたのはジェシカとルッカだった。

　驚いたのは、ふたりとも看護師よろしく、白衣に身を包んでいることだった。いや、よく見ると白衣ではなく、それはピンク色の看護服だった。

　白衣とはまた違う趣が感じられ、アッシュはドギマギしてしまう。

「わたくし、アッシュ様は必ずご無事だと信じていましたわ！」

　今にもアッシュを押し倒さんばかりの勢いで、ジェシカが迫ってくる。

　が、突然、がくんとつんのめると、顔面から地面にダイブ。ずざざっ……と直進したあと、アッシュの手前で停止した。せっかくの看護服が土まみれである。

「なっ、なにをするんですの!?」

　なんとか上半身を起こすと、背後に向けて抗議するジェシカ。

「抜け駆け、ずるい……」

　普段通りの無表情ながらも、ルッカはしっかりと自己主張。その手には、なぜだかタイト・ミニのスカートが握られていた。

「うおっ！　ジェシカ、下！　下！」

　アッシュは愕がく然ぜんとして、ジェシカの下半身から目を逸そらしたが、大人おとなっぽいガーターベルトからピンク色の下着シヨーツ、そしてむっちりとした太ももに至るまで、網膜に焼きついてしまった。

　ジェシカが派手に転んだのは、背後から手を伸ばしたルッカの仕業だったのだ。

「へっ!?　きゃああああっ！」

　ジェシカは血相を変えると、ルッカからスカートを奪い返す。

「ひどいですわ、ルッカさんったら！　べ、別に……アッシュ様になら、見られても構いませんけど……」












　ジェシカが文句をいいつつスカートを穿はいている隙すきに、ルッカはアッシュの前にかがむと、ほかほかと湯気を立てるお碗を差しだした。

　どうやら薬草茶らしく、独特の香りが漂っている。

　液体の色は、限りなく黒に近い濃緑色といったところか。

「エクブラッドの一族に伝わる、薬」

　強烈な色と匂においに、アッシュはたじたじとなった。

「とても精がつく。アッシュのために……煎せんじておいた」

　そういって、ルッカはポッと頰ほおを染めた。

　エクブラッド人に特有の耳が、ぴくぴくと反応している。

　あまりの可か憐れんさに、アッシュは思わず見とれてしまったが、周囲の視線が痛いので、ハッと我に返る。

「ありがとな、ルッカ」

　アッシュは礼を述べると、お椀わんを受けとる。そして、一気に飲み干した。

「……っ！」

　予想通り、とんでもない苦さだったが、次第に身体がぽかぽかとして、怪け我がの痛みも引いていく気がした。

「アッシュ様！」

　と、ようやくスカートを穿き終えたジェシカが戻ってきた。

「不自由なことがありましたら、いつでもわたくしにお申し付けくださいな！　医療班のリーダーとして、精一杯、務めさせていただきますわ！」

「ありがとう、ジェシカ」

　怒ど濤とうのごとき勢いはともかく、ジェシカの真心が伝わってきて、アッシュは心から感謝の言葉を口にした。

「あら、アッシュの看護師なら間に合っているわよ？」

　そこでナヴィーが妙な対抗意識を燃やして、口を挟んでくる。そう、ナヴィーは今なお白衣の天使を気取っているのだ。

「こらこら、余計なことを……！」

　アッシュは戦々恐々として、ジェシカとルッカとナヴィーを見守る。さりげなく隣の様子を窺うかがうと、

「むぅ～」

　案の定、エーコは頰をぷっくりと膨らませ、不機嫌そうな視線を向けてきたのだった。





　　　　◇






　レベッカが全校生徒への説明を終えてから間もなく──。

　ついに、アッシュとエーコはグラウンドの中央に立った。

　竜化ドラグナイズしたエーコの巨きよ軀くを想定し、生徒たちはグラウンドの片隅に退避済みだ。誰だれもが固唾かたずを吞のんで、アッシュとエーコを遠目に見守っている。

　冷たい夜風が篝かがり火びを煽あおっているが、アッシュは寒さを感じない。

　なぜなら、エーコがずっと寄り添っているからだ。

　つないだ手の温ぬくもりが、アッシュを奮い立たせている。

「じゃ、始めるか」

　アッシュはあえて、軽い調子でエーコに声をかけた。

「うん」

　エーコはうなずくと、屈託のない笑みを返してくれた。

　本当は不安で一杯のはずなのに、気丈に振る舞っている。

　そんなエーコの健けな気げさに、アッシュは全力で応こたえたいと思う。

　──わたしもサポートするわ。

　先ほど遣けん竜りゆう工こう房ぼうに戻ったナヴィーからも、心強い言葉が届いた。

「……行くわよ」

　エーコはそっと目を瞑つむると、精神を集中させる。

　その全身が膨大な魔力に包まれ、燦さん然ぜんと輝く。

　──かちり。

　やがて、荘厳な金属音とともに、〈アヴァロンの腕輪〉が自然と外れて、エーコの頭上に浮かんだ。

　そのまま、エーコは微動だにしない。ここ数ヵ月、ナヴィーと一緒に繰り返してきた訓練を思い出しているのだろう。

　と、エーコが目を閉じたまま、か細い声を漏らした。

「お願い……あたしを、抱きしめていて」

「わかった」

　今やエーコの全身からは、膨大な魔力があふれている。

　それでも、アッシュに迷いはなかった。

　エーコの華きや奢しやな身体を、しっかりと抱きしめる。

「ありがと……アッシュ」

　エーコがつぶやいた瞬間、頭上に浮かんでいたアヴァロンの腕輪が閃せん光こうを放つ。

　生徒たちの間から、どよめきが起こる。

　アッシュの腕に抱かれながら、エーコは呪じゆ文もんめいた言葉を唱えている。

「我は偉大なるアヴァロン聖竜皇家の正統なる末まつ裔えい……」

　──なんて威圧感だ……！

　アッシュは戦せん慄りつを覚えつつも、エーコを離そうとはしない。

　むしろ、さらに強く抱きしめた。

「その名は、エーコ・ペンドラゴン・アウローラ・クリスタ・レーナ・アンヘルス・イリア・ロランス・リリアーヌ・ミュリエル・オクタヴィア・ロベルティーネ・デ・ラ・ローザ・レスペランス・ヴァン・コンポステーラ・ド・アヴァロン──」

　そして、エーコは真紅の双そう眸ぼうを見開いた。

「我、これより真の姿を顕あらわす！」

　大地から夜天に向けて、一直線にほとばしった閃せん光こうが暗雲を貫く。

　──エーコ……！

　アッシュは光の柱に吞のみこまれた──。
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　どれほどの間、意識が飛んでいたのかはわからない。

　光の柱が消えたあと、エーコはうっすらとまぶたを開いた。

「うぉおおおおおん……！」

　自分では「きゃっ！」と叫んだつもりだったのだが、喉のどからほとばしったのは壮絶な咆ほう哮こうだった。自分の声が、夜気をビリビリと震わせているのがわかったほどである。

　エーコが驚いたのは、自分の視点がおそろしく高くなっていたからだ。学院の校舎がミニチュアのように思えた。

　おそるおそる、エーコは自分の体たい軀くを見おろす。

　月明かりに照らされ、燦さん然ぜんと輝く毛並み。

　逞たくましい前肢。大地を踏みしめる後肢。

　校門の外にまではみ出している尻尾しつぽ。

　今はまだ折りたたまれた翼。

　そして、アヴァロンの腕輪は絢けん爛らんたる首輪に変へん貌ぼうを遂げ、エーコのうなじをきらきらと飾っている。

　──あたし、ドラゴンになれたんだわ……。それに、ちゃんと自分を保つこともできてる……成功よ！

　ふと、グラウンドの片隅でひとかたまりになっている全校生徒が視界をよぎった。

　一瞬、人が蟻ありのようだわ……などと失礼なことを思った。

　今のエーコから見れば、人間とはそれほどまでに小さな存在だった。

　だが、彼らや彼女らこそ、自分が守るべき存在なのだと思いなおす。

　先ほどエーコが不用意に叫んでしまったせいか、生徒たちの大半は警戒心や恐れをあらわにしていた。

　エーコの威容を前に、多くの生徒が逃げ腰になっているのがわかる。

　だが、先頭に並んだ生徒たち──レベッカ、シルヴィア、ルッカ、ジェシカ、そしてレイモンとマックスは、違った。

　エーコを完全に信頼しきった眼まな差ざしで、こちらを見上げている。レベッカたちが泰然と構えているおかげで、他ほかの生徒たちも少しずつ落ち着きを取り戻したようだ。

　そして、エーコは自分の頭部に騎乗したアッシュの存在を意識した。

　残念ながらエーコの視界には入らないが、確かに、アッシュはそこにいる……！

　思わず歓喜の叫びをあげようとしたそのとき、エーコの全身を電撃が貫いた。

　──はわっ！

　ドラゴンの肉体に異常が出たのかとも思ったが、どうやら違うようだ。

　別に痛いわけでもなければ、苦しいわけでもない。

　ただ、アッシュの騎乗を意識した途端、エーコは自分でも不可解な感覚に襲われたのだった。

　──なっ、なんなの、この感覚っ!?

　その正体が「気持ちいい」であることに気づいた途端、エーコは羞しゆう恥ちに身を焦がした。その気持ちよさは、どこか背徳じみた感情を伴っている。まるで、アッシュに自分のすべてをさらけ出しているような気がして、恥ずかしくてたまらない……。

　──だ、駄目……！　これ以上、アッシュに乗られていたら、あたし……！

　エーコは涙目になって、身をくねらせた。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　思わず夜天に咆ほう哮こうを轟とどろかせてしまう。星々を覆い隠していた雲が一掃されたほどの、とんでもない叫びだった。

　バランスを崩し、身体が転倒しそうになった。なんとか左右の前肢を地面に突くことで耐えるも、すさまじい地響きが発生する。朦もう々もうと舞いあがる砂さ塵じん。改めて、肉体がとんでもない質量に肥大化しているのを痛感させられる。

「きゃあああああああああああああああっ！」

　エーコが正気を失っていると勘違いしたのだろうか。生徒たちの間から、次々と悲鳴があがった。

　──あぁん、もう！　どうして、こんなに……はうんっ！

「エーコ！　俺おれはここにいるから安心しろ！」

　と、アッシュが的外れな声をかけてきた。

　竜騎士ドラグナーとしての強い意志が、エーコの体内に流れこんでくる。あたかも、大樹がその根を大地に張り巡らすかのように。

　アッシュは全身全霊をもって、エーコを乗りこなそうとしているのだ。

　──だ、駄目よアッシュ！　そんな風にされたら、あたし……！

　アッシュを振り落とすわけにもいかず、エーコは懊おう悩のうする。

　それはまさしく、アッシュといちばん深い部分でつながっているという感覚だった。

　エーコは羞しゆう恥ち心しんを覚える一方で、信じられないほど甘美な快感も覚えていた。

　少しでも油断したが最後、あまりの気持ちよさに正気を失ってしまいそうだった。

　お腹なかの奧が、ジン……と痺しびれている。

　──はわわっ……！　ど、どうして……こんなに気持ちいいのよっ!?　だ、駄目……アッシュが、アッシュがあたしの中に……入って……くる…………！

　今にも身体の芯が蕩とろけてしまいそうだった。

　まるでアッシュ自身が、エーコの中でビクビクと脈打っているかのようだ。

　あまりの心地よさに、エーコは一瞬、国家存亡の危機すら忘れそうになった。が、なんとか理性を総動員して、必死の思いでナヴィーに呼びかける。

　──ちょっと、ナヴィー！　この感覚はなんなのっ!?　あんた、竜種の記憶ドラグワースなら知っているんでしょ!?　あんっ！

　ナヴィーは苦笑交じりに返事をよこしてきた。

　──それこそが、〝どんなドラゴンでも乗りこなせる男〟の才能よ。過去、アッシュに騎乗されたドラゴンは皆、その快楽に負けた結果、彼に服従していたの。

　──なんですって！　だったら、他ほかのドラゴンに乗るのはもう禁止！　こっ、こんなエッチな感覚……あんっ！　絶対に許せないわ！　はうんっ！

　──そのうち慣れるわよ。とにかく、あなたがアッシュとのつながりを拒絶すればするほど、アッシュは竜騎士ドラグナーとしてあなたを乗りこなそうとするわよ？　細かいことは気にせず、大人おとなしくアッシュを受けいれることね。

　──ううっ……。

　悔しいが、ナヴィーのいう通りだと思った。

　エーコは修行に明け暮れた日々を思い出し、精神を研ぎ澄ました。
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「ふう……」

　暴れていたエーコが大人しくなったので、アッシュは安あん堵どの溜ため息いきを漏らした。

　まずは、はるか眼下に向けて大声で呼びかける。

「もう大丈夫です！」

　たちまち、学院生たちが拍はく手しゆ喝かつ采さいする。あれだけ暴れた直後なので、駆けよって来る者はいなかったが、それは仕方がないだろう。

　そのとき、レベッカの声が夜空に響いた。

「もはや騎士国の存亡は、君たちの手にかかっている。頼んだぞ！」

　シルヴィアも手を振りながら叫んだ。

「お前たちの武運を祈っている！」

　ジェシカも進み出て、声を振りしぼる。

「今回だけは、エーコさんにアッシュ様をお願いしますわ！」

　ルッカも普段からは想像もつかないほど、大きな声をかけてくれた。

「エクブラッドの薬草茶、用意して……待ってる！」

　と、次は生徒会役員に交ざって、レイモンが親指を突きたてて叫んだ。

「俺おれのブリギットも助けてやってくれよな、アッシュ！」

「帰ってきたら僕とデートしてくれ、アシュリー！」

　そんなレイモンを押しのけて、魂の叫びとばかりに叫んだのはマックスである。最近、あの真面目まじめな性格が崩れつつあるけど大丈夫か……と、アッシュは苦笑を禁じ得ない。

　レベッカたちに釣られて、生徒たちも口々に声援を送り始める。

　エーコを恐れていた一般生徒たちも、今では必死で手を振ってくれていた。

　今や騎竜祭の真っ最中かと思われるほど、学院生は盛り上がっている。

「飛べるか、エーコ？」

　アッシュが呼びかけると、エーコは鎌かま首くびをもたげ、夜空を見上げた。「あたしを誰だれだと思っているの？」と返された気がした。

　エーコがばさりと音をたて、翼を広げる。

　それは竜族というよりも、天使を思わせる翼だった。

　白はく銀ぎんの粒子が夜空に舞う。

　体外に溢あふれた余剰魔力が、極小の竜りゆう綺き華か晶しようとなって、雪のように降り注いだのだ。

　たちまち、全校生徒が感嘆の声をあげた。

　──アヴァロンの皇女は伊だ達てじゃない！

　アッシュも誇らしげな気分になった。

　万感の想おもいをこめて、アッシュは叫ぶ。

「行くぞ、エーコ！」

　勇壮な雄お叫たけびとともに、エーコは星空を目指して飛ひ翔しようする──。





"Fly Up in the Air ～A.S.B.1365.11～" is closed.








第八話　聖竜皇を駆る騎士









　──王国と騎士国の国境地帯、そのはるか上空にて。

　魔ま導どう艦かんクラウ・ソラスは、獲物を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらう鷲わしのように滞空していた。

　その周囲には、魔導式の小型艦が多数、旗艦を守護するように控えている。

　今やシェブロン王国軍の主力が、その空域に集結していた。

　クラウ・ソラスの一室に、ユリエルとカサンドラの姿はあった。

　今し方、ふたりは〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉がアンサリヴァンを発たって北上を始めた──との報告を受けとったばかりである。

　ユリエルは年代物のワインを味わいつつ、ほくそ笑んだ。

「あとはロートレアモン聖竜騎士団が首都防衛に駆りだされたときこそ、チェックメイトだね。クリームヒルトは、あのクー・フリンをも服従させた。聖竜騎士団といえども、ひとたまりもあるまい」

「為なす術すべもなく、相パ棒ルを奪われて終わりでしょうね」

　カサンドラは微笑を浮かべた。胸もとのあらわなドレスを着て、革張りのソファにゆったりと身体を沈めている。王女というよりは、娼しよう婦ふめいた雰囲気を感じさせるが、ユリエルとの間には一定の距離感を保っていた。

「このあとのシナリオは、どうなるのかしら？」

「クリームヒルトが騎士国内の竜族をあらかた掌握したら、フォンティーンの市街地を適度に破壊してもらう。そこで、私の出番となる」

「なるほどね。王国軍を率いて、あなたはフォンティーン市内に入る──なんらかの理由で暴走した竜族から、フォンティーン市民を守るという大義名分のもとにね。クリームヒルトが命じさえすれば、竜族はすぐにでも破壊行為をやめるわけだし……ふふ、とんだ自作自演ね」

「なにも知らぬ市民は、この私を救世主と見なすだろう。いつの時代も、大衆は英雄を好むものだよ」

「だけど、アッシュ・ブレイクと幼竜エーコ、そしてオスカーとトリスタンの行方だけは気になるわね」

「問題ないさ。たとえエーコとトリスタンが我々に牙きばを剝むいたとしても、クリームヒルトが聖竜騎士団を掌握すれば、もはや戦力差は歴然だ。恐るるに足りないよ」

「そうかしら？」

「それに、クラウスもアッシュ・ブレイクとエーコに関しては、既に手を打っている。アヴァロンの皇女が秘めた力は確かに魅力的だけど──不確定要素があまりにも多すぎるからね」

「危うく、フォンティーン城が灰かい燼じんに帰すところだったわけだしね」

　今年の夏、クラウスがエーコを無理やり覚かく醒せいさせた挙げ句、首都フォンティーンを危機に陥れたことを、カサンドラは皮肉ってみせた。

「そういうことだ。ならばいっそ、アヴァロンの皇女など消してしまえばいいのさ。もはや聖竜皇は必要ない。なんといっても、僕には君がついているのだからね」

「正確には、あたしじゃなくて──あたしに宿った冥竜王が、でしょう？」

　カサンドラは妖よう艶えんに嗤わらうと、さりげなく自分の腹を撫なでた。

　あたかも、胎児に呼びかける妊婦のように──。
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　騎士国の首都、フォンティーン市を中心に広がるフォンティニヤ平原の南端には、小高い丘がある。

　その頂上に建てられたのが、キングスレー要よう塞さいと呼ばれる城じよう塞さいである。ここを突破されれば、首都は丸裸となってしまう。文字通り、最後の砦とりでであった。

　見張り塔に詰めていた衛兵が、双眼鏡を覗のぞきながら叫んだ。

「敵影を確認！　距離二千！　その総数……およそ八百！」

　闇やみ夜よのもと、ずっと北上を続けていた魔竜部隊が、ついにフォンティニヤ平原にまで侵攻したのである。

　城塞の周囲には、既にロートレアモン聖竜騎士団が詰めていた。

　ウルスラ・Ｌ・セルウィンが率いる騎士団は、総勢五百騎。各騎士の相パ棒ルは、例外なく聖竜マエストロである。

　その中には、グレン率いるヴェロニカ親衛隊も含まれていた。ヴェロニカの命を受け、戦列に加わったのである。

　対する〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉は、聖竜マエストロが四体、翼竜ストラーダが約三百、地竜アーシアが約三百、水竜ハイドラも約二百。

　数では負けているが、戦力としては騎士団のほうが圧倒的だ。一般の竜が束になったとしても、一体の聖竜マエストロにさえ及ばない。

　なお、敵の水竜ハイドラ部隊は街道ではなく、騎士国を縦断するアストレア大河を遡さかのぼっているため、本隊には含まれない。

　ただし、この大河の支流は聖ダーラム川と呼ばれ、首都フォンティーンの中央を横切っている。総勢二百の水竜ハイドラ部隊は水路を使って、易やす々やすと首都内に侵攻するつもりなのだ。

　無論、アストレア大河には、騎士団の下位に属する水竜ハイドラ部隊が布陣している。翼竜ストラーダ部隊も首都上空を常に監視しているし、地竜アーシア部隊は市内の警護に当たっている。

　一見、騎士国が圧倒的有利に思えるが、問題がふたつあった。

　ひとつ目は、敵が操っている竜族を殺すわけにはいかない──ということだ。

　元々は、アンサリヴァンの学院生たちと契約を結んだドラゴンたちである。殺すのではなく、正気に返らせる必要があった。

　それに、騎士国では竜族を殺害するのは最大の禁忌タブーとされている。あのジュリアス王子のように、竜殺しドラゴン・スレイヤーの汚名を着せられるのだ。

　ふたつ目の問題は、敵がいかにしてドラゴンを支配しているのか──という点だった。

　アンサリヴァンから届いた最新情報によれば、敵は妖あやしげな術を使っている。

　なんでも少女の歌声を介して、竜族を操っているというのだ。ただドラゴンに聴かせただけで、その心を支配できるとするならば、対策が必要だった。

　聖竜マエストロガラハッドに騎乗したウルスラは、凜りんとして全軍に呼びかけた。

「敵は奇妙な歌によって、竜族を惑わせているとの情報が届いています。各ドラゴンは魔法であらゆる音波を遮断する膜を構築しつつ、進撃してください」

　巷ちまたでは、聖女ロサ・マリアの再来とも謳うたわれるウルスラ団長──その凛とした英姿を前に、騎士団員はいっせいに鬨ときの声をあげた。
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　地下都市の最下層に眠っていた聖遺物──その全ぜん貌ぼうを前に、オスカーは絶句した。

　アーニャもセレスも同様に、ぽかんとして頭上を仰いでいる。まるで巡礼の旅をしていた信者が、旅の途中で神に出くわしたような、そんな顔をしていた。

　ただしユニスだけは泰然として、ミラベルのために紅茶を淹いれている。こんなときでもお茶の時間は厳守らしい。

「素晴らしいわ……！」

　当のミラベルは、いつになく頰ほおを紅潮させ、ぷるぷると全身を震わせていた。

　一見、冷たい印象を与えるミラベルが、これほど嬉うれしがっているのを見るのは、もちろん初めてのことだ。

　それは、古代に製造された魔ま導どう艦かんであった。

　ミラベルによれば、超古代文明──ゾノ・トーン文明の遺産とのことである。

　艦体には古代文字が描かれており、「エスカヴァロン」と発音するらしい。それが艦名なのだろうと、ミラベルは解説してくれた。

　驚くべきは、艦そのものが保存されていたことである。

　王国のクラウ・ソラスにせよ、騎士国のシルヴァヌスにせよ、機関部こそは遺跡から発掘されたものだが、艦体は現代人が製造したのである。エスパーダ聖庁が誇る神殿艦エスペランザも同様だ。

　魔ま導どう艦かんが丸ごと保存されていた例など、オスカーは聞いたこともなかった。

　そもそもこんな骨こつ董とう品ひんが、本当に地上に出るための鍵かぎになるのだろうか？

　オスカーは疑問に思う。

　と、ミラベルは一同を振り返ると、さも当然のように告げた。

「まずは、入口を探すわよ。もはや一刻の猶予も許されません。我々は、この魔導艦に賭けるしかないのです」

「賭けるといっても、どうやって……？　まさか、ミラベル殿下はこいつが動くとでも思っているのかい？」

　オスカーがおどけた口調で訊たずねると、ミラベルは真顔で答えた。

「一般に、魔導艦の動力源として使われる千年綺華晶ミレニアムは、莫ばく大だいなエネルギーを秘めているのよ。見たところ艦の保存状態も良好のようですし、動く可能性は充分にあります」

　ミラベルはこともなげに応じると、つかつかと歩きだした。




　いつの時代も魔導艦の設計思想に大差はないらしく、ミラベルは容易に艦体側面の入口を見いだした。

　ミラベルが緊急用と思われるボタンを押すと、入口の扉はあっさりと開いた。ただの壁面にしか見えない部分が、自動的にスライドしたのである。

　ぽっかりと開いた長方形の入口に、ミラベルはためらうことなく足を踏み入れた。トリスタンに入口の見張りを任せると、オスカーはミラベルたちに続いた。

　艦内は当然のように真っ暗だったので、オスカーが竜媒魔法オラクルで周囲を照らした。

　細い通路を延々と進んだ末に、一同は艦橋とおぼしき区域にたどり着いた。さらに螺ら旋せん階段を延々と上らされた末に、最上階へとたどり着く。

　目の前には──見るからに頑丈そうな、金属製の扉。

　その表面には、抽象的な紋もん様ようが彫られていた。

　なにやら王家の家紋のような趣がある。

　大陸各地の王侯貴族の家紋はすべて暗記しているオスカーだが、目の前の紋様を見るのは初めてだった。

　強いていえば、アッシュの左腕に刻まれた〈星せい刻こく〉と、どことなく雰囲気が似ているような気がした。

「ここが操そう舵だ室しつね」

　ミラベルは怖おそれることなく、扉の周囲を丹念に調べ始める。やがて開閉ボタンを探し当てると、押した。

　扉はなめらかにスライドし、一同を招き入れる。

　足を踏み入れるなり、オスカーは感嘆の声をあげた。

　セレスとアーニャもきょろきょろと周囲を見わたしている。ユニスだけは、自分が押してきた紅茶用ワゴンをどこに設置するか、迷っている様子だが。

　前方、右方、左方にはガラスが張られ、艦の外を見下ろすことができる。窓際と壁際は、物々しい操作盤がびっしりと埋めつくしている。

　ミラベルは操作盤の前に腰を落ちつけると、あれこれと調べ始める。

　さすがに手伝えることはなにもないので、オスカーはそんなミラベルの背中を見守ることにした。アーニャは操そう縦じゆう桿かんを覗のぞきこんでいる。セレスは退屈そうにあくびをしている。ユニスはようやくワゴンの位置を決定し、紅茶の準備を始めていた。

　やがて──。

　ミラベルは無念そうに肩を落とすと、艦長席と思われる座席に腰かけた。

　あのミラベルらしくもなく、脱力している。

「どうかしたのかい、ミラベル殿下？」

　オスカーが不思議に思って訊たずねると、ミラベルはぼんやりと天井を見上げた。

「……駄目だわ。せっかく魔導エンジンが生きていることは判明したのに、この魔ま導どう艦かんのシステムを起動するための鍵かぎが見つからない……一体、なにが必要なのかしら？」

　それっきり、ミラベルは自分の殻に閉じこもってしまい、一言も口を利かなくなった。

　ユニスが紅茶を淹いれても、心ここにあらずといった顔で、ティーカップを受けとろうともしないのである。

　操そう舵だ室しつを、暗あん鬱うつな空気が満たした。





　　　　◇






　フォンティーン城内──執務室の扉を、誰だれかがノックした。

　窓から首都の夜景を見つめていたヴェロニカは、戸口を振り返ることもせず「入るがよい」とだけ答えた。

「姫様……」

　入室してきたのは、父オズワルドの専属メイドを務めるフリーダ・シェリーだった。

　フリーダの態度から、ヴェロニカはすべてを察した。

「……そうか。聖竜騎士団も敗れたのだな？」

「はい。キングスレー要よう塞さいは陥落しました。敵勢力は、騎士団が擁する五百体の聖竜マエストロをことごとく魔竜化させ、総勢一千三百体の大部隊となったそうです。ウルスラ団長をはじめ、騎士たちの消息は知れません。姫様のご命令でキングスレー要塞に赴いた、グレン隊長たちも……」

「ウルスラやグレンほどの騎士が、そう易やす々やすと敗れるとはな……」

「ウルスラ団長は、竜族に風系の魔法障壁を展開させ、相手が発する音波を遮断する作戦を採ったようですが……敵が擁する少女の歌声は、竜族の脳に直接届いたようです」

「もはや、これまでか──」

　ヴェロニカが嘆息した途端、フリーダは決然として告げた。

「今は撤退なさってください、姫様。親衛隊が不在の今、我らシェリー家のメイドたちが命に換えましても、御身をお守りします」

「返事は否だ」

「姫様！」

　フリーダが叫ぶと、ヴェロニカは意外にも、優しげな微笑を浮かべた。そして、フリーダの肩に手を置く。

「よいか、フリーダ。このヴェロニカ・ロートレアモンが敵に背を向け逃げるなど、絶対にあってはならぬことなのだ」

「ならば、せめて……わたくしもお供いたします」

「……愚か者め」

　そうつぶやいたものの、ヴェロニカはあえて拒絶はしなかった。

　フリーダとの問答は切り上げて、再び窓の外に目を向ける。

　既に首都が危険にさらされていることは、住民にも告知されている。

　市内には警鐘が鳴り響き、大通りは竜車や馬車、荷車を押す歩行者で埋まっていた。

　一方、市壁の外では、聖ダーラム川から市内への侵入を目もく論ろむ水竜ハイドラたちが、騎竜部隊と攻防を繰りひろげている。

　騒然とした街並みの向こうでは──蒼あお白じろい月光が、フォンティニヤ平原をうっすらと照らしていた。

　朦もう々もうと土煙をあげながら、竜族の群れが猛烈な勢いで迫っている。

　その地響きは、既にヴェロニカも肌で感じている。

　現状、敵方の少女が発している歌声は、市内にまでは影響を及ぼしていない。が、このまま敵の本隊が接近すれば、首都の防衛隊も聖竜騎士団の二の舞となるだろう。

　そのとき、軍勢の先頭を飛んでいた一体が加速して、長大な戦列から突出すると、魔力の蓄積を始めた。

　──ぞわっ！

　ヴェロニカの本能が、危険を告げる。フリーダも同じことを感じたらしく、懐から双眼鏡を取りだすと、窓際に駆けよった。

「姫様！　毛並みは真っ黒ですが、あれは間違いなくランスロットです！」

「なっ……！」

　ヴェロニカは奥おく歯ばを嚙かみしめた。

「シルヴィアのパルに一番槍を任せるとは、なんと悪趣味な……！」

　ヴェロニカにしては珍しく、苦渋の声を漏らした。

　敵に一矢だけでも報いるべく、愛用の大剣クレイモアを構えようとしていた矢先だったが──。

　その指先が、柄を離れてしまう。

　そして──。

　ランスロットが蒼の氷竜凍牙アズール・エクスブリザードを放つ。

　蒼氷色の息吹が一直線に、フォンティーン城の尖せん塔とうに迫りくる……！

　ヴェロニカの視界が、閃せん光こうに染まった。

「愛しているぞ、シルヴィア……」

　それが、かの誇り高き〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉──ヴェロニカ・ロートレアモン第一王女がこの世に遺のこした、最後の言葉になったかと思われた刹せつ那な、




「うぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ……」




　夜の闇やみを貫くような咆ほう哮こうとともに──。

　信じがたいほどの威容が、市壁の向こう側に舞い降りた。

　このフォンティーン城よりもさらに巨大な、規格外のドラゴンである。

　三本の角、深紅の双そう眸ぼう、神々しいまでの立ち姿──今年の夏、このフォンティーン市に災厄をもたらした巨竜に他ほかならなかった。

　──どぉん！

　攻撃魔法はエーコが腕を一振りしただけで弾はじき飛ばされ、夜空に綺き麗れいな放物線を描く。そして平原の片隅に着弾し、その一帯を凍りつかせた。

「あれは……エーコ…………なのか!?」

　顔をあげたヴェロニカは、フリーダから双眼鏡をひったくると、左右のレンズを一心に覗のぞきこむ。

　巨竜の頭部には、騎竜学院の制服を着た男子生徒の勇姿があった──。

「アッシュ・ブレイクだと！　まさか、あのエーコを乗りこなしているのか……!?」

　ヴェロニカは啞あ然ぜんとして、エーコとアッシュを眺めるばかりだった。





　　　　◇






　新たに五百体の聖竜マエストロが加わった〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉は、首都フォンティーンの市壁まで、あと数百メートルの位置まで迫っていた。

「なぜだ！　なぜアヴァロンの皇女があんなところに……！」

　軍勢の殿しんがり──クー・フリンの頭上にて、クラウスは憤ふん怒ぬのあまり拳こぶしを握りしめた。

　首都フォンティーンの手前には、竜化ドラグナイズしたエーコの巨体が壁のごとく立ちはだかっている。

　そして、クラウスはエーコの頭部に騎乗している人影も目視した。

　この距離では顔まではわからないが、エーコに騎乗しているということは、アッシュ・ブレイクなのだろう。

　──アッシュとエーコ。

　クラウスの航空艦ベオウルフを破壊し、己の帝国内での地位を危うくさせた元凶。

　それが今、目の前に立ちはだかっている！

「別働隊がしくじったのか……！」

　呪じゆ詛そのように、クラウスは吐きすてた。当初の計画では、アッシュとエーコの身柄はとっくに捕ほ捉そくされているはずだったのだ。

「いかがいたしましょう、マスター？」

　と、クリームヒルトがいったん歌うのをやめると、無表情に訊たずねてきた。その無表情さが、クラウスの神経を逆さか撫なでする。

　クラウスは柄にもなく激げつ昂こうしていた。

「いかがいたしましょう、もなにもあるものか！　お前の任務はすべての竜族を支配し、意のままに操ることだ！　エーコも竜族なのだから、歌の力でなんとかしろ！　それがお前の存在意義なのだから！」

「……了解しました、マスター。これより全力で歌います」

　仮面の内側で、ふたつの冥星石プルートウがさらなる光輝を放つ──。





　　　　◇






　エーコが現れたことで、一度はたたらを踏んだかに見えた〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉だったが、クリームヒルトが夜気を裂くような歌を響かせたことで、雪崩を打って押し寄せてきた。

　およそ一三〇〇の竜族が、隊列を組んでいるのだ。

　──なんて迫力なの……！

　エーコは立ちすくむ。

　いくらアヴァロン聖竜皇の姿になれたとはいえ、心は少女の姿で学院生活を送っていたエーコのままなのだ。心と身体の不一致感もまだ克服できてはいなかった。まるで、この張りぼてのような巨体に乗りこんで、操縦しているような感が拭ぬぐえないのである。

　それに、クリームヒルトの歌声はエーコの脳にも届いているのだ。なんとか正気は奪われずにすんでいるが、これはアヴァロン聖竜皇家の血筋ゆえだろう。

　元々、冥星石プルートウはネハレンニア冥竜王家が開発したものだった。つまり、アヴァロン聖竜皇家のドラゴンとは、正反対の属性を帯びているのだ。エーコが生まれながらに帯びている〈聖属性〉が、冥星石プルートウの〈魔属性〉を相殺しているのだろうと思われた。

　砂さ塵じんを朦もう々もうと巻き上げながら、魔竜の群れは刻一刻と迫ってくる。

　狂ったような鳴き声と、地震を思わせる地鳴りが、いやが上にもエーコの恐怖心を煽あおる。

　そんなエーコの恐れを察したのか、アッシュが頭上で叫んだ。

「大丈夫だ、エーコ！　みんな冥星石プルートウに操られているだけだ。お前が呼びかければ、きっと優しいドラゴンに戻ってくれる！」

　アッシュに続けて、今度は遣けん竜りゆう工こう房ぼうからナヴィーが声をかけてくる。

　──まずは防御魔法でフォンティーン市を包みこむのよ。アヴァロン聖竜皇の力なら、できるわ！

　──わかった……といいたいところだけど、あたし魔法なんて使ったことないわよ!?

　──大丈夫。わたしがいう通りに、呪じゆ文もんを唱えるだけでいいから。

　──……あ、ありがと、ナヴィー。

　──礼には及ばないわ。その気になれば、あなたはわたしと融合して、竜種の記憶ドラグワースに記述されたすべての魔法を自在に扱えるはずだった。だけど、あなたたちはわたしをひとりの仲間と認めてくれた……だから、あなたたちに協力できることが、わたしは純粋に嬉うれしいのよ。

　どちらかというと苦手に感じていたナヴィーが、今はとても頼もしい。たとえ融合なんかしなくても、今のままで充分だとエーコは確信する。

　──じゃあ、行くわよ！

　意気揚々として、エーコは雄お叫たけびをあげた。
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　エーコが盛大な咆ほう哮こうをあげた直後、アッシュは思わず背後のフォンティーン市を振り返った。

　巨大な魔法円が都市上空に現れたかと思うと、カッと閃せん光こうを放つ。

　たちまち膨大な魔力がドーム状の障壁を構築し、都市をすっぽりと包みこんだ。

　過去、竜族が様々な防御魔法を展開するのを見てきたアッシュだが、これほど大規模な術式を見るのは初めてだった。

　おそらくはアヴァロン聖竜皇ならばこそ、為なせる技なのだろう。

　翼を持ったドラゴンたちは、既にエーコの頭上を飛び越えて、都市を襲撃しようとしていたのだが、寸前で阻まれた。今ではもう、ドーム状の魔法障壁を破ろうと四苦八苦しているが、びくともしない。

「……すごいぞ、エーコ！」

　アッシュは思わず喝かつ采さいをあげたのだが──。

「うぐっ……！」

　その途端、肩や胸部、そして脇わき腹ばらの傷が激しい苦痛をもたらした。嫌な汗が額から滴したたり落ちる。だが、ここで膝ひざをつくわけにはいかない。

　エーコは見事に竜化ドラグナイズして、首都を、この国を護まもるために戦っている。

　そんなエーコの騎士である自分が、たかが怪け我がのひとつやふたつで倒れるわけにはいかないのだ。

　と、ナヴィーの声が脳裏に響いた。

　──気をつけてね、アッシュ。これで当面、首都の防衛は安心だけど……今のあなたは怪我人よ。ここはエーコひとりに任せて、あなたは市内に避難したほうが──。

　ナヴィーの気遣いは純粋に嬉うれしかったが、アッシュは痛みをこらえつつ答えた。

「ありがとう、ナヴィー。でもな、エーコが乗りこえた壁と比べたら、俺おれの怪我なんて些さ細さいなことだ」

　アッシュは敢然と、迫りくる軍勢を見おろした。

「俺は逃げない。エーコと一緒に戦うぞ！」





　　　　◇






　いよいよ〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉が、エーコの目前に迫る。

　ナヴィーの指摘通り、フォンティーン市という大きな餌えさを目の前にしつつも、行く手を阻まれた軍勢は、エーコの巨体を目がけて殺到する。

　──六　角　障　壁ヘキサゴナル・シールド！

　エーコはさらに防御魔法を発動させ、目の前に強固な障壁を築いた。上位防御魔法のひとつである。

　付け焼き刃ではあったが、六角形を無数に組みあわせたシールドが、見る見るうちに展開される。エーコの身長に匹敵する、巨大な壁だった。もちろん、頭部に騎乗しているアッシュの身体も保護している。

　──ずうぅうううううううううううん！

　勢い余ったドラゴンたちが、魔法障壁に激突する。

　轟ごう音おん。そして震動。

　無色透明の壁面が攻撃を感知して、何度も閃せん光こうを発した。

　六角障壁ヘキサゴナル・シールドは、なんとか持ちこたえた。

　だが、黒きドラゴンたちは諦あきらめることなく、二度、三度と体当たりを続ける。

　──お願い、みんな！　本当の自分を思いだして！

　エーコは必死の思いで雄お叫たけびをあげた。

　だが、いくらエーコが叫んでも、竜族の動きに変化はない。それどころか、ますます勢いを増して、次々と六角障壁ヘキサゴナル・シールドに食らいついてくる。

　ある竜は体当たりを繰り返し、別の竜は攻撃魔法を叩たたきつける。特に、聖竜騎士団に属していたドラゴンたちは、そのすべてが最強クラスの聖竜マエストロである。一撃の重みが桁けた違ちがいだった。

　壁が崩されるのも、もはや時間の問題かと思われたそのとき──。

　ついに三体の聖竜マエストロが、障壁の一点を突きやぶった。

　──駄目っ！

　エーコは咄とつ嗟さに障壁を修復したが、その三体だけはエーコの懐に入りこんだ。

　それがランスロット、ガウェイン、アリアンロッドであることに、エーコはすぐさま気づいた。たとえ全身が真っ黒に染まっても、それぞれの身体的な特徴はよく覚えている。

　三体のドラゴンは高速で上昇すると、エーコの頭上に滞空した。

「お前たち……！」

　三体が獰どう猛もうに唸うなりつつ、じろりと睥へい睨げいした先には──

　アッシュの姿があった。





　　　　◇






　大軍勢のはるか後方、クラウスは今もクー・フリンの頭上に仁王立ちしていた。

「ふっ。そうだ、それでいい！　竜騎士ドラグナーさえ殺やってしまえば、アヴァロンの皇女といえども星精路アストラル・フロウを断たれて自滅するしかないのだからな！」

　これでようやく、アッシュ・ブレイクと幼竜エーコへの復ふく讐しゆうは遂げられる。そして、自分はユリエル王子と手を携え、新たな道を突き進むのだ……！

　狂おしいまでの歓喜が、クラウスの全身を満たしていた。

「クリームヒルト、そろそろフィナーレだ！」

　クラウスの命令に呼応して──。

　クリームヒルトの歌声は、今まさに最高潮を迎えた。





　　　　◇






　ランスロット、ガウェイン、アリアンロッド。

　その三体が頭上に現れた直後、アッシュが真っ先にとった行動とは、

「エーコ！　お前は手を出すな！」

　と叫ぶことだった。

　アッシュは頭上に滞空している三体を見上げると、敵意がないことを示すように、両腕を左右に広げた。

「なあ、お前ら。本当に……俺おれのことを忘れちまったのか？」

　真摯な気持ちで語りかけるアッシュ。

　対照的に、三体は敵意を剝むきだしにして、「ぐるるるる……」と唸うなっている。いつ襲いかかってきても不思議はない状況だった。

　アッシュはまず、中央のランスロットに呼びかけた。

「なあ、ランスロット。あのバカでかい屍灰竜ネクロマンシアが市街地に現れたとき、お前は俺を乗せてくれたよな。姫様とお前が手伝ってくれたから、俺はあの屍灰竜ネクロマンシアを葬ってやることができた。夏休みにはお前の背中に乗せてもらって、アルビオン修道院に行ったっけ。なんだかピクニックみたいで、楽しかった。それに、お前は聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトで、ついに姫様に聖騎甲アークを献呈したじゃないか。そんなお前が、この程度で正気を失っていいのか？」

　次に、アッシュはガウェインに視線を向けた。

「ガウェイン。お前との付き合いは短いし、俺たちの出会いは最悪だったけど……選抜合宿でのことは、俺にとっても大切な想おもい出でだ。あのときも屍灰竜ネクロマンシアが現れて、本当に大変だったけど……最後はルッカとお前のおかげで乗り切ることができた。ルッカが初めて成功させた騎竜演舞のこと、忘れたとはいわさないぞ？」

　最後に、アッシュはアリアンロッドを見つめようとして──ゴホッと咳せきこんだ。

「くっ……」

　咄とつ嗟さに口もとを押さえた手のひらは、赤黒く染まっていた。口の中には血の味が残っている。呼吸が荒い。心拍数も上がっている。異様な寒気がした。

　──こいつは、本当にヤバいかもしれないな……。

　今にもぶっ倒れそうな気がしたが、アッシュは気合で意識をつなぎ止めた。

「アリアンロッド。マックスのガードが堅いせいで、お前とはあんまり仲良くできなかったけど……俺とレイモンとマックスは、いつも三人一緒だった。性格も好みも成績もバラバラな俺たちだったけど、不思議と馬が合った。俺とレイモンがバカなことばかりして、生き真面目まじめなマックスに叱しかられる……そんな日々は、とても楽しかった……」

　いつしか、アッシュは泣いていた。

　涙が次から次へと溢あふれてくる。

　もはや視界はかすんでしまい、三体の聖竜マエストロの輪郭もぼやけている。だが、ランスロットもガウェインもアリアンロッドも、爛らん々らんとした眼まな差ざしでアッシュを睨にらみすえている。

　まるで敵意の塊だった。

「「「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」」」

　三体がいっせいに、攻撃的な咆ほう哮こうをほとばしらせる──！





　　　　◇






　──アッシュ！

　もはやエーコは我慢がならず、頭上の三体に向けてブレス攻撃を放とうとした。

　いくら大切な仲間とはいえ、アッシュを殺させるわけにはいかない。

　防御魔法を使ったことで、エーコは自分の魔力がどれほどのものなのか、ある程度は把握できている。たとえ攻撃力を最小限に絞っても、ランスロットたちに致命傷を与えてしまうかもしれない。

　それでも、アッシュを守るためならば──。

「待て、エーコ！」

　その刹せつ那な、再びアッシュから制止の声が飛んだので、エーコは戸惑った。改めてランスロットたちに視線を飛ばすと、確かに様子がおかしい。

　ランスロットも、ガウェインも、アリアンロッドも、同じように苦しみ、悶もだえているのである。かろうじて滞空はしているものの、今にも墜落しそうな様子だった。

　──どういうこと……!?

　小首をかしげたエーコの目前で、ついに変化が生じた。

　ランスロットたちの、漆しつ黒こくに染まりきっていた毛並みが、少しずつ、白はく銀ぎんへと戻っていくのだ。ついには、美しい聖竜マエストロとして復活を遂げていた。

　三対の瞳ひとみに、もはやアッシュとエーコへの敵意はかけらもなかった。

　と、エーコの脳裏にナヴィーのメッセージが届いた。

『これは予想外ね。さすがは〈アヴァロンの騎士〉といったところかしら。もしかしたら、この最悪な状況を覆す鍵かぎはアッシュが握っているのかもしれないわ』

「ちょっと、あんた!?　どう見てもアッシュの身体は限界なのよ？」

『落ち着いて、エーコ。あなたはアッシュが最大限の力を発揮できるように、全力を尽くすのよ』

「……そんなことをいわれても、どうすればいいの!?」

『決まっているわ。今こそ、アッシュに完全なる聖騎甲アークを献呈するのよ』

「そんなの無理！」

　エーコが食ってかかるも、しかしナヴィーは動じない。

『大丈夫。今のあなたはアヴァロンの皇女として、完全に覚かく醒せいした状態よ。すべてのリミッターは解除されているわ。もちろん、制作者クラフト・ワーカーとしての能力も含めてね』

　ナヴィーの自信たっぷりな言葉に、エーコは一瞬、その気になりそうになったが、危うく踏み留とどまった。

　仮にエーコが聖騎甲アークの造形を成功させ、アッシュに献呈したとして、今のアッシュは満まん身しん創そう痍いなのだ。下手をすれば、鎧よろいがアッシュの命を奪いかねない……！

　そんなエーコの心配を読み取ったのか、ナヴィーは力強く断言した。

『完全なる聖騎甲アークは、決して騎士の肉体に負荷をかけることはないわ。それどころか、騎士の命を最優先に保護するように機能するものよ』

「そうなの……？」

　自分の未熟さゆえに、アッシュに負担をかけていた──その事実は辛かったが、今は落ちこんでいる場合ではない。

　エーコは自分を奮いたたせた。

　今こそ完全なる聖騎甲アークをアッシュに献呈するのだ。

　アッシュを完かん璧ぺきな〈アヴァロンの騎士〉にするために──。

　その刹せつ那な、エーコの脳裏にひとつのイメージが舞い降りた。

　自分でも驚くほど、それは鮮烈な形象だった。

　竜と化した自分を颯さつ爽そうと乗りこなす、〈アヴァロンの騎士〉の英姿。

　それはエーコが「こんなアッシュでいてほしい」と願う、理想像でもあった。

　つい先日まで、聖騎甲アークのラフ・スケッチをするだけでも四苦八苦していたエーコ。

　それが、今では噓うそのように、確固たる造形を思い描いている。

「これって、もしかして!?」

『そう。それが、あなたが彼に託す聖騎甲アークの形なのね。よくやったわ、エーコ』

　ナヴィーの声はいつになく優しげで、慈愛がこもっているように感じられた。

「……あたし、やっぱりあんたと融合なんてしたくないわ」

『なにかいった？』

「こっちの話！　さあ、行くわよ！」

　エーコは精神を集中させると、全身の魔力を練りあげた。
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　ランスロット、ガウェイン、アリアンロッド──なんとか三体は正気に戻り、今ではアッシュの周囲を防護してくれている。

　時折、魔法障壁を突きやぶる魔竜が現れると、すかさず応戦。さらには魔力を注いで、障壁の破損箇所を修復してくれた。

　そんなランスロットたちの奮迅ぶりを見ていたら、アッシュも勇気が湧わいた。

　身体のあちこちが悲鳴をあげているが、まだ倒れるわけにはいかない。ただし、肝心のエーコが先ほどから沈黙してしまったので、アッシュは焦燥に駆られていた。

「どうしたんだ、エーコ！」

　何度も呼びかけてはみるのだが、エーコは佇ちよ立りつしたまま、微動だにしない。

　だが、エーコの全身から沸々と魔力がみなぎっているのは確かだ。

　なにか策でもあるのだろうか？

　その瞬間、エーコが夜空に向けて高らかに吼ほえた。

「エーコ……？」

　不思議と、攻撃的な印象は受けなかった。

　エーコは決して、怒っているわけではなさそうだ。

　むしろそれは、なにかを祝福しているかのような雄お叫たけびだった。

　だが、これだけの劣勢に立たされて、エーコはなにを祝福しているのか？

　と、エーコは悠然と翼をはためかせ、飛ひ翔しようした。

　風が生じ、アッシュの髪をなびかせる。

　陸を離れたエーコは、首都フォンティーンの上空に留とどまった。

　アッシュの眼下には、フォンティーン城の尖せん塔とうがそびえている。窓際にヴェロニカが立っているのが、ちらりと見えた。

　ランスロット、ガウェイン、アリアンロッドも動いた。まるでエーコの従者よろしく、その周囲で滞空している。

　当然、漆しつ黒こくの魔竜たちは追撃を始めようとしたのだが、再びエーコが猛たけ々だけしく吼えた。

　今度は、鋼の意志を感じさせる咆ほう哮こうだった。冥星石プルートウに支配された魔竜たちですら、ビクッと震え、その場で立ちすくんだほどである。

　と、アッシュの左腕に刻まれた〈星せい刻こく〉が発光し、燦さん然ぜんと輝く。

　左腕が焼けてしまうのではないか……と思うほどの激しい熱を、アッシュは感じた。現に、〈星刻〉を覆っていた包帯も袖そで口ぐちも、瞬時にして燃え尽きている。

　剝むきだしとなった〈星刻〉を通じて、エーコの言葉が聞こえてきた。

　──兜アルメーテ、首鎧ゴルハール、胸当ペート……

　それは間違いなく、エーコが聖騎甲アークを献呈するための呪じゆ文もんに他ほかならない。

　だが、なにかが違った。

　一語一語の重みが、これまでとは桁けた違ちがいなのだ。

　どの言葉からも、エーコの確固たる意志が伝わってくる。

　──背当エスパルダール、腰当ブラフオネーラ、尻当フアルダーヘ……

　今までのような、がむしゃらな感じとは無縁だった。

　不思議なくらい、今のエーコは落ち着いている。風格すら感じられた。

　その偉大なる姿に怖おじ気けづいたのか、今ではすべての魔竜が足を止め、翼を止め、じっとエーコを見上げるばかりだった。

　──草摺エスカルセーラ、冠板ブフエータ、肩当オンブレーラ……

　ふと、アッシュの胸を不安がよぎる。

　今の自分に、エーコが創つ成くった聖騎甲アークを装備するだけの体力が、果たして残っているのだろうか……？

　未完成の聖騎甲アークは、かつてアッシュの肉体に多大な負荷をもたらしたのである。だが、エーコの確信に満ちた呪じゆ文もんを聞いていたら、いつしかそんな不安は吹き飛んでいた。

　──上膊当ブラサール、肘当コダル、前膊当アンテブラーソ……

　不思議なことに、エーコが各装甲の名を唱えるたび、アッシュの身体の各部位はドクンと脈打つ。胸当ペートなら胸が、肩当オンブレーラなら肩が──といった具合に。

　──手甲マノーポラ、股当キホーテ、膝当グアルダ、脛当グレーバ、鉄靴エスカルペ……

　いよいよ、エーコの呪文は終結に向けて加速している。

　アッシュの身体の各部位も脈動を続け、ついには爪つま先さきにまで達した。

　いつしか〈星せい刻こく〉の紋もん様ようも、アッシュの全身に波及している。

　肉体の内側に、新たな回路が芽生えたような気分だった。

　──拍車エスポラーソ！

　そして今、アッシュの視界が閃せん光こうに染まる……！
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　その瞬間、操作パネルがいっせいに点灯し、メイン・システムが起動したので、オスカーは面めん食くらった。

「なにが起こっているんだ、ミラベル殿下!?」

「落ち着きなさい」

　オスカーをたしなめつつ、ミラベルも不可解そうな表情を隠さなかった。艦長席から立ち上がると、中央パネルの前に立つ。

　オスカーもさりげなく、真横から覗のぞきこんだ。

　セレスとアーニャも、背後から様子を窺うかがっている。ユニスだけは、こんなときでもティーカップを温めていたが。

　果たして、中央パネルには──

　"Avalon Knight Dragner"の表示が浮かび、点滅を繰り返していた。

「……アヴァロン・ナイト・ドラグナー？　なんのことだい？」

　オスカーが首をひねると、ミラベルは冷静に答えた。

「〈アヴァロンの騎士〉に関連するキーワードなのでしょうけど……随分とくどいわね。"Knight"は騎士を意味するのに、そこに"Dragner"──つまり竜騎士ドラグナーを重ねるなんて」

「確かにくどい気もするけど、なんだかカッコいいなあ」

　ミラベルはオスカーの顔をまじまじと見つめると、小首をかしげた。

「男の子の感性って、よくわからないわ……」

　そういえば、まだミラベルには男装の事実を明かしていないのだったと、オスカーは思いだした。

「だけど、どういうことだろうね？　もしかして、この魔ま導どう艦かんと〈アヴァロンの騎士〉──つまりアッシュとの間に、なにかつながりがあるのかい？」

「可能性はあるわね。それにしても、どうしてこのタイミングで起動したのかしら？」

「もしかしたら、地上で新たな動きがあったのかもしれないな……」

「だとすれば、急いだほうがいいわね」

　ミラベルは無表情のままつぶやくと、操作パネルのあちこちを押し始めた。

　短い電子音が、何度も鳴り響く。

　やがて──ミラベルは自信に満ちた顔をして、一同を振り返ると、

「準備完了、動かすわよ」

　意気揚々と宣言し、艦長席に腰かけた。

「あの……ミラベル殿下？　本当に、この魔導艦は動くのですか？」

　きょとんとして訊たずねたのは、アーニャだった。

「さっきもいったでしょう？　ちゃんと千年綺華晶ミレニアムは充じゆう塡てんされているわ」

　なおもオスカーたちは半信半疑の表情を浮かべているが、ミラベルはてきぱきと指示を飛ばした。

「ほら、あなたたちも空いた席にお座りなさい。操そう舵だ手しゆは……そうね、この中ではアーニャ、あなたが適任だわ」

「あっ、あたしですか!?」

　せいぜい帝国製の軍用車しや輌りようしか運転したことのないアーニャは、涙目でミラベルを見上げたのだが、

「魔導艦エスカヴァロン、発進──！」

　既にミラベルは、艦長になりきっているのだった。
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　深紅のマントが夜風をはらみ、ばさりとひるがえる。

　己の全身が綺き羅ら星ぼしのごとく輝いていることに、アッシュは気づいた。

「これがエーコの聖騎甲アーク……！」

　アッシュは呆ぼう然ぜんとして、自分の身体をまじまじと見おろす。

　白はく銀ぎんを基調としつつも、随所に黄金や真紅の装飾がほどこされている。各装甲は優美な曲線を描き、ひとつひとつが芸術作品のごとく輝いている。神は細部に宿る──そんな格言を象徴するかのように、どの意匠にもエーコの確固たる意志が感じられた。

　重厚な見た目とは裏腹に、重さがほとんど感じられないのも驚きだった。自分が兜アルメーテを被っていることにさえ、今いま頃ごろになって気づいたほどだ。

　目の前に鏡があれば良かったのにな……と、そんなことさえ考えるほど、アッシュの心には余裕が生まれていた。

　なによりも、この聖騎甲アークは温かい。まるで、エーコに抱きしめられているような温ぬくもりを感じるのだ。エーコに護まもられていることを、強く実感する。

　身体に負担をかけるどころか、この聖騎甲アークを装備しているだけで、アッシュは苦痛が徐々に引いていくのを実感していた。

　朦もう朧ろうとしつつあった意識も、今でははっきりとしている。

　意外なのは、聖騎甲アーク創成の呪じゆ文もんを唱えたきり、エーコが押し黙っていることだ。てっきり得意げな言葉が飛んでくるとばかり思っていただけに、不思議な気がした。

『あの子ったら、恥ずかしがっているのよ』

　と、ナヴィーの声が頭の中で響いた。

　おかげで、アッシュも気づいた。

　エーコは先ほどからもじもじとして、身体をくねらせているのだ。なにやら恥ずかしがっている様子だった。

　偉大なるアヴァロン聖竜皇の姿をしているくせに、そんな風に恥じらう姿は普段のエーコを思わせて、なんだか微笑ほほえましい。

「どういうことだ……？」

『竜族にとって、主人に聖騎甲アークを献呈することはね、自分の身も心も捧ささげるという証あかしなのよ。授業で学ばなかったのかしら？』

「ああ、いわれてみれば……」

　なるほど、実際に献呈してしまったあと、いかにも竜族らしい羞しゆう恥ち心しんに襲われて、エーコは身み悶もだえしているというわけだ。

　アッシュはその場で片かた膝ひざをつくと、足場──いや、エーコの頭部に優しく触れた。

「ありがとな、エーコ。お前の気持ち、しっかり受けとったぞ」

「きゅぅうううん……」

　エーコはあまり竜族らしからぬ、なんだか可愛かわいらしい鳴き声を返してきた。

　と、ナヴィーが改まった口調で祝辞を届けてきた。

『おめでとう。ついに、あなたは〈聖竜皇を駆る騎士アヴアロン・ナイト・ドラグナー〉として覚かく醒せいしたのよ』

「アヴァロン・ナイト……なんだそれは？」

『それよりも、今はすべての竜族を正気に戻すのが先決よ。早くエクスカリバーを！』

「わかった！」

　ナヴィーの言葉に応じ、アッシュは固有魔装の聖剣エクスカリバーを顕現させる。

「万物を斬きり裂く鋼鉄はがねにして、騎士の中の騎士にふさわしき聖剣よ──その銘は、エクスカリバー！」

　聖なる光輝とともに、巨剣が出現する。

　聖騎甲アークが確固たる形を得た影響だろうか。アヴァロン家に伝わりし宝剣もまた、これが真の姿であるとばかりに、変へん貌ぼうを遂げていたのである。

　より精巧に、より神々しく、以前よりも一回り大きく造形された鞘さや。

　黄金製の柄に装着されている結晶体は、アッシュが見たこともない輝きを放っていた。

　それが千年綺華晶ミレニアムであることを、アッシュは直感的に悟った。

　柄を両手で握りしめた瞬間には、灼しやく熱ねつの太陽に触れたような感覚を覚えたほどである。

　あまりに強大すぎる兵器ゆえに、アッシュは畏い怖ふの念を抱いた。

「なあ、ナヴィー……。こんな剣で攻撃したら、竜族といえども無事ではすまない。学院のみんなや聖竜騎士団のためにも、あいつらを殺すわけにはいかないんだ……」

『大丈夫よ、アッシュ。あなたには、自分で思っている以上の力があるわ。その聖剣で斬るのは、竜族の肉でも骨でもないわ。竜族を縛っている、呪のろいの力だけを断つのよ』

「正直、上う手まくやれるかどうかはわからないけど……やってみるよ。今までだって、そうやって壁を乗りこえてきたんだからな」

　アッシュは夜陰に目を凝らす。

　エーコが創つ成くった聖騎甲アークを前に、一度は怯ひるんだ〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉だったが、クリームヒルトの絶唱を聴かされているうちに、進撃を再開していた。
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　クー・フリンの頭上、クリームヒルトは歌い続けている。

　だが、その喉のどはもはや限界に達していた。

　歌うというよりは、とめどなく血を吐いているような気分だった。

　冥星石プルートウの力は尽きないが、クリームヒルトの肉体は一般人と大差ない。

　そう、幼少の頃ころまでは……クリームヒルトはごく平凡な帝国市民にすぎなかった。

　父親は帝国軍の研究所で働いており、裕福な家庭を築いていた。

　クリームヒルトという子宝にも恵まれ、休日になると、家族三人で歌劇オペラを観みるのが慣例になっていた。絵に描いたような、幸せな家庭だった。クリームヒルトは、特に『魔　　　笛ツアウベルフルーテ物語』を好んだ。そして、いつか自分もオペラ歌手になりたいと願うようになった。

　だが、ある日のこと──馬車の事故が原因で、クリームヒルトは視力を失った。

　帝都の歌劇場から、自宅に帰る途中のことであった。両親は軽傷ですんだが、クリームヒルトは客車から放ほうりだされ、地面で頭を強打したのだ。

　最初は献身的だった両親だが、やがて状況は変わった。母が元気な妹を産んで以来、クリームヒルトに対する態度が一変したのである。

　いつしか両親は、クリームヒルトをお荷物だと思い始めた。最終的には、クリームヒルトの介護を帝国陸軍の付属病院に一任すると、顔を見せなくなった。

　この牢ろう獄ごくのような病室に囚とらわれたまま、自分は無意味な生涯を終えるのだと、クリームヒルトは悟った。オペラ歌手という大きな夢は、指の隙すき間まから砂さ塵じんのようにすり抜けていったのだ……。

　そんな折──病室にヴァン＝デンハル辺境伯クラウスが訪れ、ある契約について切り出した。既に両親の承諾も得たという。

　──たとえ舞台には立てなくても、自分の歌声が役に立つかもしれないのなら……。

　その一心で、クリームヒルトは冥星石プルートウを受けいれ、クラウスを「マスター」と呼んだ。自分の行為が正しいのか間違っているのかは、この際、関係ない。この舞台を与えてくれたマスターのために、クリームヒルトは歌う──歌い続ける！

「かはっ！」

　ついに、クリームヒルトは本当に血を吐いた。ぐらりと身体がよろめく。この巨大なドラゴンの頭部から転落すれば、死は免れまい。

　それでもいい……と、クリームヒルトは思う。血を吐いてしまうまで、思う存分に歌うことができたのだから。

　今夜の自分は、まさしく〈冥よ夜るの女王〉だった。

　──もう、この世界に未練は……。

　その刹せつ那な、視界が真っ白に染まった。

「うそ……こんなことが……！」

　クリームヒルトは絶句した。かれこれ十年もの間、ずっと闇やみに閉ざされていた視界が、今は光に満たされているのだ。眼球を冥星石プルートウに置換された以上、二度と目は見えないはずなのに──。

　真っ白な世界に包まれながら、クリームヒルトは気づいた。今の自分は、身に着けていた衣装をすべて失って、全裸をさらしているのだ。

　だが、裸よりもむしろ、両眼に埋めこまれた冥星石プルートウを見られたくなかったので、クリームヒルトは手で顔を覆い隠した。

　それでも指の隙すき間まから、クリームヒルトはひとりの少年を覗のぞきみた。

　煌きらびやかな甲かつ冑ちゆうを装備した姿は、まるで伝説に現れる騎士のようだ。

　彼こそがアッシュ・ブレイクなのだと、クリームヒルトはすぐに察した。

　アッシュは鞘さやからひとふりの剣を抜いていた。それが聖剣エクスカリバーなのだろうと、クリームヒルトは察した。

　白はく銀ぎんの煌めきが、星せい辰しんのごとくほとばしる。

　精せい緻ちな紋もん様ようが刻まれた白刃は、もはや宝飾の域に達している。

『やっと会えた……。名前は、確かクリームヒルトだったか？』

　敵のはずなのに、アッシュの表情は穏やかだ。

　クリームヒルトは無言でうなずいた。

『お前はどうして、こんなことをしたんだ？』

「……歌が好きだから。歌いたかったから。そして、わたしをあの牢ろう獄ごくから救いだしてくださった、マスターのために……」

『お前は本当に、それが正しいことだと思っているのか？　このまま竜族が首都に攻めこんだら、平穏な日常を営んでいただけの市民が──なんの罪もない人々が、一瞬にして幸せを奪われるんだぞ？』

「……人生なんて、理不尽なものです。わたしは幼い頃ころ、事故で視力を奪われた結果、将来の夢も、両親の愛情も失いました。わたしからすべてを奪った事故と、これからフォンティーン市に住む人々の身に起こることに、一体なんの違いがあるというのです？」

『事故には同情するよ。同情に意味はないかもしれないけど……。でも、誰だれもが自分の身に起きた不幸を嘆いて、その鬱うつ憤ぷんを他人にぶつけていたら、憎しみの連鎖が永遠に続くだけだ。なにより、クリームヒルト──お前自身が救われない』

「わたしは一度、マスターに救われました。それで充分です」

『マスターって、クラウスのことか？　だけど、あいつは今、血を吐いてまで献身しているお前を、どう扱っている？』

「それは……」

　クリームヒルトは現実世界に想おもいを馳はせる。聖剣が展開している仮想空間を通じて、クリームヒルトは初めてクラウスの相そう貌ぼうを視みることができた。

　吐血してうずくまったクリームヒルトの肩に、クラウスは優しく手を置いている。クリームヒルトが想像していたよりも凛り々りしく、精せい悍かんな顔立ちをしていた。

　──やはり、マスターは凛り々りしくて、お優しい……。

　クリームヒルトがそう思ったのも束つかの間ま、クラウスの顔に浮かんだのは、恐ろしく冷徹な表情だった。鋼鉄の機械を見るような眼まな差ざしである。

『なにをしている、クリームヒルト。たかが血を吐いたくらいで、歌うのをやめるんじゃない。竜族の動きが鈍ってきたぞ？』

　アッシュは溜ため息いきをひとつ漏らすと、クリームヒルトをまっすぐに見すえた。

『どうだ、クリームヒルト？　それがクラウスの本性だよ。エーコを監禁して、無理やり覚かく醒せいさせようとした頃ころと、ちっとも変わってはいない』

「そ、それでも……わたしは構いません……」

『噓うそだな。お前は不幸な事故のせいで、視力、将来の夢、両親の愛情を奪われたといった。お前はなによりも奪われることに怯おびえている。そしてクラウスは、そんな君からさらに奪おうとしている。奪い尽くそうとしている。君はそんなクラウスを許せるのか？』

「……許します。マスターは、わたしに歌う場所を与えてくださったのですから」

『そうか。でもな、俺おれは許さないぞ──』

　クリームヒルトは虚を衝つかれた。

　一瞬にして、アッシュが目の前に移動していたのだ。

　アッシュは装甲に覆われた腕を伸ばすと、クリームヒルトの裸身を優しく抱きよせた。

『いいか、クリームヒルト。俺は、お前がクラウスを許すことを許さないし、なにより俺自身がクラウスを許さない』

　鎧よろいを隔てているはずなのに、アッシュの体温が流れこんでくる。いつの間にか、クリームヒルトは泣いていた。すべてを失って以来、こんな温ぬくもりを覚えたことは、一度としてなかった。人の温もりが、こんなにも心地よいとは──……。

「わたし、わたしは……」

『もうなにもいうな。あとは俺が決める』

　その言葉を最後に、アッシュの気配は遠ざかり、光に満ちた世界も途絶えた。

　その瞬間、クリームヒルトは自分でも理解不能な寂しさを覚えたのだった。
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　いつしか、首都の真上に位置する満月が、アッシュに向けて蒼あお白じろい光を注いでいた。

「待ってろよ、クリームヒルト。ただ奪うだけの残酷な世界から、自分の道を自分の意志で決めることができる世界に、お前を連れだしてみせる！」

　クリームヒルトとの接触を終えたアッシュは、聖剣エクスカリバーを振りかざした。

「……格式張ったのは苦手だからな。俺流に行かせてもらうぞ！」

　月明かりを浴びて、聖剣が神秘的なまでに輝く。

　その聖なる輝きは、眼下に広がる首都を一瞬で包みこんだ。避難のため、各所で行列を為なしていた市民たちが、なにごとかとばかりに夜空を見上げたほどだ。

　なおかつ、エクスカリバーは〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉の全ぜん貌ぼうもまざまざと照らした。

　あたかも、彼らの罪を摘発するかのように。

「おぉおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　そんなアッシュを鼓舞するように、エーコが雄お叫たけびをあげる。

　アッシュは聖剣を構えると、夜天から朗々と呼びかけた。

「いいか、お前ら！　つべこべいわずに──」

　今ではもう、部隊の最後方──クー・フリンの頭上に騎乗したクラウスとクリームヒルトの姿も、はっきりと視認できた。

　アッシュは全身全霊をこめて、聖剣を振りおろす。

「黙って俺おれについて来い！」

　今、妖よう気きに満ちた闇やみ夜よを聖なる光が照らす──！





"Excalibar ～A.S.B.1365.11～" is closed.








エピローグ









　かくして──。

　聖剣エクスカリバーが放った光輝と、アッシュの気迫によって、総勢一三〇〇もの竜族は、冥星石プルートウの呪のろいから解放された。

　学院生の相パ棒ルたちはクー・フリンを筆頭に、大人おとなしくアンサリヴァンへと帰還した。

　一方、ロートレアモン聖竜騎士団に属するドラゴンたちは、各自の主人を捜索すべく、キングスレー要よう塞さい方面に飛びたった。

　その結果、ウルスラ団長やグレン隊長をはじめ、すべての騎士団員が発見されたとの報告がもたらされ、首都は歓喜の声に包まれた。ただし、辛うじて死者は出なかったとはいえ、騎士団員の大半は重傷を負っていた。被害は甚大といえた。

　ヴァン＝デンハル辺境伯クラウスと、竜族を使役したクリームヒルトは、あわや正気に返ったクー・フリンに嚙かみちぎられるところだったが、なんとか無事ですんだ。

　さすがはレベッカが育てたドラゴンだけあって、ここでふたりを殺してしまっては、騎士団の捜査に支障をきたすと判断したのだろう。

　現場には、ヴェロニカが設立した外人部隊が派遣されていた。

　その隊長を務めるのは、山岳民族タンタロス出身のアヴドーチャ・キルツカヤである。

　バジリスクのクーに騎乗したアヴドーチャは、クラウスとクリームヒルトの身柄を拘束すると、城内へと連行した。

　去り際、アッシュに目を留とめたアヴドーチャは、「アーニャは元気にしているか？」と訊たずねてきた。

　アッシュは「元気ですよ」と答えたあと、付け加えた。

「クリームヒルトは、クラウスに利用されていただけなんです。彼女には、アーニャが逮捕されたときのように、優しく接してあげてください」

　アヴドーチャは真摯な眼まな差ざしでうなずくと、今度こそ立ち去ったのだった。





　　　　◇






「終わったなあ……」

　フォンティーン城内に案内されたアッシュは、エーコとともに客室で休んでいた。エーコが献呈してくれた聖騎甲アークは解除され、制服姿に戻っている。

　アッシュとエーコにあてがわれた客室は、東の空に面していた。

　いつしか、夜明けが訪れている。地平線からは、まばゆいばかりの太陽が顔を出そうとしていた。

「ねえ、アッシュ。身体は大丈夫なの？」

　と、エーコが心配そうにアッシュの顔を覗のぞきこんでくる。

　竜化ドラグナイズの前に着ていた服は消滅してしまったので、今は小こ綺ぎ麗れいなドレスを着用している。城内のメイドが気を利かせ、支給してくれたものだった。

　一方、巨大な首輪に変形していた〈アヴァロンの腕輪〉も、今では元通り、エーコの手首を美しく飾っている。

　真紅の瞳ひとみにまっすぐ見つめられ、アッシュはドキリとした。

　いつものエーコより大人おとなびて見えるのは、気のせいだろうか？

「ねえってば！　身体は大丈夫かって訊いているのよ！」

　エーコがぷうっと頰ほおをふくらませたので、アッシュは我に返った。

「そ、そうだな……。ひょっとして、エーコが創つ成くってくれた聖騎甲アークのおかげかな？　連中が襲ってくる前よりも、むしろ身体の調子はよくなった気がするんだ」

　アッシュは微笑ほほえむと、エーコの頭を優しく撫なでた。

　事実、アッシュの気分は爽そう快かいだった。痛みもそれほどは感じない。さすがに完治したとはいわないが、快方に向かっているのは確かだろう。

「ありがとな、エーコ」

「アッシュ……！」

　エーコはたちまち真っ赤になると、身体を硬直させた。

「最高の聖騎甲アークだったよ」

「ふわわっ！　別に、あれは戦いに必要だったから、仕方なく創つ成くってあげただけで！」

　エーコはもじもじとして、太ももをすり合わせている。

　無理もない。竜族が聖騎甲アークを献呈するということは、飼い主に身も心も捧ささげたという証あかしなのだから。アッシュ自身、そのことを意識した途端、急に照てれ臭くさくなった。

「エーコ……」

「アッシュ……」

　夜明けの空を背景に、アッシュとエーコは見つめ合い──

　唇を重ねる。

　今までよりも少しだけ長く、そして甘く感じたキス。

　だが、今のアッシュはもう、それだけでは我慢できなかった。

　熱を帯びた舌先で、エーコの潤った唇を割ろうとする。

　そんなアッシュの気持ちに気づいたのか、エーコもかすかに唇を開いたのだが、

　──こん、こん。

　唐突なノックの音が響いて、アッシュを我に返らせた。

　エーコもハッとして、アッシュから飛び離れてしまう。ほんの少し、名残惜しそうな表情を浮かべている。もちろんアッシュも同じ気持ちだったが、再びノックをされたので、慌てて「はい！」と返事をした。

「アッシュ様とエーコ様。ヴェロニカ殿下が、執務室にてお待ちです」

　入室してきたのは、見覚えのあるメイドだった。確か、名前はフリーダ・シェリー。眼鏡をかけた知的な美女であり、騎士王パラデインオズワルドの専属メイドだったと記憶している。

「わかりました」

　アッシュが立ち上がろうとした、そのときだった。

　突然、城下町から騒然とした気配が伝わってきたのである。

「なんだ……!?」

　アッシュはおそるおそる、窓から外を眺めやった。

「きっと、あたしたちの功績を讃たたえているのよ！」

　エーコも窓の向こうに目を凝らす。だが、窓の向こうに見えるのは──。

「まさか！」

　アッシュは声を吞のんだ。

「なっ……！」

　エーコも絶句する。

　首都上空には、魔ま導どう艦かんクラウ・ソラスの艦影があった。

　そして魔導拡声器を通じ、深みのあるテノールが市内に響きわたる。

『フォンティーンの市民たちよ、私はシェブロン王国の第三王子──ユリエルである』





　　　　◇






　──魔導艦クラウ・ソラスの操そう舵だ室しつ。

　艦長席に座ったユリエルは、魔導式の音響入力機器マイクロフオンを手に演説を始めた。

　当初の予定では、ユリエルは英雄として現れるつもりだった。魔導艦クラウ・ソラスが乗りこむと同時に、首都を襲っていたはずの〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉は撤退し、市民はユリエルを英雄と見なす──それこそが、ユリエルの書いたシナリオだったのである。

　だが、〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉は首都を襲うどころか、その直前でアッシュとエーコに阻まれた。

　挙げ句の果てに、クラウスとクリームヒルトの身柄も押さえられてしまった。

「よいか、諸君。フォンティーン市を守ったあの怪物こそは、今年の夏に大陸会議〈エリュシオン〉を中止に追いこんだ巨竜と同一である。諸君もよく覚えていることだろう」

　それでもなお、ユリエルは動じてはいなかった。クラウスとクリームヒルトの失敗でさえ、ユリエルにとっては想定の範囲内だったのだ。

「ふふっ……役者ね」

　ユリエルの背後では、カサンドラが妖あやしげな微笑を浮かべつつ、事態を見守っている。操舵室において、絢けん爛らんたるドレスを着たカサンドラの存在だけが、異彩を放っていた。

　ユリエルはマイクを握る手に力をこめると、さらに続ける。

「騎士国政府は、あのように規格外の生物兵器を、宗主国である我々にも黙って保有していたのだ。この大罪は、寛容の精神を重んじる我々としても、さすがに赦ゆるしがたい」

　ユリエルはいったんマイクを置くと、乗組員に「やれ」と命じた。事前に打ち合わせをすませていたため、乗組員はすかさず準備に入った。





　　　　◇






　執務室の窓から、ヴェロニカは驚くべき光景を見せつけられた。

　魔導艦クラウ・ソラスの甲板に、十字架に磔はりつけにされた騎士王パラデインオズワルドの姿が現れたのである。

　オズワルドの両脇わきには、槍を手にした兵士が二名、冷然と待機していた。

　騎士王パラデインの証あかしである王冠を剝はく奪だつされ、ぐったりとやつれ果て、さらには囚人服を着せられた父の哀れな姿を前に、

「なんという屈辱……！」

　さすがのヴェロニカも衝撃を受けた。追い討ちをかけるように、ユリエルの声が響く。

『我々の要求は、次の通りである。ヴェロニカ第一王女及び、すべての竜騎士ドラグナー、竜飼い人ブリーダーは、飼い竜パルとともに投降せよ。さもなくば即刻、我々はこの場で騎士王パラデインオズワルドを処刑する！』

「姫様……！」

「ヴェロニカ殿下」

　そのとき執務室に入ってきたのは、親衛隊長のグレンと、騎士団長のウルスラだった。

　両者ともに、キングスレー要よう塞さい戦で敗れた結果、満まん身しん創そう痍いである。

　頭をはじめ、身体のあちこちに包帯を巻いている。

　にもかかわらず、ふたりは聖騎甲アークを装備しているのだった。

「……なんのつもりだ？　これは政治的な交渉だ。貴様らの出る幕ではないぞ」

　ヴェロニカは獅し子しのごとき眼まな差ざしで、グレンとウルスラを睥へい睨げいした。

　グレンはその場でひざまずくと、息も絶え絶えに告げた。

「姫様のご命令とあらば……我らは飼い竜パルを駆って出撃し、クラウ・ソラスを墜おとしてみせます。親衛隊員も皆、同じ気持ちです」

「我ら聖竜騎士団もまた、キングスレー要塞戦では不覚をとりましたが、騎士王パラデインオズワルドのお命を救うべく、出撃いたします」

　グレンとは対照的に、ウルスラは超然として告げた。怪け我がによる苦痛など、微塵も感じさせないのはさすがといえた。

「いや、必要ない」

　ヴェロニカは嘆息すると、ふたりに背を向けた。

　グレンとウルスラのいう通り、ヴェロニカがその気になれば、復活した聖竜騎士団と親衛隊をクラウ・ソラスにぶつけることは可能だろう。

　だが、相手は腐っても宗主国なのである。このロートレアモン騎士国が永年にわたり、忠誠を誓ってきた相手だった。ここで騎士国が王国に反抗すれば、五百年にわたり築き上げてきた騎士道精神に傷がつくというものだ。

　それでは、ヴェロニカの美学が許さない。

　それ以上に、フォンティーン市を戦場にするわけにはいかない。

　一応、自分の考えが古いことを、ヴェロニカは自覚している。だが、歴史を紐ひも解とけば、このロートレアモン騎士国を建国させ、竜族の管理と育成を委任したのは、他ほかならぬシェブロン王国なのである。

　当時のシェブロン王ライオネルⅢ世は、あまりにも巨大すぎる竜族の力を畏い怖ふした。そして、当代随一の竜騎士ドラグナーであったダーラム・ロートレアモンを信じ、すべてを託した。

　ここでヴェロニカがユリエルに牙きばを剝むいてしまったら──善良なる王として誉れ高いライオネルⅢ世の想おもいを裏切ることになる……。

　ただし、ここでヴェロニカが降伏すれば、少なくとも民の命は護まもられるはずだった。

　ヴェロニカは眦まなじりを決した。

「仕方があるまい……降伏だ」

「本当によろしいのですか、姫様!?　たとえ姫様が降伏なされたとしても、ユリエル王子が騎士王パラデインを殺害しないという保証など、どこにもありません！　いや、それだけでは飽きたらず、姫様のお命までも奪うかもしれないのですよ！」

　あの冷徹なグレンにしては珍しく、感情を剝きだしにしていた。

　それでも、ヴェロニカは動じない。

「……愛する民のためだ。よく見ろ、グレン。ユリエルめ、我々が騎士王パラデインオズワルドを見捨てたときのことも考えて、主砲を市街地に向けておるわ」

　そう、ヴェロニカは最初から気づいていた。魔ま導どう艦かんクラウ・ソラスの主砲は、最初からずっと城下町を狙ねらい澄ましているのである。

　ヴェロニカが降伏を拒めば、城下町は瞬時にして灰かい燼じんに帰すであろう。

　もはや盤上が詰んでいることを、ヴェロニカは悟っていた──。

『──お待ちなさい』

　その刹せつ那な、黎れい明めいの空に凜りんとした声が響きわたった。

　さすがのヴェロニカも愕がく然ぜんとして、窓の外を覗のぞきこむ。

「なんだ、あの艦は……!?」

　そして驚きよう愕がく。夜明けの空を背景に、まったく見覚えのない魔導艦が、いつの間にかクラウ・ソラスの背後に現れたのである。

「ちょっと待て！　今の声……まさかミラベルかっ!?」

　そう、魔導拡声器を通じて聞こえてきたのは、まさしくミラベルの声だった。

　しかも謎なぞの魔導艦は、空中に立体映像を投影するという離れ業をやってのけた。

　投影されたのは、まさしくミラベル・ロートレアモンの美び貌ぼうであった。

　その脇わきには、なぜだかオスカー・ブレイスフォードが立っている。

『皆様、おはようございます。騎士国の第三王女、ミラベル・ロートレアモンです』

　たちまち、城内は騒然となった。

　ヴェロニカも啞あ然ぜんとして、開いた口がふさがらない。

　そもそも、ミラベルは学者である。子どもの頃ころから部屋にこもって、勉強ばかりしているような人物であった。天才なのは明らかだったので、ヴェロニカもミラベルの好きなようにさせた。研究に没頭しがちなミラベルが、表舞台に立つことは決してないだろう……と、王宮の誰だれもが思っていたのである。

　そのミラベルが突如として、政治の表舞台に登場した。

『ユリエル王子の演説を聞くに及び、事情は了解しました。こたびの一件ですが……』

　ミラベルはたっぷり十秒は沈黙し、聴衆の期待と不安を極限まで煽あおると、

『さすがのわたくしも、堪忍袋の緒が切れました……！』

　いつになく強い口調で宣言し、かたわらのオスカーに視線を送った。

　そして、信じがたい言葉を告げたのである。

『わたくしは、ユリエル第三王子の悪逆非道を告発します。そして、こちらの王位継承順位第一〇八位、オスカー・ブレイスフォードを次期シェブロン王として擁立することを、ここに宣言いたします──』





"The Avalon Knight Dragner III" is closed.














あとがき




　激動の第八巻、いかがだったでしょうか。

　二月初旬に原稿を書きあげた直後、しばらくは蟬せみの抜ぬけ殻がらみたいになっていましたが、今では不死鳥のごとく甦よみがえり、続編を鋭意執筆中の瑞みず智ち士し記きです。

　学院都市が未み曾ぞ有うの危機に直面する本巻では、ユリエル王子が本格的に動きだす一方で、懐かしい顔ぶれも登場します。某青年貴族のことなんて、多くの人がすっかり忘れていたのではないでしょうか（笑）。

　実は当初、私は第八巻を小休止のエピソードにする予定でした。

　入院生活を送るアッシュのもとに、お見舞いという名目でヒロインたちが次から次へとやって来て……という、ラブコメ中心のお話です。

　が、そこで担当の庄しよう司じさんに活を入れられまして、急きゆう遽きよ、第七巻のあとがきの次巻予告を「騎士国に最大の危機が迫る!?」に書き換えました。

　その結果、第八巻へのハードルは一気に上がりましたが、おかげで全力全開、自分の限界を突破することができました！

　このあたりの制作秘話は、毎日新聞デジタル『ＭＡＮＴＡＮＷＥＢ（まんたんウェブ）』の「ラノベ質問状」（二〇一二年三月二日の記事）で庄司さんが語っておられますので、よろしければご一読くださいませ！




　ここでお知らせです。

　──コミカライズの極致がここに！

　そう、ＲＡＮさんのコミック版『星せい刻こくの竜騎士ドラグナー』の第二巻が、いよいよ発売されるのです！　半年前、第一巻が原作文庫（第六巻）と同時発売だったのに引き続き、今回も本巻と一緒に出ます。こうした連動はありがたい限りですね。

　是非是非、ＲＡＮさんの筆致に酔いしれてくださいませ！




　謝辞です。まずは前述の通り、私の背中を押してくださった庄司さん。あのアドバイスがなければ、第八巻はまったくの別物になっていたわけで、感謝の気持ちで一杯です。これからも作者が迷ったときはガツンと押してやって下さいませ！

　〆しめ鯖さばコハダさん。カバーのミラベルを一目見た途端、惚ほれました。痺しびれました。心臓を撃ち抜かれました！　いつもながら、私の想像力を凌りよう駕がするイラストの数々に感謝感激しております！　次巻の新キャラのデザインも、楽しみにお待ちしていますね。

　ＲＡＮさん。コミック新刊の発売に向けての作業、お疲れさまでした。いよいよ原作文庫二巻のクライマックスに突入する月刊連載のほうも、引き続き楽しみにしております。先日、いまだビジュアルは未公開の「断罪のアヴドーチャ」のデザイン案を拝見しましたが、あまりの可愛かわいらしさに悶もん絶ぜつしそうになりました！

　装丁の伸童舎様。昨年十二月に発売された『アニメ・コミック・ライトノベル・ゲームのデザイナー集』にて『星せい刻こく』の表紙が掲載されていることを知り、たいへん嬉うれしかったです。同じ列に並んでいるのが『俺妹』と『これはゾンビですか？』というのも驚きで、どちらもラノベ業界を代表する大人気作品！　今後ともよろしくお願いいたします！

　編集部と営業部の皆様。販売店様。校正様。海外翻訳版の関係者様……などなど、本当に多くの方々に支えられて、なんとか第八巻に漕こぎ着けることができました。

　そして、ここまで応援していただいた読者の皆様へ。本当に、本当に感謝です！　ますます盛りあげていきますので、次巻の発売日までしばらくお待ちくださいませ！




　それでは、またお会いしましょう。

　次巻──宿敵ユリエルと雌雄を決する刻とき、ついに来たる!?





二〇一二年四月　瑞みず智ち士し記き


















　著者

　瑞智士記（みずち・しき）

　　公式ウェブサイトを新たに開設しました。新作情報など、どんどん発信していけたらなと思っています。

　　http://mizuchisiki.com




　　富士見ヤングミステリー大賞出身作家。関西在住。『リビングデッド・ファスナー・ロック』（ガガガ文庫）、『あかね色シンフォニア』（一迅社文庫）、『展翅少女人形館』（ハヤカワ文庫ＪＡ）などの作品がある。




　イラストレーター

　〆コハダ（しめさば・こはだ）

　　インドア派のイラストレーター、〆コハダです。好きなものはゲーム、漫画、可愛い女の子。将来の夢は出世魚になること。

　　ＨＰ「ぐずぐず帝国」

　　http://kohadax.jugem.jp/
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